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儲
裁
者
蛎
名
が
消
費
物
資
の
試
し
買
い

　
市
及
び
県
計
量
検
定
所
は
、
計
量

思
想
普
及
推
進
強
化
月
間
の
行
事
と

し
て
、
去
る
六
月
十
日
、
商
工
会
議

所
で
、
主
婦
十
五
名
を
招
き
、
消
費

試
し
買
い
商
品
の
量
目
が
遮
正
か

真
剣
に
計
量
さ
れ
た

認擁

萎

離
賊
靱

激
難
灘

黛
離
、
違

ぞ
〃
謎
藷
嚇

物
資
の
試
し
買
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
試
し
買
い
は
、
県
計
量
検
定
所
員

立
合
い
で
、
食
肉
、
食
肉
加
工
品
、

魚
貝
類
加
工
品
、
菓
子
、
緑
茶
、
青

果
物
の
六
品
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
、

商
品
の
量
目
が
正
し
い
か
ど
う
か
検

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
タ
ラ

コ
が
一
部
量
目
不
足
、
食
肉
が
量
目

過
重
の
ほ
か
量
目
が
適
正
で
、
検
定

員
か
ら
も
本
市
は
総
体
的
に
は
良
好

な
成
績
で
あ
る
と
の
講
評
が
あ
り
ま

し
た
。わ

…
焼
劣
・
⑦

㎝
魚
傍
料
握
㎜

庭野春枝
四日町新田第三

春
雨
の
冷
や
し
鉢

わ
が
家
で
夏
の
季
節
に
特
に
喜
ば

れ
る
春
雨
の
冷
や
し
鉢
（
わ
が
家
の

呼
び
名
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
家
庭
の
主
婦
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

実
際
に
お
作
り
い
た
だ
い
て
、
ご
意

見
や
ご
批
評
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
材
料
（
五
人
前
）

　
春
雨
一
五
〇
努
、
き
ゅ
う
り
一
本
、

玉
ね
ぎ
二
分
の
一
コ
、
き
く
ら
げ
七

〇
矧
ラ
、
ハ
ム
七
〇
矧
ラ
。

　
つ
け
汁
　
し
ょ
う
油
二
分
の
一
カ

ッ
プ
、
み
り
ん
四
分
の
一
カ
ッ
プ
、

だ
し
汁
四
分
の
一
カ
ッ
プ
、
ゴ
マ
油

二
～
三
滴
、
化
学
調
味
料
少
々
。

　
作
り
方

　
春
雨
は
大
き
め
の
鍋
に
た
っ
ぷ
り

湯
を
沸
か
し
、
強
火
で
四
～
五
分
ゆ

で
冷
水
に
さ
ら
す
。
き
ゅ
う
り
は
、

干
切
り
に
し
水
に
さ
ら
す
。
玉
ね
ぎ

は
千
切
り
に
し
水
に
さ
ら
し
、
さ
ら

し
玉
ね
ぎ
を
作
る
。
き
く
ら
げ
は
水

の
中
で
も
み
洗
い
を
し
、
塩
分
を
取

り
除
き
ま
す
。
ハ
ム
は
千
切
り
に
し

て
お
き
ま
す
。
ま
ず
、
器
に
春
雨
を

盛
り
、
そ
の
う
え
に
用
意
し
て
い
た

き
ゅ
う
り
、
ハ
ム
、
玉
ね
ぎ
、
き
く

ら
げ
等
を
盛
り
つ
け
ま
す
。
こ
れ
を
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つ
け
汁
（
し
ょ
う
油
、
み
り
ん
、
だ
し

　
汁
を
一
度
沸
騰
さ
せ
、
化
学
調
味
料

　
と
ゴ
マ
油
を
二
～
三
滴
落
と
す
。
好

　
み
に
よ
り
、
す
り
ご
ま
、
レ
モ
ン
汁

　
な
ど
を
入
れ
て
も
よ
い
）
と
一
緒
に

　
食
べ
る
の
で
す
が
、
さ
っ
ぱ
り
と
し

　
た
舌
ざ
わ
り
で
お
い
し
く
い
た
だ
け

　
ま
す
。
暑
い
日
な
ど
、
冷
や
し
て
食

　
べ
る
と
一
層
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

　
　
1
わ
が
家
の
自
慢
料
理
を
ご
紹

　
介
く
だ
さ
い
。
豪
華
で
難
か
し
い
料

　
理
よ
り
も
、
日
頃
ご
家
庭
で
食
べ
る

　
も
の
の
中
か
ら
、
簡
単
に
作
れ
て
、

　
家
族
や
来
客
か
ら
喜
ば
れ
る
料
理
を

　
お
待
ち
し
ま
す
。
連
絡
は
、
市
役
所

　
企
画
財
政
課
企
画
広
報
係
（
曾
七
－

　
三
一
一
一
番
）
へ
。

禦
民
吹
奏
楽
団

　
　
昨
年
の
四
月
、
公
民
館
活
動
の
一

　
貫
と
し
て
発
足
し
た
十
日
町
市
民
吹

　
奏
楽
団
は
、
満
一
歳
を
迎
え
、
よ
う

　
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
ま
し
た
が
、

　
よ
り
充
実
し
た
編
成
に
す
る
た
め
、

　
現
在
広
く
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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私
達
の
主
な
活
動
は
、
パ
レ
ー
ド

演
奏
と
ス
テ
ー
ジ
演
奏
の
二
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
今

年
か
ら
定
期
演
奏
会
や
他
市
吹
奏
楽

団
と
の
交
歓
会
も
計
画
し
て
お
り
、

ま
た
レ
ク
リ
ェ
：
シ
ョ
ン
も
多
様
で

大
変
楽
し
い
団
体
で
す
。

　
入
団
資
格
は
特
に
な
く
、
男
女
を

問
わ
ず
、
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

練
習
日
は
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
毎

週
火
曜
、
木
曜
の
六
時
半
～
九
時
十

五
分
。
入
団
申
も
込
み
等
の
問
い
合

わ
せ
は
、
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
①
市
公
民
館
本
館
（
魯
七
－
五
〇

二
番
Y
②
十
日
町
地
域
消
防
署
（
根

津
征
吉
・
山
田
秀
和
曾
七
－
一
五
五

五
番
）
③
直
接
練
習
会
場
へ
。

電気料金
　　　　　いイ直上、す　＋高是石万

自
盤
界
え
・
て

ホ
託
琶
と
，
て

み
ま
し
仁

愚
、

お
乙
う
さ
ん

よ
う
、
λ
で

く
れ
壱
か
ず
汐
－

気二

鯛
禦
警
察
官
A
（
大
卒
）

を
募
集
し
ま
す

　
明
春
四
月
採
用
予
定
の
新
潟
県
警

察
官
A
（
大
学
卒
）
を
つ
ぎ
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
七

月
三
十
一
日
ま
で
に
十
日
町
警
察
署

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
警
察
署

ま
た
は
お
近
く
の
派
出
所
、
駐
在
所

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
採
用
予
定
人
員
約
二
十
五
人

　
受
験
資
格
　
昭
和
二
十
四
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
ま

で
に
出
生
の
男
子
で
大
学
卒
業
者
（
ま

た
は
明
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
者
）
。

　
第
【
次
試
験
八
月
八
日
（
日
）

新
潟
中
央
警
察
署
で
行
い
ま
す
。
第

二
次
試
験
は
九
月
中
旬
新
潟
市
で
行

う
予
定
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
七
月
二
十
日
…
…
午
前
八
時
半

～
午
後
一
時
ま
で
、
島
の
一
部
～
旭

町
～
北
原
　
▽
七
月
二
十
三
日
：
…
・

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
市
之

沢
～
中
在
家
～
南
雲
～
大
石
～
馬
場

～
水
沢
　
▽
七
月
二
十
七
日
…
…
午

前
八
時
～
正
午
ま
で
、
高
山
第
二
～

高
山
第
三
の
一
部
～
高
山
第
四
～
春

日
町
一
～
春
日
町
二
・
三
の
一
部
～

島
の
一
部
　
▽
七
月
三
十
日
…
…
午

前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
四
日
町

新
田
の
一
部
。

農
地
転
用
に
は
許
可

申
請
を

　
田
畑
等
農
地
を
住
宅
、
工
場
建
築
、

植
林
等
の
目
的
で
農
地
以
外
に
転
用

す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
に
よ
り
県

の
許
可
が
必
要
で
す
。
申
請
し
て
か

ら
許
可
に
な
る
ま
で
約
二
ヵ
月
位
要

し
ま
す
の
で
、
早
目
に
申
請
し
、
許

可
を
受
け
て
か
ら
工
事
に
着
手
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
お
近
く
の
農
業
委
員
ま
た
は
市
農

業
委
員
会
（
曾
七
－
三
一
一
一
番
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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2繋曜乙よラ
場の現状を探る

噸

　
　
　
黄

本
市
の
地
場
産
業
で
あ
る
織
物
は
、
年
間
五
百
六
十
四
億
円
（
昭
和
五

十
年
）
の
生
産
を
あ
げ
、
全
国
で
も
有
数
な
高
級
絹
織
物
の
総
合
産
地

と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
ま
す
。
織
物
産
業
の
就
業
者
数
は
約
二
万
人

と
本
市
全
就
業
者
の
七
割
を
し
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
達
の
な

か
で
、
染
織
講
習
所
（
訓
練
校
の
前
身
）
や
十
日
町
専
修
職
業
訓
練

校
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
十
日
町
試
験
場
併
設
」
・
十
日
町
実
業
高
校

（
色
染
化
学
科
、
繊
維
工
学
科
）
等
で
繊
維
産
業
の
知
識
、
技
術
な
ど

の
基
礎
を
学
び
、
地
元
企
業
で
中
堅
と
し
て
働
い
て
い
る
人
が
多
く

い
ま
す
。
「
企
業
は
人
な
り
」
と
い
わ
れ
、
優
秀
な
人
材
の
い
る
企
業

は
伸
び
て
い
ま
す
。
十
日
町
織
物
が
今
日
の
発
展
を
み
た
の
も
、
繊

維
関
係
の
知
識
技
術
を
身
に
つ
け
た
有
能
な
人
材
が
地
元
に
定
着
し

た
こ
と
も
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
月
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
織
物
の
基
礎
知
識
、
技
術
を
指
導
す

る
県
立
十
日
町
専
修
職
業
訓
練
校
と
、
同
施
設
に
併
設
さ
れ
て
い
る

県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
十
日
町
試
験
場
の
現
状
に
つ
い

て
リ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
し
た
。

　
一
市
民
か
ら
「
図
案
関
係
が
好
き

な
の
で
、
訓
練
校
に
新
設
さ
れ
た
デ

ザ
イ
ン
科
に
入
校
し
、
将
来
、
産
地
の

一
員
と
し
て
働
き
た
い
の
で
す
が
、

入
校
手
続
き
を
知
り
た
い
」
と
い
う

染色技能士をめざして……
このほ・ド訓練校の染色実習室を会場！、．、かせ糸浸染作業試行

技能検定（染色r一ライアル’が行われ藷した　これは染色技能

士制度を望む各産地の要望で　労働省の中央審議会が本検定
の問題集つくし、1のため行ったもσ）で、全国初の試行検定

当日は、地元畜はじめ京都、八王子砂どの産地ズ）、・う染色技術

者か訪れ、技術庵競いあいました

手
紙
が
こ
の
ほ
ど
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
専
修
職
業
訓
練
校
は
、
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
十
日
町
試
験
場
と

併
設
し
、
定
員
百
十
人
の
生
徒
が
織

物
関
係
の
知
識
、
技
術
を
学
ん
で
い

ま
す
。
　
「
訓
練
校
」
あ
る
い
は
「
レ

日
町
試
験
場
」
と
い
っ
て
も
ご
存
知

な
い
方
も
講
習
所
と
い
え
ば
、
ご
理

解
い
た
だ
け
る
ほ
ど
、
現
施
設
の
前

身
、
県
立
十
日
町
染
織
学
校
（
明
治

四
レ
年
開
校
）
あ
る
い
は
、
県
染
織

講
習
所
（
大
正
三
年
）
は
、
地
場
産

業
の
育
成
に
つ
い
て
長
い
伝
統
と
歴

史
を
も
ち
、
こ
れ
ま
で
お
よ
そ
三
千

名
の
卒
業
生
が
、
地
元
企
業
を
は
じ

め
、
県
内
外
の
繊
維
産
業
の
技
術
者

や
指
導
者
ま
た
経
営
者
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
過
去
、
現
在
に
わ
た
っ
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
同
校
の
修
了
生
は
、
別

表
の
と
お
り
、
最
近
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
原
因
は
、
上
級
学
校

へ
の
進
学
率
の
増
加
、
志
望
職
種
「
事

務
系
」
の
増
加
な
ど
い
ろ
い
ろ
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
地
場
産
業
の
中
堅
技

術
者
と
し
て
、
知
識
及
び
技
術
を
生

か
し
、
地
場
産
業
で
活
躍
す
る
修
了

生
が
年
々
減
少
し
て
い
る
現
実
は
、

田中一幸
（姿第二）

産
地
が
く
し
ゃ
み
を
す
れ
ば

　
市
財
政
も
く
し
ゃ
み
す
る

　
産
地
が
不
況
で
く
し
ゃ
み
を
す
れ

ば
、
市
財
政
も
く
し
ゃ
み
を
す
る
ー
。

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
市
と
織
物
産
地

と
の
か
か
わ
り
あ
い
は
深
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
織
物
の
生
産
額
が

市
の
工
業
生
産
額
の
九
五
違
を
し
め

て
い
る

、
し
と
か
ら
も
う
な
ず
け
ま
す

わ
た
く
し
は
、
こ
の
ほ
ど
、
訓
練
校
で

織
物
の
知
識
、
技
術
を
修
得
、
現
在

市
内
の
織
物
企
業
で
産
地
の
一
員
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。
最
近
、
訓
練
校

の
入
校
生
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

将
来
、
地
場
産
業
の
一
員
と
し
て
活

躍
し
ょ
う
と
す
る
青
年
達
は
、
是
非

入
校
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

十
日
町
産
地
全
体
に
と
っ
て
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
み
ん
な
で
真
剣
に
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
ー
。

　
付
加
価
値
産
業
あ
る
い
は
、
知
識

集
約
産
業
と
も
い
わ
れ
る
織
物
関
係

の
中
堅
技
術
者
と
し
て
、
将
来
、
活

躍
さ
れ
る
方
は
、
同
校
や
実
業
高
校

（
繊
維
工
学
科
、
色
染
化
学
科
）
等

で
繊
維
関
係
の
基
礎
的
知
識
及
び
技

術
を
修
得
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

専
修
職
業
訓
練
校
の
概
要

　
　
〈
⑨
－
－
－
－

□
県
立
十
日
町
専
修
職
業
訓
練
校

　
繊
維
産
業
に
従
事
す
る
人
を
対
象

に
基
礎
的
知
識
と
技
能
を
訓
練
し
て

有
能
な
職
業
人
を
養
成
し
、
職
業
の

安
定
と
労
働
者
の
地
位
向
上
を
図
る

と
と
も
に
経
済
及
び
社
会
の
発
展
に

　
　
　
　
　
－
…
－
…
〈
⑨

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
染
色
科
」

「
織
機
調
整
科
」
　
「
デ
ザ
イ
ン
科
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
繊

維
産
業
界
に
必
要
な
知
識
、
技
能
を

身
に
つ
け
さ
せ
、
産
業
界
で
最
も
要

望
さ
れ
て
い
る
技
術
者
の
育
成
を
め

　
　
ざ
し
て
い
ま
す
。

O
O
O
O
O
D
O
O
O
O
O
O
O
O

機
織
技
術
を
学
ぶ

準
備
、
製
織
、
分
解
設
計
等

の
基
本
実
習
を
学
び
、
産
地

の
中
堅
技
術
者
と
し
て
活
躍

し
ま
す
。

渡辺康一
十日町公共職業

安定所就職促進

指導官

　
　
　
　
　
　
　
職
、

｝
訓
練
校
で
織
物
技
術
を

　
仕
事
が
合
わ
な
い
等
の
理
由
で
…

…
U
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
は
昭
和
四
十
｝

…
九
年
百
三
十
五
人
、
昭
和
五
十
年
…

㎜
度
九
十
一
人
で
し
た
。
地
元
は
繊
…

…
維
関
係
の
求
人
が
多
い
に
も
か
か
…

㎜
わ
ら
ず
未
経
験
者
等
の
理
由
で
就
｝

…
職
で
き
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
…

…
す
。
職
業
訓
練
校
で
基
礎
技
術
を
…

…
学
び
就
職
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
㎜

…
め
し
ま
す
。

　
修
了
生
は
、
就
職
率
百
縫
で
別
表

の
と
お
り
ほ
と
ん
ど
が
地
元
企
業
に

就
職
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
訓
練
校

で
は
、
地
元
産
業
界
の
製
品
多
用
化
、

高
付
加
価
値
化
、
省
力
化
等
の
要
請

に
応
え
る
た
め
、
昭
和
五
十
二
年
度

か
ら
組
織
機
能
を
充
実
し
、
　
「
染
色

科
」
を
「
染
色
工
芸
科
し
　
「
織
機
調

整
科
」
を
「
機
織
科
」
と
し
、
さ
ら

に
デ
ザ
イ
ン
科
を
加
え
、
高
卒
者
を

対
象
に
高
等
訓
練
課
程
入
校
者
を
募

集
す
る
予
定
で
す
。

（第3種郵便物認可）昭和51年8月10日と」撃ゴ『夢コ旨
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訓練校と十日町試験

　3

応
募
手
続
の
方
法
は

ゆ
…
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

〈
⑨

募
集
人
員

機
織
科
－

・
二
十
名

染
色
工
芸
科
…
二
十
名

デ
ザ
イ
ン
科
…
二
十
名

　
高
卒
者
を
対
象
と
し
た
一
年
制
で

業
界
の
現
状
と
将
来
の
展
望
に
マ
ッ

チ
し
た
実
技
の
ほ
か
、
理
論
的
裏
付

け
と
な
る
技
術
的
知
識
の
習
得
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
教
科
の
内
容
は
、

三
科
と
も
一
般
学
科
及
び
専
門
学
科
、

実
習
を
学
び
ま
す
。

　
実
習
の
内
容
は
、
産
地
の
中
堅
技

，
、
鯉
豊

術
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
デ
ザ
イ

ン
担
当
と
し
て
必
要
な
機
織
技
術
、

工
芸
染
色
、
染
織
デ
ザ
イ
ン
の
技
術

を
専
攻
修
得
し
ま
す
。

応
募
資
格

業
安
定
所
（
魯
七
－
二
四
〇
七
番
）
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

選
考
期
日
と

　
　
　
申
込
方
法

　
昭
和
五
十
一
年
一
、
再
高
校
卒
業
見

込
者
及
び
若
年
離
職
者
、
地
場
産
業

後
継
者
、
ま
た
は
業
界
か
ら
派
遣
さ

れ
る
高
卒
者
で
色
、
神
正
常
者
。
従

来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
中
卒
対
象
者

の
履
習
の
道
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
訓
練
校
（
曾
七

ー
コ
〇
五
番
）
か
十
日
町
公
共
職

地場産業である織物のデザイン担当をめざし、基本

実習を学ノ31デザイン科の生徒たち一・

描写、色彩、図形、デザインモチーフ等を実習し、和

洋服の染織デザインを専攻しまず

蜜螺．騨轄，蕎講1の沿革

　
看
月
三
日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら
専

修
職
業
訓
練
校
で
、
学
科
試
験
（
国
語
、

数
学
1
）
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
は
、
専
修
職
業
安
定

所
ま
た
は
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
に

用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

在
校
中
の

特
典

小林アツ子
　　城之古

羨

　
授
業
料
、
実
習
材
料
費
は
無
料
で

す
。
ま
た
技
能
者
育
成
資
金
（
月
、

額
六
千
円
）
の
貸
付
け
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
学
割
や
派
遣
訓
練
給
付
金
支

我
が
母
校
は
訓
練
校

　
名
前
は
知
っ
て
い
て
も
、
実

際
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
人
が

　
　
　
　
へ

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
十
日
町
産
地
の
繊
維
関
係

の
仕
事
に
携
わ
る
人
、
こ
れ
か

ら
郷
土
の
伝
統
産
業
の
た
め
に

若
い
情
熱
を
燃
や
そ
う
と
し
て

い
る
人
に
、
是
非
と
も
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
学
校
で
す
。
私

は
、
昭
和
四
十
七
年
に
図
案
科

（
デ
ザ
イ
ン
科
）
に
入
学
し
ま
し

た
。
設
備
が
と
て
も
良
く
整
っ

給
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

修
了
後
の
特
典

　
修
了
者
は
技
能
士
補
の
称
号
が
与

え
ら
れ
、
地
場
産
業
で
あ
る
織
物
企

て
お
り
専
門
的
に
教
え
て
く
だ

さ
る
先
生
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
、
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
随

分
い
ろ
ん
な
こ
と
が
学
べ
ま
す
。

私
は
デ
ザ
イ
ン
の
知
識
・
技
術

の
ほ
か
、
人
間
関
係
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
一
年
間
の

訓
練
が
終
わ
り
、
実
際
就
職
し

て
か
ら
も
役
に
立
つ
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
状

況
の
中
に
あ
る
今
、
学
校
と
し

て
、
多
く
の
人
が
利
用
し
、
勉

強
し
、
産
地
発
展
の
た
め
に
益

々
貢
献
し
て
欲
し
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
我
が
母
校
・
訓
練

校
、
私
は
、
胸
を
は
っ
て
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
る
毎
日
で
す
。

　
（
滝
文
工
業
㈱
デ
ザ
イ
ン
係
）

業
の
中
堅
技
術
者
と
し
て
活
躍
し
ま
』

す
。　

ま
た
、
二
級
技
能
検
定
の
学
科
試

験
が
免
除
さ
れ
、
技
能
士
補
と
し
て

七
年
間
実
務
を
経
験
す
る
と
指
導
員

の
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

郡立染織学校設

始

日町染織学校と

日町染織講習

学校となる

織講習所とな

魚
認
業
立
る
合
と
立
潟

中
立
授
県
な
組
所
郡
新
る
新
と
新
補
業
併
本
工
訓
県
改
新
新

沼
可
開
十

　
　
　
　
　
　
十
る
業
染

　
　
　
　
　
　
立
な
実
県

■明治33年9月

讃〃34年4月
田〃40年4月

顧〃43年4月

纈〃44年4月
罎大正3年4月

県繊維工業講習所

称される

県十日町公共職業

所、新潟県繊維工

験場十日町分場

される

改築、寄宿舎移築、

一部改修工事落成

法改正により新潟

日町職業訓練所と

される

場落成

県工業技術センタ

日町試験場と改称

習工場改築

整工実習工場改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
実
調

潟
改
潟
導
試
置
館
場
練
十
称
工
潟
十
れ
色
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
さ
染
織
築
職
新
訓
新
訓
新

綴日召和24年・8月

灘　〃　31年4月

8〃32年10月

■〃33年7月

■〃算年10月
■〃40年4月

纏〃42年
■〃43年

業訓練法改正により

潟県十日町専修職業

練校と改称される

潟県十日町専修職業

練校にデザイン科を

設

旧〃44年10月
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2繋曜乙よラ
場の現状を探る

噸

　
　
　
黄

本
市
の
地
場
産
業
で
あ
る
織
物
は
、
年
間
五
百
六
十
四
億
円
（
昭
和
五

十
年
）
の
生
産
を
あ
げ
、
全
国
で
も
有
数
な
高
級
絹
織
物
の
総
合
産
地

と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
ま
す
。
織
物
産
業
の
就
業
者
数
は
約
二
万
人

と
本
市
全
就
業
者
の
七
割
を
し
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
達
の
な

か
で
、
染
織
講
習
所
（
訓
練
校
の
前
身
）
や
十
日
町
専
修
職
業
訓
練

校
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
十
日
町
試
験
場
併
設
」
・
十
日
町
実
業
高
校

（
色
染
化
学
科
、
繊
維
工
学
科
）
等
で
繊
維
産
業
の
知
識
、
技
術
な
ど

の
基
礎
を
学
び
、
地
元
企
業
で
中
堅
と
し
て
働
い
て
い
る
人
が
多
く

い
ま
す
。
「
企
業
は
人
な
り
」
と
い
わ
れ
、
優
秀
な
人
材
の
い
る
企
業

は
伸
び
て
い
ま
す
。
十
日
町
織
物
が
今
日
の
発
展
を
み
た
の
も
、
繊

維
関
係
の
知
識
技
術
を
身
に
つ
け
た
有
能
な
人
材
が
地
元
に
定
着
し

た
こ
と
も
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
月
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
織
物
の
基
礎
知
識
、
技
術
を
指
導
す

る
県
立
十
日
町
専
修
職
業
訓
練
校
と
、
同
施
設
に
併
設
さ
れ
て
い
る

県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
十
日
町
試
験
場
の
現
状
に
つ
い

て
リ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
し
た
。

　
一
市
民
か
ら
「
図
案
関
係
が
好
き

な
の
で
、
訓
練
校
に
新
設
さ
れ
た
デ

ザ
イ
ン
科
に
入
校
し
、
将
来
、
産
地
の

一
員
と
し
て
働
き
た
い
の
で
す
が
、

入
校
手
続
き
を
知
り
た
い
」
と
い
う

染色技能士をめざして……
このほ・ド訓練校の染色実習室を会場！、．、かせ糸浸染作業試行

技能検定（染色r一ライアル’が行われ藷した　これは染色技能

士制度を望む各産地の要望で　労働省の中央審議会が本検定
の問題集つくし、1のため行ったもσ）で、全国初の試行検定

当日は、地元畜はじめ京都、八王子砂どの産地ズ）、・う染色技術

者か訪れ、技術庵競いあいました

手
紙
が
こ
の
ほ
ど
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
専
修
職
業
訓
練
校
は
、
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
十
日
町
試
験
場
と

併
設
し
、
定
員
百
十
人
の
生
徒
が
織

物
関
係
の
知
識
、
技
術
を
学
ん
で
い

ま
す
。
　
「
訓
練
校
」
あ
る
い
は
「
レ

日
町
試
験
場
」
と
い
っ
て
も
ご
存
知

な
い
方
も
講
習
所
と
い
え
ば
、
ご
理

解
い
た
だ
け
る
ほ
ど
、
現
施
設
の
前

身
、
県
立
十
日
町
染
織
学
校
（
明
治

四
レ
年
開
校
）
あ
る
い
は
、
県
染
織

講
習
所
（
大
正
三
年
）
は
、
地
場
産

業
の
育
成
に
つ
い
て
長
い
伝
統
と
歴

史
を
も
ち
、
こ
れ
ま
で
お
よ
そ
三
千

名
の
卒
業
生
が
、
地
元
企
業
を
は
じ

め
、
県
内
外
の
繊
維
産
業
の
技
術
者

や
指
導
者
ま
た
経
営
者
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
過
去
、
現
在
に
わ
た
っ
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
同
校
の
修
了
生
は
、
別

表
の
と
お
り
、
最
近
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
原
因
は
、
上
級
学
校

へ
の
進
学
率
の
増
加
、
志
望
職
種
「
事

務
系
」
の
増
加
な
ど
い
ろ
い
ろ
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
地
場
産
業
の
中
堅
技

術
者
と
し
て
、
知
識
及
び
技
術
を
生

か
し
、
地
場
産
業
で
活
躍
す
る
修
了

生
が
年
々
減
少
し
て
い
る
現
実
は
、

田中一幸
（姿第二）

産
地
が
く
し
ゃ
み
を
す
れ
ば

　
市
財
政
も
く
し
ゃ
み
す
る

　
産
地
が
不
況
で
く
し
ゃ
み
を
す
れ

ば
、
市
財
政
も
く
し
ゃ
み
を
す
る
ー
。

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
市
と
織
物
産
地

と
の
か
か
わ
り
あ
い
は
深
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
織
物
の
生
産
額
が

市
の
工
業
生
産
額
の
九
五
違
を
し
め

て
い
る

、
し
と
か
ら
も
う
な
ず
け
ま
す

わ
た
く
し
は
、
こ
の
ほ
ど
、
訓
練
校
で

織
物
の
知
識
、
技
術
を
修
得
、
現
在

市
内
の
織
物
企
業
で
産
地
の
一
員
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。
最
近
、
訓
練
校

の
入
校
生
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

将
来
、
地
場
産
業
の
一
員
と
し
て
活

躍
し
ょ
う
と
す
る
青
年
達
は
、
是
非

入
校
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

十
日
町
産
地
全
体
に
と
っ
て
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
み
ん
な
で
真
剣
に
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
ー
。

　
付
加
価
値
産
業
あ
る
い
は
、
知
識

集
約
産
業
と
も
い
わ
れ
る
織
物
関
係

の
中
堅
技
術
者
と
し
て
、
将
来
、
活

躍
さ
れ
る
方
は
、
同
校
や
実
業
高
校

（
繊
維
工
学
科
、
色
染
化
学
科
）
等

で
繊
維
関
係
の
基
礎
的
知
識
及
び
技

術
を
修
得
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

専
修
職
業
訓
練
校
の
概
要

　
　
〈
⑨
－
－
－
－

□
県
立
十
日
町
専
修
職
業
訓
練
校

　
繊
維
産
業
に
従
事
す
る
人
を
対
象

に
基
礎
的
知
識
と
技
能
を
訓
練
し
て

有
能
な
職
業
人
を
養
成
し
、
職
業
の

安
定
と
労
働
者
の
地
位
向
上
を
図
る

と
と
も
に
経
済
及
び
社
会
の
発
展
に

　
　
　
　
　
－
…
－
…
〈
⑨

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
染
色
科
」

「
織
機
調
整
科
」
　
「
デ
ザ
イ
ン
科
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
繊

維
産
業
界
に
必
要
な
知
識
、
技
能
を

身
に
つ
け
さ
せ
、
産
業
界
で
最
も
要

望
さ
れ
て
い
る
技
術
者
の
育
成
を
め

　
　
ざ
し
て
い
ま
す
。

O
O
O
O
O
D
O
O
O
O
O
O
O
O

機
織
技
術
を
学
ぶ

準
備
、
製
織
、
分
解
設
計
等

の
基
本
実
習
を
学
び
、
産
地

の
中
堅
技
術
者
と
し
て
活
躍

し
ま
す
。

渡辺康一
十日町公共職業

安定所就職促進

指導官

　
　
　
　
　
　
　
職
、

｝
訓
練
校
で
織
物
技
術
を

　
仕
事
が
合
わ
な
い
等
の
理
由
で
…

…
U
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
は
昭
和
四
十
｝

…
九
年
百
三
十
五
人
、
昭
和
五
十
年
…

㎜
度
九
十
一
人
で
し
た
。
地
元
は
繊
…

…
維
関
係
の
求
人
が
多
い
に
も
か
か
…

㎜
わ
ら
ず
未
経
験
者
等
の
理
由
で
就
｝

…
職
で
き
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
…

…
す
。
職
業
訓
練
校
で
基
礎
技
術
を
…

…
学
び
就
職
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
㎜

…
め
し
ま
す
。

　
修
了
生
は
、
就
職
率
百
縫
で
別
表

の
と
お
り
ほ
と
ん
ど
が
地
元
企
業
に

就
職
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
訓
練
校

で
は
、
地
元
産
業
界
の
製
品
多
用
化
、

高
付
加
価
値
化
、
省
力
化
等
の
要
請

に
応
え
る
た
め
、
昭
和
五
十
二
年
度

か
ら
組
織
機
能
を
充
実
し
、
　
「
染
色

科
」
を
「
染
色
工
芸
科
し
　
「
織
機
調

整
科
」
を
「
機
織
科
」
と
し
、
さ
ら

に
デ
ザ
イ
ン
科
を
加
え
、
高
卒
者
を

対
象
に
高
等
訓
練
課
程
入
校
者
を
募

集
す
る
予
定
で
す
。

（第3種郵便物認可）昭和51年8月10日と」撃ゴ『夢コ旨
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づ
訓練校と十日町試験

　3

応
募
手
続
の
方
法
は

ゆ
…
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

〈
⑨

募
集
人
員

機
織
科
－

・
二
十
名

染
色
工
芸
科
…
二
十
名

デ
ザ
イ
ン
科
…
二
十
名

　
高
卒
者
を
対
象
と
し
た
一
年
制
で

業
界
の
現
状
と
将
来
の
展
望
に
マ
ッ

チ
し
た
実
技
の
ほ
か
、
理
論
的
裏
付

け
と
な
る
技
術
的
知
識
の
習
得
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
教
科
の
内
容
は
、

三
科
と
も
一
般
学
科
及
び
専
門
学
科
、

実
習
を
学
び
ま
す
。

　
実
習
の
内
容
は
、
産
地
の
中
堅
技

，
、
鯉
豊

術
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
デ
ザ
イ

ン
担
当
と
し
て
必
要
な
機
織
技
術
、

工
芸
染
色
、
染
織
デ
ザ
イ
ン
の
技
術

を
専
攻
修
得
し
ま
す
。

応
募
資
格

業
安
定
所
（
魯
七
－
二
四
〇
七
番
）
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

選
考
期
日
と

　
　
　
申
込
方
法

　
昭
和
五
十
一
年
一
、
再
高
校
卒
業
見

込
者
及
び
若
年
離
職
者
、
地
場
産
業

後
継
者
、
ま
た
は
業
界
か
ら
派
遣
さ

れ
る
高
卒
者
で
色
、
神
正
常
者
。
従

来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
中
卒
対
象
者

の
履
習
の
道
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
訓
練
校
（
曾
七

ー
コ
〇
五
番
）
か
十
日
町
公
共
職

地場産業である織物のデザイン担当をめざし、基本

実習を学ノ31デザイン科の生徒たち一・

描写、色彩、図形、デザインモチーフ等を実習し、和

洋服の染織デザインを専攻しまず

蜜螺．騨轄，蕎講1の沿革

　
看
月
三
日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら
専

修
職
業
訓
練
校
で
、
学
科
試
験
（
国
語
、

数
学
1
）
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
は
、
専
修
職
業
安
定

所
ま
た
は
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
に

用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

在
校
中
の

特
典

小林アツ子
　　城之古

羨

　
授
業
料
、
実
習
材
料
費
は
無
料
で

す
。
ま
た
技
能
者
育
成
資
金
（
月
、

額
六
千
円
）
の
貸
付
け
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
学
割
や
派
遣
訓
練
給
付
金
支

我
が
母
校
は
訓
練
校

　
名
前
は
知
っ
て
い
て
も
、
実

際
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
人
が

　
　
　
　
へ

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
十
日
町
産
地
の
繊
維
関
係

の
仕
事
に
携
わ
る
人
、
こ
れ
か

ら
郷
土
の
伝
統
産
業
の
た
め
に

若
い
情
熱
を
燃
や
そ
う
と
し
て

い
る
人
に
、
是
非
と
も
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
学
校
で
す
。
私

は
、
昭
和
四
十
七
年
に
図
案
科

（
デ
ザ
イ
ン
科
）
に
入
学
し
ま
し

た
。
設
備
が
と
て
も
良
く
整
っ

給
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

修
了
後
の
特
典

　
修
了
者
は
技
能
士
補
の
称
号
が
与

え
ら
れ
、
地
場
産
業
で
あ
る
織
物
企

て
お
り
専
門
的
に
教
え
て
く
だ

さ
る
先
生
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
、
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
随

分
い
ろ
ん
な
こ
と
が
学
べ
ま
す
。

私
は
デ
ザ
イ
ン
の
知
識
・
技
術

の
ほ
か
、
人
間
関
係
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
一
年
間
の

訓
練
が
終
わ
り
、
実
際
就
職
し

て
か
ら
も
役
に
立
つ
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
状

況
の
中
に
あ
る
今
、
学
校
と
し

て
、
多
く
の
人
が
利
用
し
、
勉

強
し
、
産
地
発
展
の
た
め
に
益

々
貢
献
し
て
欲
し
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
我
が
母
校
・
訓
練

校
、
私
は
、
胸
を
は
っ
て
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
る
毎
日
で
す
。

　
（
滝
文
工
業
㈱
デ
ザ
イ
ン
係
）

業
の
中
堅
技
術
者
と
し
て
活
躍
し
ま
』

す
。　

ま
た
、
二
級
技
能
検
定
の
学
科
試

験
が
免
除
さ
れ
、
技
能
士
補
と
し
て

七
年
間
実
務
を
経
験
す
る
と
指
導
員

の
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

郡立染織学校設

始

日町染織学校と

日町染織講習

学校となる

織講習所とな

魚
認
業
立
る
合
と
立
潟

中
立
授
県
な
組
所
郡
新
る
新
と
新
補
業
併
本
工
訓
県
改
新
新

沼
可
開
十

　
　
　
　
　
　
十
る
業
染

　
　
　
　
　
　
立
な
実
県

■明治33年9月

讃〃34年4月
田〃40年4月

顧〃43年4月

纈〃44年4月
罎大正3年4月

県繊維工業講習所

称される

県十日町公共職業

所、新潟県繊維工

験場十日町分場

される

改築、寄宿舎移築、

一部改修工事落成

法改正により新潟

日町職業訓練所と

される

場落成

県工業技術センタ

日町試験場と改称

習工場改築

整工実習工場改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
実
調

潟
改
潟
導
試
置
館
場
練
十
称
工
潟
十
れ
色
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
さ
染
織
築
職
新
訓
新
訓
新

綴日召和24年・8月

灘　〃　31年4月

8〃32年10月

■〃33年7月

■〃算年10月
■〃40年4月

纏〃42年
■〃43年

業訓練法改正により

潟県十日町専修職業

練校と改称される

潟県十日町専修職業

練校にデザイン科を

設

旧〃44年10月

覆〃47年一4月

鷺
　
唱



、
q
h

（4盈協ガ酵お

嫁
墜
濃
響
月
嘉
在

1，287人

｝　　　願 一』＝＝＝一＝一三『三三…罫，180人≡
一　　　嶋

一

一

m人 昭和52年3月

求職動向調査

中魚・十日町中卒
定十
所日
調町

70人 べ公
共
職

27人 業
安

卒業予定者

進学希望者

訓練校
入校希望者

就職希望者

そ　の　他

心
藝
品
塁
の
塞

　
＾
⑨
－
…
…
…
－
ー

　
　
　
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
十

（第3種郵便物認可）昭和51年8月10日

　
　
こ
の
ほ
ど
、
市
及
び

　
地
元
織
物
業
界
、
中
越
七

市
（
長
岡
・
柏
崎
・
三
条
・
燕
・
加

茂
・
小
千
谷
・
十
日
町
）
の
商
工

会
議
所
は
県
知
事
に
対
し
、
．
試

　
験
場
の
施
設
設
備
等
内

　
　
容
の
充
実
を
強
く
訴

　
　
　
え
ま
し
た
。
…
…

就職希望職種の内訳

総
希
望
者
数
人

　
京
　
　
　
人
％
　
　
3
6
％

外
定
日
応
・
％
馴

市
麗
未
　
鷲
臣
鴇

　
富
務
　
卒
人

市
　
　
　
　
　
　
3
9

　
　
繊
維
・
縫
製

内　
お

　
一
ヲ
職
希
望
者
数繋

1ラ1 12人 昭和52年3月 中魚・十日町高卒

求職動向調査
欠8

＝燭

30吠 3旧人

10人

就
職
希

望
者
数

望入訂i

者校練

数希校

そ
の
他

進
学
希

望
者
数

卒
業
予

｛
疋
者
数

　
　
　
㎜

　
地
場
産
業
の
将
来
に
と
っ
て
、
新

製
品
と
新
技
術
の
開
発
は
益
々
重
要

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
面
か
ら

も
、
訓
練
校
に
併
設
し
て
い
る
県
立

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
十
日
町
試
験
場

は
、
産
地
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
施
設
で
す
。
こ
の
ほ
ど
、
企

画
広
報
係
が
市
民
五
十
人
を
無
作
為

抽
出
し
、
電
話
で
別
表
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
八
九
％

の
人
が
十
日
町
試
験
場
は
、
産
地
に

と
っ
て
役
立
つ
と
答
え
て
い
ま
す
。

電話アンケート

知って

いる

30人

知らない

　20人ノ

こ
の
調
査
は
、
別
の
角
度
で
、
た
と

え
ば
、
織
物
関
連
職
種
の
人
を
対
象

に
実
施
す
れ
ば
、
「
産
地
に
役
立
つ
」

と
答
え
る
数
字
は
も
っ
と
多
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
　
十
日

町
試
験
場
は
、
織
物
関
係
の
試
験
研

究
、
市
内
工
場
の
依
頼
試
験
、
技
術

相
談
、
助
言
な
ど
、
地
場
産
業
の
サ
ー

ビ
ス
機
関
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、

地
場
産
業
に
従
事
す
る
人
た
ち
か
ら

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
共

昭和47年には、デザイン科新設に伴い、モダンな建物も
建設されました。また、1，080平方メートルの染色、織機調

整、試作工場と織物製造に必要な機械及び各種試験機器
が用意されています。

同
研
究
を
行
っ
た
り
、
夜
間
は
、
産

地
の
若
手
織
物
研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど

に
、
同
施
設
々
備
を
開
放
す
る
な
ど
、

織
物
関
係
の
研
究
に
対
し
て
便
宜
を

は
か
っ
て
い
ま
す
。
流
行
を
リ
ー
ド

す
る
織
物
産
業
は
、
常
に
新
製
品
と

新
技
術
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

産
地
に
あ
る
十
日
町
試
験
場
の
存
在

価
値
は
、
益
々
高
く
な
っ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

聞いたこ

とがある

　42人」

8人

10人

知らない

　40人

役立つと

思う

　45人∠

5
人

佐藤栄作
十日町商工会議所

　専霧理事

肛
議
噛
十
日
町
試
験
場
の

内
容
充
実
を

　
十
日
町
織
物
等
の
付
加
価
値
産

業
は
、
常
に
最
新
の
知
識
技
術
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

で
、
県
機
関
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

も
い
う
べ
き
、
十
日
町
試
験
場
は

繊
維
関
係
の
試
験
・
研
究
・
指
導

助
言
を
行
い
、
地
場
産
業
の
育
成

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
も
活
発
に
利
用
さ
れ

織
物
業
界
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
最
近
、
県
の
プ
ロ
ジ
エ
ク

◇

ト
チ
ー
ム
は
、
県
内
各
地
の
試
験
、

研
究
機
関
の
統
廃
合
の
方
針
を
う

ち
だ
し
、
そ
の
実
態
調
査
を
進
め

て
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
、
私
は
、
多
様
化
し
て
い
る
十
H

町
産
地
に
と
っ
て
、
繊
維
の
試
験
、

研
究
機
関
は
益
々
必
要
な
施
設
で

あ
り
、
む
し
ろ
地
場
産
業
育
成
の

見
地
か
ら
、
十
日
町
試
験
場
の
施

設
設
備
等
内
容
の
充
実
が
急
務
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
同
試
験
場
の
最
新

施
設
々
備
と
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
に

よ
り
生
み
だ
δ
れ
た
試
験
、
研
究

の
成
果
を
十
日
町
産
地
発
展
の
た

め
役
立
て
て
欲
し
い
と
念
願
し
て

い
ま
す
。

塩川富平
専修職業誤練校長

十日町試験場長

地
域
産
業
の
サ
ー
ビ
ス

機
関

　
七
十
年
の
伝
統
を
も
つ
、
本
校
は

一
貫
し
て
、
業
界
や
地
域
の
二
ー
ズ

に
応
え
、
地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用

安
定
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

　
製
造
業
に
と
っ
て
、
先
端
技
術
を

模
索
す
る
試
験
研
究
と
製
品
の
質
的

向
上
を
預
る
中
堅
技
術
者
の
養
成
は

企
業
の
根
本
を
支
え
る
車
の
両
輪
で

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
中

小
企
業
に
と
っ
て
、
独
自
の
技
術
と

製
品
を
持
つ
こ
と
、
そ
れ
を
創
り
出

す
後
継
者
の
育
成
は
、
益
々
重
要
な

こ
と
で
す
が
、
い
ず
れ
も
巨
額
の
先

行
投
資
と
日
時
を
要
し
、
単
独
で
は

賄
い
き
れ
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
と

存
じ
ま
す
。
そ
の
陞
路
を
補
う
意
味

で
、
私
共
は
、
技
術
指
導
相
談
と
質

の
よ
い
訓
練
の
源
泉
で
あ
る
試
験
研

究
機
能
の
充
実
強
化
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
踏
ま
え

た
よ
り
充
実
し
た
後
継
者
の
育
成
を

め
ざ
し
、
明
年
か
ら
高
卒
者
対
象
に

訓
練
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
場
産
業
振
興
に
よ
る
地
域
経
済

の
安
定
と
「
身
近
な
職
場
か
ら
安
定

し
た
収
入
を
得
る
こ
と
が
安
定
し
た

生
活
設
計
の
基
盤
で
あ
る
」
と
い
う

観
点
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（第3種郵便物認可）昭和51年8月10日

就職希望職種の内訳

　
　
希
望
者
数
賜

　
職
　
定
人
箔
％

愉
人
％
指
－
3
，

タ
　
他
8
9

市
孤
8
－
卒
駄

　
　
　
高
4
8

　
　
　
　
　
　
人
％
　
％

　
　
務
売
　
駕
人
6
5

市
　
　
事
販
　
　
　
ゆ

内
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
就
職
希
望
者
数

三
ヵ
年
「
4
8
～
5
0
」
の
就
職
状
況

訓
練
校
　
　
　
　
　
　
　
実

■，市内就職

q市外ほか

61人
48年
40人

58メ、

49年
41人

43入
50年
39．人

17

笏
2 24 17

＿，
色

25
　　　染
15　化一

学
科
》

高

璽
訟礎

灘
　
．
物

　
十
日
町
織
物
が
京
都
の
西
陣
と
な

ら
ん
で
、
全
国
有
数
の
産
地
と
し
て
、

君
臨
し
て
い
る
の
は
、
同
試
験
場
（
訓

練
校
を
含
む
）
の
前
身
で
あ
る
郡
立

染
織
学
校
（
明
治
三
十
四
年
）
を
十

日
町
大
火
直
後
の
失
意
と
、
混
迷
の

時
期
に
お
こ
し
た
当
時
の
関
係
者
と

県
立
染
織
学
校
（
明
治
四
十
年
）
及

び
県
染
織
講
習
所
（
大
正
三
年
）
等

の
卒
業
生
の
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
県
の
機
構
改
革
で
、
昭
和
三
十

一
年
、
現
在
の
訓
練
校
と
十
日
町
試

験
場
に
分
離
さ
れ
た
が
、
ヒ
軒
年
に

及
ぶ
伝
統
と
そ
の
技
術
は
現
在
の
施

設
に
受
け
つ
が
れ
、
脈
々
と
生
き
て

い
ま
す
。
同
試
験
場
で
行
っ
た
、
依

頼
試
験
加
工
、
技
術
相
談
、
試
験
研

究
、
講
習
会
等
は
、
別
表
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
文
字
ど
お
り
、

産
地
に
お
け
る
新
製
品
開
発
の
中
枢

と
し
て
機
能
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

さ
ら
に
塩
沢
、
六
日
町
、
小
千
谷
な

ど
魚
沼
地
方
の
産
地
の
拠
点
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

懲
籔
盤
騒
羅

　
■
電
子
式
に
よ
る
簡
易
型
自
動
紋

紙穽

孔
装
置
の
開
発
に
関
す
る
研
究

　
本
県
の
紋
織
物
の
減
少
傾
向
に
対

処
す
る
た
め
、
そ
の
準
備
工
程
に
電

子
技
術
を
応
用
し
て
、
省
力
化
、
高

速
化
を
図
り
つ
つ
、
産
地
特
有
の
伝

統
技
術
を
生
か
し
た
紋
織
物
生
産
の

ヨ亦
　
　
　
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発

術支
　
　
　
す
る
。

ま

や
…
…
…

究
染織の依頼試験で活躍する所員
同試験場には　各企業から織物の試験研
談に訪れる人が多い一一。

斉木広
（宮下東区）

手
描
友
禅
で
活
躍

　
訓
練
校
を
修
了
し
、
手
描

友
禅
の
仕
事
に
つ
い
て
一
年

半
。
柄
の
作
成
、
色
彩
美
学
、

服
飾
美
術
史
な
ど
の
知
識
が

仕
事
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
機
械
化
が
進
ん

だ
と
は
言
え
、
こ
う
し
た
多

く
の
人
の
手
間
を
経
た
あ
じ

　
一
、
既
存
設
備
（
ピ
ア
ノ
マ
シ
ン
）

を
改
造
し
、
柄
情
報
テ
ー
プ
に
よ
り
動

作
す
る
自
動
紋
紙
穽
孔
機
の
開
発
。

二
、
意
匠
紙
ま
た
は
図
案
か
ら
柄
情

報
テ
ー
プ
を
作
成
す
る
た
め
の
ソ
フ

ト
の
開
発
。

　
■
絹
捺
染
に
お
け
る
蒸
熱
工
程
の

改
善
技
術

　
故
障
品
の
原
因
究
明
。

　
■
新
規
製
品
の
試
作
に
関
す
る
研

究　
既
有
設
備
に
よ
る
帯
地
の
試
作
ー

無
地
帯
地
、
高
級
絹
帯
地
の
地
組
織

の
作
成
。

　
■
一
九
七
七
年
度
の
流
行
色
に
関

す
る
研
究

　
■
五
十
一
年
度
の
色
彩
感
情
の
傾

向
に
関
す
る
調
査
研
究

綾
蓑
灘
礁
讐
難

九
月
…
絹
の
捺
染
技
術
講
習
会
。

十
月
…
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎

わ
い
深
い
着
物
が
一
番
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
訓
練
校
と

十
日
町
試
験
場
の
設
備
を
活
用
し
、

先
生
方
の
技
術
を
わ
が
も
の
に
す
る

よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

根津幸雄
季艮 一糸東染医椥

社長

　
優
秀
な
染
色
技
術
者
に
期
待

　
同
校
の
修
了
生
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
技
術
相
談
等
で
試
験
場

知
識
と
そ
の
応
用
技
術
講
習
会
。

　　　藩
幾野灘盤灘撒雛

年度

依頼試
験加工
　（点）

指　導
相　談
　（件》

試　験
研　究
（テーマ〉

講習蔦
研究発表
　（件）

45 1，362 1，470 4 1
46 1，357 1，780 5 1
47 1，677 1，861 5 1
48 1，189 2，079 5 1
49 1，471 1，410 5 5
50 1，229 2，309 4 6

　
絹
を
主
体
と
す
る
県
内
産
地
の
生

産
額
は
、
八
百
五
十
億
円
。
こ
の
う

ち
、
十
日
町
織
物
は
約
六
百
億
円
を

し
め
て
い
る
。
本
市
の
工
業
生
産
額

を
み
る
と
織
物
が
九
五
％
を
し
め
、

市
の
就
労
人
口
二
万
九
千
人
中
、
織

物
関
係
に
携
わ
っ
て
い
る
人
口
は
、

一
万
二
千
人
に
達
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
市
民
、
丁
五
人
に
↓
人
は
織
物

関
係
の
従
事
者
と
な
り
ま
す
。

を
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
産

地
が
多
品
種
少
量
生
産
を
指
向
し
て

い
る
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
優
秀
な
染

色
技
術
者
は
、
長
年
に
わ
た
る
十
日

町
織
物
の
洗
練
さ
れ
た
技
術
と
現
代

科
学
の
協
調
と
に
よ
っ
て
新
し
い
価

値
あ
る
工
芸
的
製
品
が
創
り
出
さ
れ

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。佐藤幸三

（株耳左藤金失 1二機

料商会專務

　
　
　
　
　
　
　
田
村
邦
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
桐
屋
織
物
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
專
務

㎜
施
設
々
備
を
積
極
的
に

…
利
用
し
よ
う

　
当
社
は
、
「
付
加
価
値
の
高
い
製
㎜

…
品
づ
く
り
に
は
、
専
門
的
知
識
技
一

｝
術
が
必
要
。
あ
る
い
は
、
染
織
学
校
｝

｝
当
時
か
ら
の
伝
統
を
守
り
発
展
さ
…

…
せ
る
」
等
の
理
由
で
、
毎
年
訓
練
校
一

｝
修
了
生
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
私
…

…
が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
試
一

一
験
場
施
設
々
備
の
積
極
的
利
用
で
…

…
す
。
昭
和
』
一
十
一
年
当
時
、
私
達
…

翠
、
機
織
研
究
会
（
会
員
六
＋
人
）
…

…
を
結
成
1
。
夜
間
に
同
施
設
を
利
…

㎜
用
し
、
織
り
の
研
究
を
や
り
ま
し
…

一
た
。
現
在
の
若
者
も
後
染
め
加
工
…

…
部
門
の
研
究
な
ど
で
同
施
設
を
も
㎜

…
っ
と
利
用
し
、
産
地
に
役
立
っ
て
…

皿
欲
し
い
と
考
え
ま
す
。

訓
練
校
の
充
実
と
セ
ン
タ
ー
の
存
続
を

　
訓
練
校
の
生
徒
が
減
っ
て
さ
み
し

い
こ
と
だ
。
進
学
率
が
高
く
な
っ
て

き
て
い
る
か
ら
、
高
卒
を
受
け
入
れ

る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
業

界
の
技
術
相
談
所
で
も
あ
る
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
の
統
合
を
検
討
中
と
い

う
。
存
続
の
答
申
を
強
く
望
み
た
い

も
の
だ
。
若
者
に
、
魅
力
の
な
い
産

業
に
未
来
の
発
展
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

訓
練
校
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

セ
ン
タ
ー
存
続
の
た
め
に
、
識
者
、

業
界
の
問
題
認
識
と
強
力
な
て
こ
入

れ
を
お
願
い
し
た
い
。



、
q
h

（4盈協ガ酵お

嫁
墜
濃
響
月
嘉
在

1，287人

｝　　　願 一』＝＝＝一＝一三『三三…罫，180人≡
一　　　嶋

一

一

m人 昭和52年3月

求職動向調査

中魚・十日町中卒
定十
所日
調町

70人 べ公
共
職

27人 業
安

卒業予定者

進学希望者

訓練校
入校希望者

就職希望者

そ　の　他

心
藝
品
塁
の
塞

　
＾
⑨
－
…
…
…
－
ー

　
　
　
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
十

（第3種郵便物認可）昭和51年8月10日

　
　
こ
の
ほ
ど
、
市
及
び

　
地
元
織
物
業
界
、
中
越
七

市
（
長
岡
・
柏
崎
・
三
条
・
燕
・
加

茂
・
小
千
谷
・
十
日
町
）
の
商
工

会
議
所
は
県
知
事
に
対
し
、
．
試

　
験
場
の
施
設
設
備
等
内

　
　
容
の
充
実
を
強
く
訴

　
　
　
え
ま
し
た
。
…
…

就職希望職種の内訳

総
希
望
者
数
人

　
京
　
　
　
人
％
　
　
3
6
％

外
定
日
応
・
％
馴

市
麗
未
　
鷲
臣
鴇

　
富
務
　
卒
人

市
　
　
　
　
　
　
3
9

　
　
繊
維
・
縫
製

内　
お

　
一
ヲ
職
希
望
者
数繋

1ラ1 12人 昭和52年3月 中魚・十日町高卒

求職動向調査
欠8

＝燭

30吠 3旧人

10人

就
職
希

望
者
数

望入訂i

者校練

数希校

そ
の
他

進
学
希

望
者
数

卒
業
予

｛
疋
者
数

　
　
　
㎜

　
地
場
産
業
の
将
来
に
と
っ
て
、
新

製
品
と
新
技
術
の
開
発
は
益
々
重
要

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
面
か
ら

も
、
訓
練
校
に
併
設
し
て
い
る
県
立

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
十
日
町
試
験
場

は
、
産
地
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
施
設
で
す
。
こ
の
ほ
ど
、
企

画
広
報
係
が
市
民
五
十
人
を
無
作
為

抽
出
し
、
電
話
で
別
表
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
八
九
％

の
人
が
十
日
町
試
験
場
は
、
産
地
に

と
っ
て
役
立
つ
と
答
え
て
い
ま
す
。

電話アンケート

知って

いる

30人

知らない

　20人ノ

こ
の
調
査
は
、
別
の
角
度
で
、
た
と

え
ば
、
織
物
関
連
職
種
の
人
を
対
象

に
実
施
す
れ
ば
、
「
産
地
に
役
立
つ
」

と
答
え
る
数
字
は
も
っ
と
多
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
　
十
日

町
試
験
場
は
、
織
物
関
係
の
試
験
研

究
、
市
内
工
場
の
依
頼
試
験
、
技
術

相
談
、
助
言
な
ど
、
地
場
産
業
の
サ
ー

ビ
ス
機
関
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、

地
場
産
業
に
従
事
す
る
人
た
ち
か
ら

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
共

昭和47年には、デザイン科新設に伴い、モダンな建物も
建設されました。また、1，080平方メートルの染色、織機調

整、試作工場と織物製造に必要な機械及び各種試験機器
が用意されています。

同
研
究
を
行
っ
た
り
、
夜
間
は
、
産

地
の
若
手
織
物
研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど

に
、
同
施
設
々
備
を
開
放
す
る
な
ど
、

織
物
関
係
の
研
究
に
対
し
て
便
宜
を

は
か
っ
て
い
ま
す
。
流
行
を
リ
ー
ド

す
る
織
物
産
業
は
、
常
に
新
製
品
と

新
技
術
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

産
地
に
あ
る
十
日
町
試
験
場
の
存
在

価
値
は
、
益
々
高
く
な
っ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

聞いたこ

とがある

　42人」

8人

10人

知らない

　40人

役立つと

思う

　45人∠

5
人

佐藤栄作
十日町商工会議所

　専霧理事

肛
議
噛
十
日
町
試
験
場
の

内
容
充
実
を

　
十
日
町
織
物
等
の
付
加
価
値
産

業
は
、
常
に
最
新
の
知
識
技
術
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

で
、
県
機
関
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

も
い
う
べ
き
、
十
日
町
試
験
場
は

繊
維
関
係
の
試
験
・
研
究
・
指
導

助
言
を
行
い
、
地
場
産
業
の
育
成

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
も
活
発
に
利
用
さ
れ

織
物
業
界
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
最
近
、
県
の
プ
ロ
ジ
エ
ク

◇

ト
チ
ー
ム
は
、
県
内
各
地
の
試
験
、

研
究
機
関
の
統
廃
合
の
方
針
を
う

ち
だ
し
、
そ
の
実
態
調
査
を
進
め

て
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
、
私
は
、
多
様
化
し
て
い
る
十
H

町
産
地
に
と
っ
て
、
繊
維
の
試
験
、

研
究
機
関
は
益
々
必
要
な
施
設
で

あ
り
、
む
し
ろ
地
場
産
業
育
成
の

見
地
か
ら
、
十
日
町
試
験
場
の
施

設
設
備
等
内
容
の
充
実
が
急
務
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
同
試
験
場
の
最
新

施
設
々
備
と
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
に

よ
り
生
み
だ
δ
れ
た
試
験
、
研
究

の
成
果
を
十
日
町
産
地
発
展
の
た

め
役
立
て
て
欲
し
い
と
念
願
し
て

い
ま
す
。

塩川富平
専修職業誤練校長

十日町試験場長

地
域
産
業
の
サ
ー
ビ
ス

機
関

　
七
十
年
の
伝
統
を
も
つ
、
本
校
は

一
貫
し
て
、
業
界
や
地
域
の
二
ー
ズ

に
応
え
、
地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用

安
定
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

　
製
造
業
に
と
っ
て
、
先
端
技
術
を

模
索
す
る
試
験
研
究
と
製
品
の
質
的

向
上
を
預
る
中
堅
技
術
者
の
養
成
は

企
業
の
根
本
を
支
え
る
車
の
両
輪
で

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
中

小
企
業
に
と
っ
て
、
独
自
の
技
術
と

製
品
を
持
つ
こ
と
、
そ
れ
を
創
り
出

す
後
継
者
の
育
成
は
、
益
々
重
要
な

こ
と
で
す
が
、
い
ず
れ
も
巨
額
の
先

行
投
資
と
日
時
を
要
し
、
単
独
で
は

賄
い
き
れ
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
と

存
じ
ま
す
。
そ
の
陞
路
を
補
う
意
味

で
、
私
共
は
、
技
術
指
導
相
談
と
質

の
よ
い
訓
練
の
源
泉
で
あ
る
試
験
研

究
機
能
の
充
実
強
化
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
踏
ま
え

た
よ
り
充
実
し
た
後
継
者
の
育
成
を

め
ざ
し
、
明
年
か
ら
高
卒
者
対
象
に

訓
練
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
場
産
業
振
興
に
よ
る
地
域
経
済

の
安
定
と
「
身
近
な
職
場
か
ら
安
定

し
た
収
入
を
得
る
こ
と
が
安
定
し
た

生
活
設
計
の
基
盤
で
あ
る
」
と
い
う

観
点
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（第3種郵便物認可）昭和51年8月10日

就職希望職種の内訳

　
　
希
望
者
数
賜

　
職
　
定
人
箔
％

愉
人
％
指
－
3
，

タ
　
他
8
9

市
孤
8
－
卒
駄

　
　
　
高
4
8

　
　
　
　
　
　
人
％
　
％

　
　
務
売
　
駕
人
6
5

市
　
　
事
販
　
　
　
ゆ

内
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
就
職
希
望
者
数

三
ヵ
年
「
4
8
～
5
0
」
の
就
職
状
況

訓
練
校
　
　
　
　
　
　
　
実

■，市内就職

q市外ほか

61人
48年
40人

58メ、

49年
41人

43入
50年
39．人

17

笏
2 24 17

＿，
色

25
　　　染
15　化一

学
科
》

高

璽
訟礎

灘
　
．
物

　
十
日
町
織
物
が
京
都
の
西
陣
と
な

ら
ん
で
、
全
国
有
数
の
産
地
と
し
て
、

君
臨
し
て
い
る
の
は
、
同
試
験
場
（
訓

練
校
を
含
む
）
の
前
身
で
あ
る
郡
立

染
織
学
校
（
明
治
三
十
四
年
）
を
十

日
町
大
火
直
後
の
失
意
と
、
混
迷
の

時
期
に
お
こ
し
た
当
時
の
関
係
者
と

県
立
染
織
学
校
（
明
治
四
十
年
）
及

び
県
染
織
講
習
所
（
大
正
三
年
）
等

の
卒
業
生
の
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
県
の
機
構
改
革
で
、
昭
和
三
十

一
年
、
現
在
の
訓
練
校
と
十
日
町
試

験
場
に
分
離
さ
れ
た
が
、
ヒ
軒
年
に

及
ぶ
伝
統
と
そ
の
技
術
は
現
在
の
施

設
に
受
け
つ
が
れ
、
脈
々
と
生
き
て

い
ま
す
。
同
試
験
場
で
行
っ
た
、
依

頼
試
験
加
工
、
技
術
相
談
、
試
験
研

究
、
講
習
会
等
は
、
別
表
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
文
字
ど
お
り
、

産
地
に
お
け
る
新
製
品
開
発
の
中
枢

と
し
て
機
能
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

さ
ら
に
塩
沢
、
六
日
町
、
小
千
谷
な

ど
魚
沼
地
方
の
産
地
の
拠
点
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

懲
籔
盤
騒
羅

　
■
電
子
式
に
よ
る
簡
易
型
自
動
紋

紙穽

孔
装
置
の
開
発
に
関
す
る
研
究

　
本
県
の
紋
織
物
の
減
少
傾
向
に
対

処
す
る
た
め
、
そ
の
準
備
工
程
に
電

子
技
術
を
応
用
し
て
、
省
力
化
、
高

速
化
を
図
り
つ
つ
、
産
地
特
有
の
伝

統
技
術
を
生
か
し
た
紋
織
物
生
産
の

ヨ亦
　
　
　
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発

術支
　
　
　
す
る
。

ま

や
…
…
…

究
染織の依頼試験で活躍する所員
同試験場には　各企業から織物の試験研
談に訪れる人が多い一一。

斉木広
（宮下東区）

手
描
友
禅
で
活
躍

　
訓
練
校
を
修
了
し
、
手
描

友
禅
の
仕
事
に
つ
い
て
一
年

半
。
柄
の
作
成
、
色
彩
美
学
、

服
飾
美
術
史
な
ど
の
知
識
が

仕
事
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
機
械
化
が
進
ん

だ
と
は
言
え
、
こ
う
し
た
多

く
の
人
の
手
間
を
経
た
あ
じ

　
一
、
既
存
設
備
（
ピ
ア
ノ
マ
シ
ン
）

を
改
造
し
、
柄
情
報
テ
ー
プ
に
よ
り
動

作
す
る
自
動
紋
紙
穽
孔
機
の
開
発
。

二
、
意
匠
紙
ま
た
は
図
案
か
ら
柄
情

報
テ
ー
プ
を
作
成
す
る
た
め
の
ソ
フ

ト
の
開
発
。

　
■
絹
捺
染
に
お
け
る
蒸
熱
工
程
の

改
善
技
術

　
故
障
品
の
原
因
究
明
。

　
■
新
規
製
品
の
試
作
に
関
す
る
研

究　
既
有
設
備
に
よ
る
帯
地
の
試
作
ー

無
地
帯
地
、
高
級
絹
帯
地
の
地
組
織

の
作
成
。

　
■
一
九
七
七
年
度
の
流
行
色
に
関

す
る
研
究

　
■
五
十
一
年
度
の
色
彩
感
情
の
傾

向
に
関
す
る
調
査
研
究

綾
蓑
灘
礁
讐
難

九
月
…
絹
の
捺
染
技
術
講
習
会
。

十
月
…
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎

わ
い
深
い
着
物
が
一
番
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
訓
練
校
と

十
日
町
試
験
場
の
設
備
を
活
用
し
、

先
生
方
の
技
術
を
わ
が
も
の
に
す
る

よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

根津幸雄
季艮 一糸東染医椥

社長

　
優
秀
な
染
色
技
術
者
に
期
待

　
同
校
の
修
了
生
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
技
術
相
談
等
で
試
験
場

知
識
と
そ
の
応
用
技
術
講
習
会
。

　　　藩
幾野灘盤灘撒雛

年度

依頼試
験加工
　（点）

指　導
相　談
　（件》

試　験
研　究
（テーマ〉

講習蔦
研究発表
　（件）

45 1，362 1，470 4 1
46 1，357 1，780 5 1
47 1，677 1，861 5 1
48 1，189 2，079 5 1
49 1，471 1，410 5 5
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絹
を
主
体
と
す
る
県
内
産
地
の
生

産
額
は
、
八
百
五
十
億
円
。
こ
の
う

ち
、
十
日
町
織
物
は
約
六
百
億
円
を

し
め
て
い
る
。
本
市
の
工
業
生
産
額

を
み
る
と
織
物
が
九
五
％
を
し
め
、

市
の
就
労
人
口
二
万
九
千
人
中
、
織

物
関
係
に
携
わ
っ
て
い
る
人
口
は
、

一
万
二
千
人
に
達
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
市
民
、
丁
五
人
に
↓
人
は
織
物

関
係
の
従
事
者
と
な
り
ま
す
。

を
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
産

地
が
多
品
種
少
量
生
産
を
指
向
し
て

い
る
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
優
秀
な
染

色
技
術
者
は
、
長
年
に
わ
た
る
十
日

町
織
物
の
洗
練
さ
れ
た
技
術
と
現
代

科
学
の
協
調
と
に
よ
っ
て
新
し
い
価

値
あ
る
工
芸
的
製
品
が
創
り
出
さ
れ

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。佐藤幸三

（株耳左藤金失 1二機

料商会專務

　
　
　
　
　
　
　
田
村
邦
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
桐
屋
織
物
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
專
務

㎜
施
設
々
備
を
積
極
的
に

…
利
用
し
よ
う

　
当
社
は
、
「
付
加
価
値
の
高
い
製
㎜

…
品
づ
く
り
に
は
、
専
門
的
知
識
技
一

｝
術
が
必
要
。
あ
る
い
は
、
染
織
学
校
｝

｝
当
時
か
ら
の
伝
統
を
守
り
発
展
さ
…

…
せ
る
」
等
の
理
由
で
、
毎
年
訓
練
校
一

｝
修
了
生
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
私
…

…
が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
試
一

一
験
場
施
設
々
備
の
積
極
的
利
用
で
…

…
す
。
昭
和
』
一
十
一
年
当
時
、
私
達
…

翠
、
機
織
研
究
会
（
会
員
六
＋
人
）
…

…
を
結
成
1
。
夜
間
に
同
施
設
を
利
…

㎜
用
し
、
織
り
の
研
究
を
や
り
ま
し
…

一
た
。
現
在
の
若
者
も
後
染
め
加
工
…

…
部
門
の
研
究
な
ど
で
同
施
設
を
も
㎜

…
っ
と
利
用
し
、
産
地
に
役
立
っ
て
…

皿
欲
し
い
と
考
え
ま
す
。

訓
練
校
の
充
実
と
セ
ン
タ
ー
の
存
続
を

　
訓
練
校
の
生
徒
が
減
っ
て
さ
み
し

い
こ
と
だ
。
進
学
率
が
高
く
な
っ
て

き
て
い
る
か
ら
、
高
卒
を
受
け
入
れ

る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
業

界
の
技
術
相
談
所
で
も
あ
る
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
の
統
合
を
検
討
中
と
い

う
。
存
続
の
答
申
を
強
く
望
み
た
い

も
の
だ
。
若
者
に
、
魅
力
の
な
い
産

業
に
未
来
の
発
展
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

訓
練
校
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

セ
ン
タ
ー
存
続
の
た
め
に
、
識
者
、

業
界
の
問
題
認
識
と
強
力
な
て
こ
入

れ
を
お
願
い
し
た
い
。



N
q
略

ラ6

調
練
校
と
試
験
場
は

地
堀
産
業
に

役
立
つ
と
こ
ろ

。
。
。
入
校
生
の
声

　
私
は
能
力
再
開
発
訓
練
生

　
私
は
、
能
力
再
開
発
訓
練
生
で
す
。

織
物
関
係
の
技
術
を
身
に
つ
け
、
地

場
産
業
に
就
職
し
よ
う
と
訓
練
校
染

色
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
学
校
を
卒

業
し
た
ば
か
り
の
若
者
と
浸
染
、
捺

染
、
機
械
操
作
等
の
実
習
に
と
り
組

　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
誠
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
染
色
科

ん
で
い
ま
す
。
経
験
と
新
し
い
技
術

で
十
日
町
を
よ
り
す
ぐ
れ
た
絹
織
物

の
産
地
に
し
た
い
と
希
望
に
燃
え
る

毎
日
で
す
。

充
実
感
の
あ
る
毎
日
で
す

　
今
、
図
形
と
い
う
、
き
も
の
の
柄

に
関
す
る
勉
強
に
入
っ
て
い
ま
す
。

初
め
は
、
私
に
も
こ
ん
な
こ
と
が
で

き
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
先
生
と
生
徒
の
一
体
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
村
山
き
よ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ザ
イ
ン
科

授
業
で
楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
の
課
題
を
終
え
た
後
の
充
実

感
や
満
足
感
は
す
ば
ら
し
く
、
自
分

達
の
今
の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
仕

事
は
、
と
て
も
大
切
な
基
本
的
な
も

の
で
、
将
来
の
た
め
に
も
し
っ
か
り

勉
強
し
よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

織
物
の
基
礎
技
術
を
習
得

機
械
い
じ
り
が
好
き
な
の
で
、
訓

　
　
　
　
　
　
　
関
　
　
　
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
織
機
調
整
科

練
校
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
の
こ
す
八
ヵ
月
問
、
み
っ
ち
り

織
物
の
基
礎
技
術
を
習
得
し
、
伝
統

あ
る
十
日
町
織
物
の
発
展
の
た
め
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
主
産
業
の
織
物
は
、
飛
躍
的
な
発

展
を
と
げ
て
い
ま
す
。
反
面
、
騒
音
や

水
質
汚
濁
等
の
苦
情
も
年
々
増
え
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
公
害
防
止
と
織
物

産
業
の
一
層
の
発
展
を
図
る
た
め
、

既
に
織
物
工
業
団
地
を
造
成
、
現
在
、

降
雪
前
操
業
を
め
ざ
し
て
、
染
色
団

地
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

，灘鱗縷灘

市
内
の
染
色
工
場
で
は
、
三
十
度
ち
か
い

暑
さ
の
な
か
、
生
地
染
め
と
取
り
組
み
、

熱
湯
相
手
に
色
出
し
に
懸
命
ー
。

染色団地の造成急ピッチ

合理化や公害防止に威力

．
欝
嚢
慧
灘
羅

市開発公社の手で染色団地の造成

は急ピッチで進められている。

　
十
日
町
染
色
整
理
協
組
（
林
三
郎
理
事
長
）

加
入
の
染
色
企
業
±
．
一
社
は
、
吉
田
山
谷
地

区
に
染
色
団
地
を
つ
く
り
、
施
設
の
共
同
化

等
に
よ
り
、
合
理
化
や
技
術
開
発
、
公
害
防

止
な
ど
を
は
か
り
た
い
と
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
一
万
四
千
四
百
平
方
屑
に
及
ぶ
広
大
な
染

色
団
地
の
敷
地
は
、
現
在
、
市
開
発
公
社
の

手
で
造
成
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
同

協
組
は
、
整
地
が
終
わ
り
次
第
、
工
場
を
新

設
し
、
降
雪
前
に
は
操
業
に
こ
ぎ
つ
け
た
い

　
　
　
　
　
　
　
畿
騨
灘
、
舞
興
灘
籔
　
　
豊

と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
計
画
に
よ
る
と
、
公
害
防
止
、
．
難

施
設
に
一
億
六
千
万
円
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
、
蟻

他
の
事
業
費
に
七
億
二
千
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
霧

　
同
団
地
の
中
に
は
、
各
工
場
．

が
建
設
さ
れ
る
ほ
か
、
共
同
化

に
よ
り
、
企
業
の
合
理
化
を
図

る
た
め
、
共
同
作
業
所
を
建
設

し
、
ア
ン
ダ
ー
洗
い
・
蒸
し
・

ド
ラ
イ
工
程
な
ど
共
同
利
用
す

る
ほ
か
、
共
同
の
給
水
施
設
や
貯

防
火
施
設
、
熱
源
供
給
施
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
質
汚
濁
等
公
害
防

止
の
た
め
、
一
日
五
百
㌧
処
理

可
能
の
排
水
処
理
施
設
を
完
備

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
開
発
公
社
で
は
同
団
地
に

多
少
余
裕
が
あ
る
た
め
、
染
色

撚
糸
、
木
工
等
公
害
関
連
企
業

の
建
設
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

タ
マ
《
邸
、　

椰

二
十
工
場
が
操
業
中

　
　
…
織
物
工
業
団
地

　
昭
和
四
十
八
年
、
市
開
発
公

社
で
造
成
し
た
織
物
工
業
団
地

は
、
卜
万
八
干
平
方
后
に
及
ぶ

広
大
な
土
地
に
、
現
在
、
一
十
企

業
が
操
業
中
。

　
共
同
施
設
の
汚
水
処
理
場
や

貯
水
槽
な
ど
の
公
害
防
止
施
設
、

公
園
な
ど
の
緑
地
帯
も
完
備
し

団
地
全
体
が
活
気
に
満
ち
て
い

ま
す
。

難
籔
霧
薩

　
市
環
境
課
に
寄
せ
ら
れ
た
公
害
苦

情
件
数
は
、
昭
和
四
卜
五
年
か
ら
五

十
年
ま
で
の
八
ヵ
年
間
で
二
、
白
九
十

、
一
件
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
、
織
機

や
撚
糸
等
に
よ
る
騒
音
と
染
色
精
練

排
水
・
生
活
用
水
等
に
よ
る
水
質
汚

濁
な
ど
の
苦
情
が
全
体
の
六
五
・
七

謹
を
し
め
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
公

害
を
防
止
す
る
た
め
、
水
質
検
査
、

汚
濁
源
調
査
、
公
共
下
水
道
建
設
計

画
、
排
水
処
理
施
設
等
公
害
防
止
施

設
設
備
の
促
進
、
公
害
防
止
施
設
改

善
資
金
の
貸
付
、
染
色
、
工
業
団
地

の
造
成
な
ど
織
物
産
業
の
発
展
を
は

か
り
な
が
ら
、
公
害
防
止
の
た
め
の

施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

公害苦情の内訳

　　　水質汚濁
　　　　30．8％

　　　　90件9葡稀
騒　音

34．9％　　　悪　臭

　102f牛　　　　　23。3％

　　　1纂ツ

数件情苦別
移

震
推

年
の

□
騒
音

図
一
水
質
汚
罵

43毎　　　44鋒　　　45葎　　　46毎　　　47弩　　　48毎　　　49年　　　50毎

市
内
の
河
川
は
、
工
場
排
水
、
家
庭
汚
水
等
に
よ
り
、
年
々
、
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
水
質
汚
濁
が
公
害
問

題
等
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
公
害
を
防
ぐ
と
同
時
に
、
き
れ
い
な
街
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
三
年
前
か
ら
、
公
共
下
水
道
の
建
設
計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
市
報
六
月
号
で
、
こ
の
建
設
計
画
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
方
々
か
ら
、
「
下
水
道
施
設
を
使
用
で
き
る
の
は
、
い
つ
な
の
か
」
あ
る
い

は
「
現
在
、
水
洗
便
所
に
し
て
い
る
が
、
受
益
者
負
担
金
は
免
除
で
き
な
い
か
」
等
、
具
体
的
事
例
を
あ
げ
て
の
問

い
合
わ
せ
が
市
下
水
道
課
へ
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
下
水
道
工
事
の
進
捗
状
況
と
、
寄
せ
ら
れ
た
主
な

質
間
事
項
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
を
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
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一
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華

　
　
　
　
　
　
　
工

　
　
　
　
　
　
　
麗

　
　
　
　
　
　
　
筆

　
　
　
　
　
　
　
渉

　
　
　
　
　
　
　
亀

ー
ア
腰

　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
＋
日
影
γ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軌
理
曝

こ
の
ほ
ど
、
終
末
処
理
場
進
入
道
路

に
、
幹
線
と
な
る
下
水
管
が
百
四
十

四
灯
に
わ
た
っ
て
埋
設
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

露

下
水
管
の
埋
設
は
終
末
処
理
場
付
近
か
ら

　
こ
と
し
か
ら
、
下
川
原
地
内
の
終

末
処
理
場
進
入
道
路
に
、
幹
線
と
な

る
管
径
九
百
デ
屑
の
下
水
管
埋
設
工

事
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

終
末
処
理
場
の
完
成
予
想
図

　
こ
の
下
水
管
は
、
各
家
庭
、
工
場
、

事
務
所
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を

自
然
流
下
に
よ
っ
て
、
終
末
処
理
場

に
集
め
、
き
れ
い
な
水
と
し
て
、
川

に
流
す
わ
け
で
す
。
こ
の
幹
線
と
な

る
下
水
管
に
枝
線
と
な
る
下
水
管
を

逐
次
接
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
汚
水
の
排
除
は
、
汚
水
と
雨
水
を

分
離
し
て
行
う
分
流
方
式
で
処
理
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
幹
線
下
水
管

の
最
大
直
径
は
千
五
百
、
リ
層
、
市
街

地
の
道
路
等
枝
線
の
下
水
管
は
、
直

径
．
一
百
五
十
．
リ
后
の
も
の
を
埋
設
し

ま
す
。

　
公
共
下
水
道
工
事
が
、
市
街
地
の

中
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
と

ぽ
と
ん
ど
の
道
路
を
掘
り
起
こ
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

工
事
を
着
手
す
る
前
に
は
、
十
分
関

係
住
民
と
話
し
合
い
、
工
事
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
、
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

曽寄
せ

し、か
ら

　
間
　
受
益
者
と
は
だ
れ
な
の
か
。

1
下
水
道
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
環
境
が
整
備
さ
れ
る
の

で
、
土
地
の
価
値
が
上
昇
し
ま
す
か

ら
、
受
益
者
は
、
そ
の
事
業
が
計
画

さ
れ
た
区
域
の
中
に
土
地
を
持
っ
て

い
る
方
か
、
そ
の
土
地
に
権
利
を
持

っ
て
い
る
方
の
ど
ち
ら
か
が
受
益
者

に
な
り
ま
す
。

　
間
　
す
で
に
浄
化
槽
が
あ
り
、
水

洗
便
所
に
な
っ
て
い
て
も
、
負
担
金

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

～
浄
化
槽
は
、
下
水
道
施
設
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ト
水
道
施
設
は
、
一

般
に
水
洗
便
所
だ
け
の
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
都
市
の
基
幹
施
設
と

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
目
的
を
も
っ
て

お
り
、
特
に
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
汚

水
も
水
洗
便
所
か
ら
の
汚
水
も
排
除

し
て
生
活
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

大
き
な
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

浄
化
槽
が
あ
っ
て
も
、
公
共
下
水
道

建
設
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
あ
て

る
負
担
金
は
、
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
問
第
一
期
計
画
区
域
内
で
家
屋

を
新
築
又
は
、
改
築
を
す
る
た
め
便

所
を
水
洗
化
に
し
た
い
の
だ
が
、
下

水
道
施
設
を
使
用
出
来
る
の
は
い
つ

に
な
る
の
か
。

1
下
水
道
事
業
は
多
額
の
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
従
っ
て
建
設
も
長
期

に
わ
た
り
ま
す
の
で
は
っ
き
り
し
た

時
期
の
回
答
を
で
き
な
い
の
が
現
状

で
す
。
下
水
道
事
業
は
ご
承
知
の
よ

う
に
国
の
補
助
金
と
起
債
、
受
益
者

負
担
金
、
市
費
等
に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
ま
す
の
で
、
国
の
財
政
事
情
等
に

よ
っ
て
建
設
計
画
の
変
更
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
下
水
道
は
管
が
埋
設
さ
れ

終
末
処
理
場
が
で
き
て
初
め
て
使
用

可
能
に
な
り
ま
す
。
第
一
期
計
画
区

域
内
も
国
の
計
画
で
昭
和
五
十
一
年

度
を
初
年
度
と
す
る
第
四
次
五
ヵ
年

計
画
内
で
は
処
理
開
始
は
見
込
み
が

な
く
数
年
遅
れ
る
こ
と
は
、
や
む
を

得
な
い
現
況
で
す
。
便
所
の
水
洗
化

に
つ
い
て
は
、
そ
の
便
益
性
等
を
ご

判
断
し
て
い
た
だ
き
将
来
公
共
r
水

道
に
も
使
用
で
き
る
施
設
等
に
計
画

し
て
く
だ
さ
い
。



N
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調
練
校
と
試
験
場
は

地
堀
産
業
に

役
立
つ
と
こ
ろ

。
。
。
入
校
生
の
声

　
私
は
能
力
再
開
発
訓
練
生

　
私
は
、
能
力
再
開
発
訓
練
生
で
す
。

織
物
関
係
の
技
術
を
身
に
つ
け
、
地

場
産
業
に
就
職
し
よ
う
と
訓
練
校
染

色
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
学
校
を
卒

業
し
た
ば
か
り
の
若
者
と
浸
染
、
捺

染
、
機
械
操
作
等
の
実
習
に
と
り
組

　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
誠
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
染
色
科

ん
で
い
ま
す
。
経
験
と
新
し
い
技
術

で
十
日
町
を
よ
り
す
ぐ
れ
た
絹
織
物

の
産
地
に
し
た
い
と
希
望
に
燃
え
る

毎
日
で
す
。

充
実
感
の
あ
る
毎
日
で
す

　
今
、
図
形
と
い
う
、
き
も
の
の
柄

に
関
す
る
勉
強
に
入
っ
て
い
ま
す
。

初
め
は
、
私
に
も
こ
ん
な
こ
と
が
で

き
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
先
生
と
生
徒
の
一
体
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
村
山
き
よ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ザ
イ
ン
科

授
業
で
楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
の
課
題
を
終
え
た
後
の
充
実

感
や
満
足
感
は
す
ば
ら
し
く
、
自
分

達
の
今
の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
仕

事
は
、
と
て
も
大
切
な
基
本
的
な
も

の
で
、
将
来
の
た
め
に
も
し
っ
か
り

勉
強
し
よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

織
物
の
基
礎
技
術
を
習
得

機
械
い
じ
り
が
好
き
な
の
で
、
訓

　
　
　
　
　
　
　
関
　
　
　
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
織
機
調
整
科

練
校
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
の
こ
す
八
ヵ
月
問
、
み
っ
ち
り

織
物
の
基
礎
技
術
を
習
得
し
、
伝
統

あ
る
十
日
町
織
物
の
発
展
の
た
め
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
主
産
業
の
織
物
は
、
飛
躍
的
な
発

展
を
と
げ
て
い
ま
す
。
反
面
、
騒
音
や

水
質
汚
濁
等
の
苦
情
も
年
々
増
え
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
公
害
防
止
と
織
物

産
業
の
一
層
の
発
展
を
図
る
た
め
、

既
に
織
物
工
業
団
地
を
造
成
、
現
在
、

降
雪
前
操
業
を
め
ざ
し
て
、
染
色
団

地
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

，灘鱗縷灘

市
内
の
染
色
工
場
で
は
、
三
十
度
ち
か
い

暑
さ
の
な
か
、
生
地
染
め
と
取
り
組
み
、

熱
湯
相
手
に
色
出
し
に
懸
命
ー
。

染色団地の造成急ピッチ

合理化や公害防止に威力

．
欝
嚢
慧
灘
羅

市開発公社の手で染色団地の造成

は急ピッチで進められている。

　
十
日
町
染
色
整
理
協
組
（
林
三
郎
理
事
長
）

加
入
の
染
色
企
業
±
．
一
社
は
、
吉
田
山
谷
地

区
に
染
色
団
地
を
つ
く
り
、
施
設
の
共
同
化

等
に
よ
り
、
合
理
化
や
技
術
開
発
、
公
害
防

止
な
ど
を
は
か
り
た
い
と
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
一
万
四
千
四
百
平
方
屑
に
及
ぶ
広
大
な
染

色
団
地
の
敷
地
は
、
現
在
、
市
開
発
公
社
の

手
で
造
成
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
同

協
組
は
、
整
地
が
終
わ
り
次
第
、
工
場
を
新

設
し
、
降
雪
前
に
は
操
業
に
こ
ぎ
つ
け
た
い

　
　
　
　
　
　
　
畿
騨
灘
、
舞
興
灘
籔
　
　
豊

と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
計
画
に
よ
る
と
、
公
害
防
止
、
．
難

施
設
に
一
億
六
千
万
円
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
、
蟻

他
の
事
業
費
に
七
億
二
千
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
霧

　
同
団
地
の
中
に
は
、
各
工
場
．

が
建
設
さ
れ
る
ほ
か
、
共
同
化

に
よ
り
、
企
業
の
合
理
化
を
図

る
た
め
、
共
同
作
業
所
を
建
設

し
、
ア
ン
ダ
ー
洗
い
・
蒸
し
・

ド
ラ
イ
工
程
な
ど
共
同
利
用
す

る
ほ
か
、
共
同
の
給
水
施
設
や
貯

防
火
施
設
、
熱
源
供
給
施
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
質
汚
濁
等
公
害
防

止
の
た
め
、
一
日
五
百
㌧
処
理

可
能
の
排
水
処
理
施
設
を
完
備

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
開
発
公
社
で
は
同
団
地
に

多
少
余
裕
が
あ
る
た
め
、
染
色

撚
糸
、
木
工
等
公
害
関
連
企
業

の
建
設
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

タ
マ
《
邸
、　

椰

二
十
工
場
が
操
業
中

　
　
…
織
物
工
業
団
地

　
昭
和
四
十
八
年
、
市
開
発
公

社
で
造
成
し
た
織
物
工
業
団
地

は
、
卜
万
八
干
平
方
后
に
及
ぶ

広
大
な
土
地
に
、
現
在
、
一
十
企

業
が
操
業
中
。

　
共
同
施
設
の
汚
水
処
理
場
や

貯
水
槽
な
ど
の
公
害
防
止
施
設
、

公
園
な
ど
の
緑
地
帯
も
完
備
し

団
地
全
体
が
活
気
に
満
ち
て
い

ま
す
。

難
籔
霧
薩

　
市
環
境
課
に
寄
せ
ら
れ
た
公
害
苦

情
件
数
は
、
昭
和
四
卜
五
年
か
ら
五

十
年
ま
で
の
八
ヵ
年
間
で
二
、
白
九
十

、
一
件
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
、
織
機

や
撚
糸
等
に
よ
る
騒
音
と
染
色
精
練

排
水
・
生
活
用
水
等
に
よ
る
水
質
汚

濁
な
ど
の
苦
情
が
全
体
の
六
五
・
七

謹
を
し
め
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
公

害
を
防
止
す
る
た
め
、
水
質
検
査
、

汚
濁
源
調
査
、
公
共
下
水
道
建
設
計

画
、
排
水
処
理
施
設
等
公
害
防
止
施

設
設
備
の
促
進
、
公
害
防
止
施
設
改

善
資
金
の
貸
付
、
染
色
、
工
業
団
地

の
造
成
な
ど
織
物
産
業
の
発
展
を
は

か
り
な
が
ら
、
公
害
防
止
の
た
め
の

施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

公害苦情の内訳

　　　水質汚濁
　　　　30．8％

　　　　90件9葡稀
騒　音

34．9％　　　悪　臭

　102f牛　　　　　23。3％

　　　1纂ツ

数件情苦別
移

震
推

年
の

□
騒
音

図
一
水
質
汚
罵

43毎　　　44鋒　　　45葎　　　46毎　　　47弩　　　48毎　　　49年　　　50毎

市
内
の
河
川
は
、
工
場
排
水
、
家
庭
汚
水
等
に
よ
り
、
年
々
、
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
水
質
汚
濁
が
公
害
問

題
等
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
公
害
を
防
ぐ
と
同
時
に
、
き
れ
い
な
街
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
三
年
前
か
ら
、
公
共
下
水
道
の
建
設
計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
市
報
六
月
号
で
、
こ
の
建
設
計
画
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
方
々
か
ら
、
「
下
水
道
施
設
を
使
用
で
き
る
の
は
、
い
つ
な
の
か
」
あ
る
い

は
「
現
在
、
水
洗
便
所
に
し
て
い
る
が
、
受
益
者
負
担
金
は
免
除
で
き
な
い
か
」
等
、
具
体
的
事
例
を
あ
げ
て
の
問

い
合
わ
せ
が
市
下
水
道
課
へ
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
下
水
道
工
事
の
進
捗
状
況
と
、
寄
せ
ら
れ
た
主
な

質
間
事
項
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
を
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
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工

　
　
　
　
　
　
　
麗

　
　
　
　
　
　
　
筆

　
　
　
　
　
　
　
渉

　
　
　
　
　
　
　
亀

ー
ア
腰
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＋
日
影
γ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軌
理
曝

こ
の
ほ
ど
、
終
末
処
理
場
進
入
道
路

に
、
幹
線
と
な
る
下
水
管
が
百
四
十

四
灯
に
わ
た
っ
て
埋
設
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

露

下
水
管
の
埋
設
は
終
末
処
理
場
付
近
か
ら

　
こ
と
し
か
ら
、
下
川
原
地
内
の
終

末
処
理
場
進
入
道
路
に
、
幹
線
と
な

る
管
径
九
百
デ
屑
の
下
水
管
埋
設
工

事
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

終
末
処
理
場
の
完
成
予
想
図

　
こ
の
下
水
管
は
、
各
家
庭
、
工
場
、

事
務
所
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を

自
然
流
下
に
よ
っ
て
、
終
末
処
理
場

に
集
め
、
き
れ
い
な
水
と
し
て
、
川

に
流
す
わ
け
で
す
。
こ
の
幹
線
と
な

る
下
水
管
に
枝
線
と
な
る
下
水
管
を

逐
次
接
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
汚
水
の
排
除
は
、
汚
水
と
雨
水
を

分
離
し
て
行
う
分
流
方
式
で
処
理
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
幹
線
下
水
管

の
最
大
直
径
は
千
五
百
、
リ
層
、
市
街

地
の
道
路
等
枝
線
の
下
水
管
は
、
直

径
．
一
百
五
十
．
リ
后
の
も
の
を
埋
設
し

ま
す
。

　
公
共
下
水
道
工
事
が
、
市
街
地
の

中
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
と

ぽ
と
ん
ど
の
道
路
を
掘
り
起
こ
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

工
事
を
着
手
す
る
前
に
は
、
十
分
関

係
住
民
と
話
し
合
い
、
工
事
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
、
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

曽寄
せ

し、か
ら

　
間
　
受
益
者
と
は
だ
れ
な
の
か
。

1
下
水
道
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
環
境
が
整
備
さ
れ
る
の

で
、
土
地
の
価
値
が
上
昇
し
ま
す
か

ら
、
受
益
者
は
、
そ
の
事
業
が
計
画

さ
れ
た
区
域
の
中
に
土
地
を
持
っ
て

い
る
方
か
、
そ
の
土
地
に
権
利
を
持

っ
て
い
る
方
の
ど
ち
ら
か
が
受
益
者

に
な
り
ま
す
。

　
間
　
す
で
に
浄
化
槽
が
あ
り
、
水

洗
便
所
に
な
っ
て
い
て
も
、
負
担
金

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

～
浄
化
槽
は
、
下
水
道
施
設
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ト
水
道
施
設
は
、
一

般
に
水
洗
便
所
だ
け
の
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
都
市
の
基
幹
施
設
と

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
目
的
を
も
っ
て

お
り
、
特
に
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
汚

水
も
水
洗
便
所
か
ら
の
汚
水
も
排
除

し
て
生
活
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

大
き
な
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

浄
化
槽
が
あ
っ
て
も
、
公
共
下
水
道

建
設
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
あ
て

る
負
担
金
は
、
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
問
第
一
期
計
画
区
域
内
で
家
屋

を
新
築
又
は
、
改
築
を
す
る
た
め
便

所
を
水
洗
化
に
し
た
い
の
だ
が
、
下

水
道
施
設
を
使
用
出
来
る
の
は
い
つ

に
な
る
の
か
。

1
下
水
道
事
業
は
多
額
の
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
従
っ
て
建
設
も
長
期

に
わ
た
り
ま
す
の
で
は
っ
き
り
し
た

時
期
の
回
答
を
で
き
な
い
の
が
現
状

で
す
。
下
水
道
事
業
は
ご
承
知
の
よ

う
に
国
の
補
助
金
と
起
債
、
受
益
者

負
担
金
、
市
費
等
に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
ま
す
の
で
、
国
の
財
政
事
情
等
に

よ
っ
て
建
設
計
画
の
変
更
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
下
水
道
は
管
が
埋
設
さ
れ

終
末
処
理
場
が
で
き
て
初
め
て
使
用

可
能
に
な
り
ま
す
。
第
一
期
計
画
区

域
内
も
国
の
計
画
で
昭
和
五
十
一
年

度
を
初
年
度
と
す
る
第
四
次
五
ヵ
年

計
画
内
で
は
処
理
開
始
は
見
込
み
が

な
く
数
年
遅
れ
る
こ
と
は
、
や
む
を

得
な
い
現
況
で
す
。
便
所
の
水
洗
化

に
つ
い
て
は
、
そ
の
便
益
性
等
を
ご

判
断
し
て
い
た
だ
き
将
来
公
共
r
水

道
に
も
使
用
で
き
る
施
設
等
に
計
画

し
て
く
だ
さ
い
。



（9）■甕躍翻とお∬伊3團團躍躍麗躍囲躍團5（第3種郵便物調）昭和51年8月1。日

おもな使いみち

総務費
　交通安全施設整備事業　　　　　　　　　733万2千円

民　生　費

　老人ホ」ム妻有荘増改築工事負担金　　　　73万7千円

　児童遊園地整備事業補助金　　　　　　　　112万円

　敬老祝金　　　　　　　　　　　　　　　　981万円

　老人医療費及び老人医療助成事業　　　1億990万4千円

衛生費
　妊産婦乳児医療費助成事業　　　　　　1000万3千円

雪上車購入　　　　　　　　　　　　　　　420万円

農林水産業費

　生鮮食品卸売市場施設事業補助金

　農林水産開発事業補助金

　土地改良事業補助金

　土地基盤整備事業補助金

　国土調査測量委託料

　林道開設事業費

商　工費

　アーケード施設補助金

　魚沼スカイライン建設負担金

土木費
　市道新設改良舗装工事

　消雪パィプ布設工事

　街路舗装新設工事

　用地買収費

　公園造成工事

　河川改修工事

　公共下水道終末処理場用地買収費

教青費
西小建築及び設備工事

大池小建築及び設備工事

埋蔵文化財収蔵庫建築工事

中条地区館建築工事

川治地区館建設用地買収費

　600万円
295万2千円

1786万8千円

999万4千円

　720万円
　3091万円

916万6千円

　660万円

2億2065万3千円

　3665万7千円

　2528万5千円

　1158万7千円

　3197万1千円

　614万8干円

　7864万1千円

4億3736万4干円

　6095万2干円

　3586万4千円

　7422万4千円

　2175万5千円

市民1人当た

りに使われた

お金

　97，155円

○

，副

　　ロヨ市民1人当りが負担す○

る市税

28439円

置

農林水産業費
2億4353万円『

　　5．0％特別会計

会計名 歳　　入 歳　　出 差　　引

国　　民
健康保険

9億

7679万円

9億

323万円 7356万円

直　　営

診療所
3013万円 3013万円 0

簡易水道
7億

881万円

7億

880万円 1万円

計
17億

1573万円
16億

4216万円 7357万円
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翌
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篇
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無

ド
P
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民
1
6

（第3種鞭物調）昭和51年8朋日一團とお∬診31璽囲圏圏（8）
灘難
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20
五

税
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2
8

14

市

歳入総額
49億
6714万円

100％

　　　　　　　　　　　’、
　　　　　　　　驚　　　8露

　　　　　　瀦縛

計

　地方交付税
12億4186万円
　　25．0％

市債
6億1320万円

　　12．3％

　　　　　国庫支出金
諸収入　7億7495万円
その他　　　15．6％

6億

1851万円
12．5％

県支出金
2億1527万円

　　4．3％

繰越金　8331万円

　　　　　1．7％

おもな歳出（人口は51．3．31現在で計算）

総務費　　　衛生費　農林水産業費　商工費
　11，933円　　　6，320円　　　4，826円　　　3，897円
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　、、》’
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（14億2004万円）
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　三
　十
市三
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　四
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　千
　八
　百
固三
定十
資二

　九
　千　　　　五　　　　五
　五　　　　千　　　　千
た百　　　　　二　　　　六
ば八　　　　　百　　　　百
こ十　　　　　五　　　　九
消六　　　　十　　　　十
費万　　　電八　　　そ五
税円　　　気万　　　の万

産万
税円　　　他円

税円
価
q
略
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（9）■甕躍翻とお∬伊3團團躍躍麗躍囲躍團5（第3種郵便物調）昭和51年8月1。日

おもな使いみち

総務費
　交通安全施設整備事業　　　　　　　　　733万2千円

民　生　費

　老人ホ」ム妻有荘増改築工事負担金　　　　73万7千円

　児童遊園地整備事業補助金　　　　　　　　112万円

　敬老祝金　　　　　　　　　　　　　　　　981万円

　老人医療費及び老人医療助成事業　　　1億990万4千円

衛生費
　妊産婦乳児医療費助成事業　　　　　　1000万3千円

雪上車購入　　　　　　　　　　　　　　　420万円

農林水産業費

　生鮮食品卸売市場施設事業補助金

　農林水産開発事業補助金

　土地改良事業補助金

　土地基盤整備事業補助金

　国土調査測量委託料

　林道開設事業費

商　工費

　アーケード施設補助金

　魚沼スカイライン建設負担金

土木費
　市道新設改良舗装工事

　消雪パィプ布設工事

　街路舗装新設工事

　用地買収費

　公園造成工事

　河川改修工事

　公共下水道終末処理場用地買収費

教青費
西小建築及び設備工事

大池小建築及び設備工事

埋蔵文化財収蔵庫建築工事

中条地区館建築工事

川治地区館建設用地買収費

　600万円
295万2千円

1786万8千円

999万4千円

　720万円
　3091万円

916万6千円

　660万円

2億2065万3千円

　3665万7千円

　2528万5千円

　1158万7千円

　3197万1千円

　614万8干円

　7864万1千円

4億3736万4干円

　6095万2干円

　3586万4千円

　7422万4千円

　2175万5千円

市民1人当た

りに使われた

お金

　97，155円

○

，副

　　ロヨ市民1人当りが負担す○

る市税

28439円

置

農林水産業費
2億4353万円『

　　5．0％特別会計

会計名 歳　　入 歳　　出 差　　引

国　　民
健康保険

9億

7679万円

9億

323万円 7356万円

直　　営

診療所
3013万円 3013万円 0

簡易水道
7億

881万円

7億

880万円 1万円

計
17億

1573万円
16億

4216万円 7357万円
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（第3種鞭物調）昭和51年8朋日一團とお∬診31璽囲圏圏（8）
灘難
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五
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市

歳入総額
49億
6714万円

100％

　　　　　　　　　　　’、
　　　　　　　　驚　　　8露

　　　　　　瀦縛

計

　地方交付税
12億4186万円
　　25．0％

市債
6億1320万円

　　12．3％

　　　　　国庫支出金
諸収入　7億7495万円
その他　　　15．6％

6億

1851万円
12．5％

県支出金
2億1527万円

　　4．3％

繰越金　8331万円

　　　　　1．7％

おもな歳出（人口は51．3．31現在で計算）

総務費　　　衛生費　農林水産業費　商工費
　11，933円　　　6，320円　　　4，826円　　　3，897円
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（11）醗醗翻翻とお∬夢3薩團躍羅蟹懸睡躍麗翻（第3種郵便物認可）昭和51年8朋日

十日町地域広域事務組合

組合債の状況

（総額2億1260万円）

消防庁舎
1億30万円

　47％

浦防関係その他
3250万円

　15％

事畠ネ止センター

4300万円

　20％

と　畜　場
3680万円

　18％

省
円

　
万
％

蔵
8

0
3
8

　
7
9

大

郵政省
7830万円

　37％

共済組合
5450万円

　25％

特別会計
　　　　（単位万円）

会計名 歳　入 歳　出 差　引

総合福祉

センター
1280 979 301

と畜場
事　　業

1363 1076 287

計 2643 2055 588

　歳入
　　　中里村
　　　3714万
　　　　円
津南町10・2％

7177万円
19．7％

川西町

6127万円
16．8％

十日町市

　　分担金
及び負担金

3億　　歳入

39113億
　　　　ア
万円　万円

93．0％

1億6893万円

　46．3％ そ
の
他
　
2
5
8
6
万
円

－
／
～
o
％

歳出

消防施設費

6158万円非常用
17．3％　消防費

　　6090万円
　　　17．1％

　消防費
歳出　3億
3億　3042

　　　

万円　　万円常備消防費

　　92．8％　2億794万円

　　　　　58．4％
そ

の

他

2
5

75
．s

2乃

％円

轡潅欝．癒難譲繊羅灘

繊笈継翻難鞭繍発

一
般
会
計

当初予算　3億4962万円

6月末予算3億4962万円

収入済額 9068万円（収入率26％

　　　7986万円
　（執行率23％）

支出済額

特別会計
（単位万円）

繰越金897万円

〈
口且

の
糸務事部　

一

馨i
口

講
簿

　
前
頁
に
引
き
続
き
、
消
防

ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
い
る
十
日
町

地
域
広
域
事
務
組
合
と
十
日

町
市
、
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

衛生施設組合
歳出総額2億5581万8千円 歳入総額2億6168万4千円

100％ 100％

一般管理費　33．7％

8617万4千円 繰
越

分担金及び負担金　71．6％

　　　　1億8745万7千円
金

塵芥処理費　19．9％
5

十日町市1億6279万2千円

川西町　　　2219万9千円

5101万8千円 8 松代町　　　246万6千円

6
万

し尿処理費　35．3％ 6
9019万円 千 国庫補助金5．2％1370万円

円 組　合　債　19．2％

公　　イ責　　費　　　9．6％

2460万2千円 その他4．0％1032万7千円

繰
越
金

5
8
6
万
6
千
円

　
　
　
糠
　
　
鱗
、

％
円

』
千

1
4
　
鰍

訪
灘

他
3
8
”
・
纈

　
　
　
懸
贈
．

蘇 組合債の状況

難

会　計　名 当初予算 収　入 支　出

総合福祉
セン　タ　ー

1157 475 139

と畜場事業 5500 193 169

予算額

収入済額

支出済額

3億7904万2千円

1億840万7千円（収入率28．6％）

9451万5千円（収入率24．9％）

事　業　名 金　　額

ごみ焼却場 2億31万5千円

し尿処理場 6307万円

清　掃　車 302万1千円

計 2億6640万6千円

　　51年度目的別歳出予算

☆予算額　46億1767万円　　　◇割合100％

◎市民1人当たり92，0001円（5L6．1現在の人ロで計算）

書籍・

翫飾

－

費
　
円
　
円

　
　
万
％
o
o

務
意
4
0
』
ゆ

　
イ
9
　
1
　
1

　
　
　
の
ム
　
　
　
ヌ

総
☆
　
◇
◎

民生費
☆9億

7552万円

◇21．1％

◎19，000円

費
　
円
　
円

　
　
蛎
％
o
o

生
億
4
6
』
ゆ

　
リ
ロ
　
フ
　
ワ
ダ

衛
☆
　
◇
◎

農林水産桑費

☆2億
8363万円

◇6．1％

◎6，000円

商　工費
☆1億

9549万円

◇4．2％

◎4，000円

♪
． A、

墨畢

¢　　
”

ダダじ

騨

θ薫

土木費
☆7億
8540万円

◇17．0％

◎16，000円

消防費
☆1億

7402万円

◇3。8％

◎3，000円

教育費
☆7億

7607万円

◇16．8％

◎15，000円

費
　
円
　
円

　
　
砺
％
o
o

債
意
3
3
0

　
承
し
盈
U
　

・
　
，

　
　
　
つ
ず
ツ
ゴ

公
☆
　
◇
◎

そ　の他

☆1億
9715万円

◇4．3％

◎4，000円

特別会計

会計名 予　　算 歳　　入 歳　　出 差　　引

国　　民

健康保険

11億

1855万円

2億

6298万円

1億565万円 1億

5733万円

簡易水道 7644万円 371万円 270万円 101万円

直　　営

診療所
3304万円 147万円 676万円

△
5
2 9万円

下水道
事　　業

1億

5210万円

（鼎貧藩て新規に特別）

　　　　　　　6月末予算及び

51年度執行状況

一般会計

当初予算　46億6711万円

6月末予算　46億1767万円

収入済額 12億8014万円（嫉ll：1二1

9億6826万円

　　　その他
　　5億6978万円

市債　　12．4％
3億

2240万円
　　7．0％

国県支出金

9億7139万円

　21．0％

市税
　14億410万円
　　30．4％

歳入総額
46億
1767万円

地方交付税

13億5000万円

　29．2％

五
＋
年
度
決
算
　
　
　
　

　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
五
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
歳
入
歳

出
予
算
の
執
行
の
結
果
、
実
績
を
表

示
し
た
計
算
表
の
こ
と
。

市
　
債

　
市
債
と
は
、
財
政
の
不
足
を
補
い

も
し
く
は
特
定
の
費
途
に
あ
て
る
目

的
で
、
市
の
信
用
に
お
い
て
大
蔵
省

郵
政
省
、
市
中
銀
行
等
か
ら
資
金
を

借
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る

債
務
を
い
う
。

　
一
般
会
計

　
市
町
村
等
の
基
本
的
な
行
政
経
費

を
中
心
と
す
る
会
計
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
に
そ
の
収
入
、
支
出
を
独
立
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
条
例
に
よ

っ
て
特
別
会
計
と
し
て
経
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
地
方
交
付
税

　
国
税
で
あ
る
所
得
税
、
法
人
税
、

酒
税
の
う
ち
三
十
二
％
の
額
を
、
地

方
財
源
の
保
障
の
意
味
で
市
町
村
等

に
配
分
す
る
も
の
を
言
い
、
行
政
上

必
要
な
も
の
に
は
使
途
に
制
限
な
く

使
用
で
き
る
財
源
で
あ
る
。
こ
の
地

方
交
付
税
に
は
、
普
通
交
付
税
と
特

別
交
付
税
が
あ
り
、
額
の
計
算
は
、

地
方
交
付
税
法
や
省
令
で
細
部
に
わ

た
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

博
q
h



（11）醗醗翻翻とお∬夢3薩團躍羅蟹懸睡躍麗翻（第3種郵便物認可）昭和51年8朋日

十日町地域広域事務組合

組合債の状況

（総額2億1260万円）

消防庁舎
1億30万円

　47％

浦防関係その他
3250万円

　15％

事畠ネ止センター

4300万円

　20％

と　畜　場
3680万円

　18％

省
円

　
万
％

蔵
8

0
3
8

　
7
9

大

郵政省
7830万円

　37％

共済組合
5450万円

　25％

特別会計
　　　　（単位万円）

会計名 歳　入 歳　出 差　引

総合福祉

センター
1280 979 301

と畜場
事　　業

1363 1076 287

計 2643 2055 588

　歳入
　　　中里村
　　　3714万
　　　　円
津南町10・2％

7177万円
19．7％

川西町

6127万円
16．8％

十日町市

　　分担金
及び負担金

3億　　歳入

39113億
　　　　ア
万円　万円

93．0％

1億6893万円

　46．3％ そ
の
他
　
2
5
8
6
万
円

－
／
～
o
％

歳出

消防施設費

6158万円非常用
17．3％　消防費

　　6090万円
　　　17．1％

　消防費
歳出　3億
3億　3042

　　　

万円　　万円常備消防費

　　92．8％　2億794万円

　　　　　58．4％
そ

の

他

2
5

75
．s

2乃

％円

轡潅欝．癒難譲繊羅灘

繊笈継翻難鞭繍発

一
般
会
計

当初予算　3億4962万円

6月末予算3億4962万円

収入済額 9068万円（収入率26％

　　　7986万円
　（執行率23％）

支出済額

特別会計
（単位万円）

繰越金897万円

〈
口且

の
糸務事部　

一

馨i
口

講
簿

　
前
頁
に
引
き
続
き
、
消
防

ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
い
る
十
日
町

地
域
広
域
事
務
組
合
と
十
日

町
市
、
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

衛生施設組合
歳出総額2億5581万8千円 歳入総額2億6168万4千円

100％ 100％

一般管理費　33．7％

8617万4千円 繰
越

分担金及び負担金　71．6％

　　　　1億8745万7千円
金

塵芥処理費　19．9％
5

十日町市1億6279万2千円

川西町　　　2219万9千円

5101万8千円 8 松代町　　　246万6千円

6
万

し尿処理費　35．3％ 6
9019万円 千 国庫補助金5．2％1370万円

円 組　合　債　19．2％

公　　イ責　　費　　　9．6％

2460万2千円 その他4．0％1032万7千円
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越
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蘇 組合債の状況

難

会　計　名 当初予算 収　入 支　出

総合福祉
セン　タ　ー

1157 475 139

と畜場事業 5500 193 169

予算額

収入済額

支出済額

3億7904万2千円

1億840万7千円（収入率28．6％）

9451万5千円（収入率24．9％）

事　業　名 金　　額

ごみ焼却場 2億31万5千円

し尿処理場 6307万円

清　掃　車 302万1千円

計 2億6640万6千円

　　51年度目的別歳出予算

☆予算額　46億1767万円　　　◇割合100％

◎市民1人当たり92，0001円（5L6．1現在の人ロで計算）

書籍・
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費
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民生費
☆9億

7552万円

◇21．1％

◎19，000円
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農林水産桑費

☆2億
8363万円

◇6．1％

◎6，000円

商　工費
☆1億

9549万円

◇4．2％

◎4，000円

♪
． A、

墨畢

¢　　
”

ダダじ

騨

θ薫

土木費
☆7億
8540万円

◇17．0％

◎16，000円

消防費
☆1億

7402万円

◇3。8％

◎3，000円

教育費
☆7億

7607万円

◇16．8％

◎15，000円

費
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9715万円

◇4．3％

◎4，000円

特別会計

会計名 予　　算 歳　　入 歳　　出 差　　引

国　　民

健康保険

11億

1855万円

2億

6298万円

1億565万円 1億

5733万円

簡易水道 7644万円 371万円 270万円 101万円

直　　営

診療所
3304万円 147万円 676万円

△
5
2 9万円

下水道
事　　業

1億

5210万円

（鼎貧藩て新規に特別）

　　　　　　　6月末予算及び

51年度執行状況

一般会計

当初予算　46億6711万円

6月末予算　46億1767万円

収入済額 12億8014万円（嫉ll：1二1

9億6826万円

　　　その他
　　5億6978万円

市債　　12．4％
3億

2240万円
　　7．0％

国県支出金

9億7139万円

　21．0％

市税
　14億410万円
　　30．4％

歳入総額
46億
1767万円

地方交付税

13億5000万円

　29．2％

五
＋
年
度
決
算
　
　
　
　

　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
五
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
歳
入
歳

出
予
算
の
執
行
の
結
果
、
実
績
を
表

示
し
た
計
算
表
の
こ
と
。

市
　
債

　
市
債
と
は
、
財
政
の
不
足
を
補
い

も
し
く
は
特
定
の
費
途
に
あ
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る
目

的
で
、
市
の
信
用
に
お
い
て
大
蔵
省

郵
政
省
、
市
中
銀
行
等
か
ら
資
金
を

借
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る

債
務
を
い
う
。

　
一
般
会
計

　
市
町
村
等
の
基
本
的
な
行
政
経
費

を
中
心
と
す
る
会
計
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
に
そ
の
収
入
、
支
出
を
独
立
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
条
例
に
よ

っ
て
特
別
会
計
と
し
て
経
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
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地
方
交
付
税

　
国
税
で
あ
る
所
得
税
、
法
人
税
、

酒
税
の
う
ち
三
十
二
％
の
額
を
、
地

方
財
源
の
保
障
の
意
味
で
市
町
村
等

に
配
分
す
る
も
の
を
言
い
、
行
政
上

必
要
な
も
の
に
は
使
途
に
制
限
な
く

使
用
で
き
る
財
源
で
あ
る
。
こ
の
地

方
交
付
税
に
は
、
普
通
交
付
税
と
特

別
交
付
税
が
あ
り
、
額
の
計
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は
、

地
方
交
付
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法
や
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で
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に
わ
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定
め
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て
い
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夏
の
交
通
作
戦

八
月
は
、
暑
い
日
が
多
く
、
ま
た
、
お
盆
や
お

祭
り
な
ど
で
気
も
ゆ
る
み
が
ち
ー
。

私
た
ち
は
、
人
の
命
の
尊
さ
を
考
え
、
市
民
ぐ

る
み
で
悲
惨
な
交
通
事
故
を
絶
減
さ
せ
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ゆっく蔓嵯薫雑雛垂

難
，

瓢

純
真
な
東
小
児
童
の
作
品
は

休
み
時
間
を
利
用
し
て
、
交
通
安
全

の
絵
を
か
く
東
小
の
児
童
た
ち
。

　　交通安全の願いを込めて…・

曜・欝鱗騨繕翫；
　市交通安全対策会議（会長春日市長）は8月中・各

こどもを

　事故から守ろう

　
夏
の
期
間
は
、
例
年
、
暑
さ
に
よ

る
気
の
ゆ
る
み
や
夏
休
み
に
よ
る
解

放
感
か
ら
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
が

多
く
な
り
が
ち
で
す
。
交
通
事
故
は

人
災
で
す
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
、
ひ

と
り
ひ
と
り
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
市
交
通
安
全
対
策

　
　
　
、

●
議
購

会
議
は
、
一
年
中
で
最
も
事
故
の
多

発
す
る
八
月
に
向
け
て
、
街
頭
指
導
、

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、
交
通
安
全
指
導

所
の
設
置
、
夏
休
み
中
の
子
ど
も
母

親
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
教
室
、
屋
外

映
写
会
の
開
催
、
交
通
安
全
施
設
の

点
検
と
増
設
等
を
進
め
ま
す
。

安
全
運
転
の
心
得

■
暑
い
と
き
は
、
過
労
運
転
を
避
け
、

　
　
　
　
　
上
水
道
ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス

　
横
断
歩
道
で
な
い
所
で
の
横
断
や
…

…
と
ぴ
出
し
な
ど
、
特
に
老
人
や
こ
ど
…

…
も
に
多
い
で
す
ね
。
運
転
者
も
注
意
…

皿
し
て
い
ま
す
が
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
皿

㎜
た
め
に
は
、
家
庭
で
の
話
し
合
い
と
㎜

…
監
護
が
よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
…

ー
：
…
…
…
－
…
蕨
座
」
睡
転
渚
ド
」

疲
れ
を
感
じ
た
ら
休
む
。

■
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
む
り
な

追
い
越
し
を
し
な
い
。

■
死
亡
事
故
の
ト
ッ
プ
、
酒
酔
い
運

奮
マ
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

非
常
勤
交
通
指
導
員
の
一

ひ
と
こ
と

　
こ
の
ほ
と
、
長
谷
川
指
導
員
と

一
鹸
藷
検
難
醗
拙
瀦

歩
道
を
渡
ろ
う
と
す
る
学
生
が
目

に
入
り
ま
し
た
。
停
止
線
の
と
こ

ろ
に
は
自
動
車
が
止
ま
っ
て
お
り
、

学
生
は
、
手
を
あ
げ
て
横
断
歩
道

を
渡
り
終
る
と
す
ぐ
、
自
動
車
の

運
転
手
の
方
に
あ
り
が
と
う
と
あ

い
さ
つ
し
、
一
方
の
運
転
手
さ
ん

も
会
釈
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
光
景

を
み
て
、
非
常
に
す
が
す
が
し
い

感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

　
歩
行
者
も
運
転
手
も
、
み
ん
な

が
こ
ん
な
気
持
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
ね
。

七
月
十
日
、
交
通
安
全
県
宜
言
記
念
県

民
大
会
の
席
上
、
交
通
安
全
作
文
及
び

ポ
ス
タ
ー
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
二
瓶

要
君
（
向
っ
て
右
）
と
中
林
ま
ゆ
み
さ

ん
（
同
左
）
（
い
ず
れ
も
東
小
児
童
）

転
を
や
め
よ
う
。

■
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
二
輪
）
及
び
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
。

水
道
三
拡
工
事
は
じ
ま
る

拠点となる第一水源地

　
上
水
道
の
第
三
期
拡
張
工
事
は
、

六
か
年
計
画
で
す
す
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
年
目
の
工
事
が
七
月
中
旬
か

ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
水
源

井
戸
の
掘
削
、
送
水
施
設
の
増
設
、
受

電
・
計
装
設
備
増
設
改
良
と
、
送
水

管
埋
設
工
事
が
お
も
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
送
水
管
の
増
設
は
、
第
一
水
源
地

（
十
日
町
橋
た
も
と
）
か
ら
下
水
道
終

末
処
理
場
、
西
田
川
橋
、
四
日
町
新

田
、
四
日
町
を
経
て
、
東
小
学
校
前

の
通
り
か
ら
五
軒
新
田
に
あ
る
第
三

配
水
池
へ
結
ぶ
も
の
で
、
直
径
四
百

デ
財
の
鉄
管
を
約
四
・
八
キ
・
屏
に
わ

た
っ
て
埋
め
て
い
き
ま
す
。

　
工
事
中
は
、
通
行
な
ど
に
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
し
ば
ら

く
の
間
、
ご
協
力
を
お
ね
が
い
い
た

し
ま
す
。

（第3種郵便物認司）昭和51年8月10日

奥
只
見
ダ
ム

計
画
中
の
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
は
、

奥
只
見
ダ
ム
と
堤
高
が
ほ
ぼ
同
じ
規
模
。

足
す
る
水
資
源

　
　
　
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
に
依
存

㎝“殿
繍
羅
　
雛
　

黙
難
講
隙
麟

六
十
年
の
水
需
要
量
は

　
　
二
倍
以
上
増
加
し
ま
す

　
市
で
は
四
十
七

年
か
ら
「
水
資
源

の
確
保
対
策
」
に

着
手
、
水
利
用
の

現
況
調
査
、
将
来

の
需
要
推
計
な
ど

の
水
収
支
計
算
を

行
い
四
十
八
年
に
第
二
次
水
需
給
量

調
査
報
告
書
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
で
都
市
用
水
、
工
業
用

水
、
農
業
用
水
、
流
消
雪
用
水
の
総

需
要
量
は
六
十
年
に
は
二
・
二
倍
増

加
し
、
年
間
総
量
が
二
億
七
千
万
ノ

に
達
す
る
と
想
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
だ
け
の
「
水
資
源
」
を
確
保

し
て
お
か
な
い
と
、
市
民
の
豊
か
な

生
活
、
産
業
の
順
調
な
発
展
が
図
ら

れ
な
い
と
い
う
見
通
し
で
す
。

不
足
水
量
九
千
六
百
万

㌧
は
清
津
川
ダ
ム
依
存

　
必
要
水
量
の
う
ち
市
内
の
河
川
依

存
で
十
六
％
、
地
下
水
依
存
で
二
十

％
は
確
保
で
き
ま
す
が
、
残
る
九
干

面
暫
飯
講
…

皿
水
資
源
の
確
保
を
　
｝

　
明
治
の
先
達
が
三
俣
か
ら
清
津
の
…

…
水
を
引
き
大
開
墾
を
発
想
し
て
断
念
。
一

一
以
来
い
く
度
か
導
水
開
発
計
画
は
ざ
…

…
折
し
た
。
八
十
年
た
っ
て
訪
ず
れ
た
一

い
好
機
。
何
と
し
て
も
水
資
源
を
確
保
…

…
し
て
も
ら
い
た
い
。

六
百
万
ノ
は
市
内
に
は
水
源
が
あ
り

ま
せ
ん
。
将
来
十
日
町
市
の
水
資
源

は
心
配
な
い
と
い
え
る
よ
う
に
調
達

す
る
に
は
、
建
設
省
が
調
査
を
進
め

て
い
る
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
に
依
存

し
て
確
保
を
図
る
。
こ
の
た
め
重
点

施
策
と
し
て
清
津
川
ダ
ム
建
設
促
進

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

清
津
川
ダ
ム
は
県
内
最

後
で
最
大
の
水
ガ
メ

　
清
津
川
ダ
ム
は
北
陸
地
方
建
設
局

が
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
直
轄
調
査
を

継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ダ
ム

予
定
地
は
清
津
川
鹿
飛
橋
上
流
点
で
、

構
想
規
模
は
高
さ
百
五
十
灯
、
流
域

面
積
百
九
十
三
平
方
キ
・
、
総
貯
水
量

一
億
六
千
万
ノ
と
い
う
県
内
で
最
後

最
大
の
水
ガ
メ
と
い
わ
れ
る
多
目
的

ダ
ム
で
す
。

　
懸
案
の
環
境
庁
、
文
化
庁
、
林
野
庁

の
ダ
ム
調
査
許
可
が
昨
年
末
お
り
、

現
地
で
は
横
抗
や
ボ
ー
リ
ン
グ
地
質

調
査
工
事
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

盈お∬』陰3

清津川多目的ダム略図

　　　、部疹

　　　　生潟鼠

惣．

箋
浄
き

楯
癖
植

●1●

　苗場山ろく開発第3地区は、3月開発基本

計画調査を終了しました。未こん地の山林

原野について、628㌶の内諾がまとまりまし

た。また、農用地開発は、530㌶を超え、国営

事業の採択基準に達し、農林大臣の計画承

認がだされることに内定いたしました。

　昭和42年から継続している基本計画の第

一一段階は、国・県の公共投資による開発で十

分効果をあげられるという結論になりまし

た。

全計地区を採択
　　全計班事務所開設される

　第3地区農用地開発、土地改良（全体面積

1，400㌶）の詳細な設計、積算、効果測定を

行う全体実施設計地区採択も決定し、去る

8月2日から、水沢出張所に「北陸農政局苗場

第3地区全計班事務所」が開設されました。

当面、建設部設計課の専門官ほか4名が担当

官となり、2力年の予定で実施設計に取り組

みます。今年度の国費調査費は3，000万円で

いよいよ第3地区の開発調査は第二段階に

入りました。

ダ
ム
水
没
地
域

生
活
再
建
計
画
基
本
調
査

　
に
着
手

　
一
方
清
津
川
ダ
ム
は
湯
沢
町
の
三

俣
・
八
木
沢
・
大
島
三
部
落
の
九
十

戸
と
学
校
そ
の
他
全
施
設
水
没
と
い

う
大
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
県
は
こ
の
四
月
企
画
調

整
部
に
水
資
源
班
を
新
設
、
水
没
に

伴
う
生
活
再
建
計
画
基
本
調
査
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
国
・
県
の
調
査
足
並

み
も
そ
ろ
い
清
津
川
ダ
ム
建
設
の
第

一
段
階
で
あ
る
予
備
調
査
は
い
よ
い

よ
大
詰
を
迎
え
ま
し
た
。

（15）

●
属
理
、

受
乗
京

κ

遭脅籍

／

荒
地
か
ら
広
大
な

農
地
に
生
れ
か
わ

っ
た
苗
場
山
ろ
く

開
発
第
一
地
区

　
　
　
（
津
南
町
）

討
本
市
将
来
の
水
資
源
確
保

検
に
つ
い
て
・
さ
ら
に
総
合
的

再を
な
検
討
を
す
る
た
め
、
四
月

要需
以
来
、
総
合
水
利
対
策
プ
ロ

水傾
ン
5
ト
チ
ー
ム
が
記
置
さ

↑
れ
①
現
時
点
に
お
け
豫

卜
需
要
の
見
直
し
、
②
清
津
川

ク
エ
多
目
的
ダ
ム
か
ら
の
導
水
方

騨
ン力

法
及
び
地
区
内
ダ
ム
の
建
設

次
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
研
究

　第
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
太
田
忠
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
場
第
一
）

苗
場
山
ろ
く
の
早
期
着
工
を

　
私
達
後
継
者
は
困
難
な
情
勢
に
め

げ
ず
、
専
業
農
業
者
と
し
て
農
業
の

城
を
守
っ
て
い
る
。
し
か
し
何
と
い

っ
て
も
基
盤
の
整
っ
た
農
地
が
一
定

規
模
な
い
と
農
業
は
成
立
た
な
い
。

一
日
も
早
く
着
工
し
て
ほ
し
い
。
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夏
の
交
通
作
戦

八
月
は
、
暑
い
日
が
多
く
、
ま
た
、
お
盆
や
お

祭
り
な
ど
で
気
も
ゆ
る
み
が
ち
ー
。

私
た
ち
は
、
人
の
命
の
尊
さ
を
考
え
、
市
民
ぐ

る
み
で
悲
惨
な
交
通
事
故
を
絶
減
さ
せ
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ゆっく蔓嵯薫雑雛垂

難
，

瓢

純
真
な
東
小
児
童
の
作
品
は

休
み
時
間
を
利
用
し
て
、
交
通
安
全

の
絵
を
か
く
東
小
の
児
童
た
ち
。

　　交通安全の願いを込めて…・

曜・欝鱗騨繕翫；
　市交通安全対策会議（会長春日市長）は8月中・各

こどもを

　事故から守ろう

　
夏
の
期
間
は
、
例
年
、
暑
さ
に
よ

る
気
の
ゆ
る
み
や
夏
休
み
に
よ
る
解

放
感
か
ら
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
が

多
く
な
り
が
ち
で
す
。
交
通
事
故
は

人
災
で
す
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
、
ひ

と
り
ひ
と
り
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
市
交
通
安
全
対
策

　
　
　
、

●
議
購

会
議
は
、
一
年
中
で
最
も
事
故
の
多

発
す
る
八
月
に
向
け
て
、
街
頭
指
導
、

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、
交
通
安
全
指
導

所
の
設
置
、
夏
休
み
中
の
子
ど
も
母

親
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
教
室
、
屋
外

映
写
会
の
開
催
、
交
通
安
全
施
設
の

点
検
と
増
設
等
を
進
め
ま
す
。

安
全
運
転
の
心
得

■
暑
い
と
き
は
、
過
労
運
転
を
避
け
、

　
　
　
　
　
上
水
道
ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス

　
横
断
歩
道
で
な
い
所
で
の
横
断
や
…

…
と
ぴ
出
し
な
ど
、
特
に
老
人
や
こ
ど
…

…
も
に
多
い
で
す
ね
。
運
転
者
も
注
意
…

皿
し
て
い
ま
す
が
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
皿

㎜
た
め
に
は
、
家
庭
で
の
話
し
合
い
と
㎜

…
監
護
が
よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
…

ー
：
…
…
…
－
…
蕨
座
」
睡
転
渚
ド
」

疲
れ
を
感
じ
た
ら
休
む
。

■
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
む
り
な

追
い
越
し
を
し
な
い
。

■
死
亡
事
故
の
ト
ッ
プ
、
酒
酔
い
運

奮
マ
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

非
常
勤
交
通
指
導
員
の
一

ひ
と
こ
と

　
こ
の
ほ
と
、
長
谷
川
指
導
員
と

一
鹸
藷
検
難
醗
拙
瀦

歩
道
を
渡
ろ
う
と
す
る
学
生
が
目

に
入
り
ま
し
た
。
停
止
線
の
と
こ

ろ
に
は
自
動
車
が
止
ま
っ
て
お
り
、

学
生
は
、
手
を
あ
げ
て
横
断
歩
道

を
渡
り
終
る
と
す
ぐ
、
自
動
車
の

運
転
手
の
方
に
あ
り
が
と
う
と
あ

い
さ
つ
し
、
一
方
の
運
転
手
さ
ん

も
会
釈
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
光
景

を
み
て
、
非
常
に
す
が
す
が
し
い

感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

　
歩
行
者
も
運
転
手
も
、
み
ん
な

が
こ
ん
な
気
持
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
ね
。

七
月
十
日
、
交
通
安
全
県
宜
言
記
念
県

民
大
会
の
席
上
、
交
通
安
全
作
文
及
び

ポ
ス
タ
ー
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
二
瓶

要
君
（
向
っ
て
右
）
と
中
林
ま
ゆ
み
さ

ん
（
同
左
）
（
い
ず
れ
も
東
小
児
童
）

転
を
や
め
よ
う
。

■
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
二
輪
）
及
び
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
。

水
道
三
拡
工
事
は
じ
ま
る

拠点となる第一水源地

　
上
水
道
の
第
三
期
拡
張
工
事
は
、

六
か
年
計
画
で
す
す
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
年
目
の
工
事
が
七
月
中
旬
か

ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
水
源

井
戸
の
掘
削
、
送
水
施
設
の
増
設
、
受

電
・
計
装
設
備
増
設
改
良
と
、
送
水

管
埋
設
工
事
が
お
も
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
送
水
管
の
増
設
は
、
第
一
水
源
地

（
十
日
町
橋
た
も
と
）
か
ら
下
水
道
終

末
処
理
場
、
西
田
川
橋
、
四
日
町
新

田
、
四
日
町
を
経
て
、
東
小
学
校
前

の
通
り
か
ら
五
軒
新
田
に
あ
る
第
三

配
水
池
へ
結
ぶ
も
の
で
、
直
径
四
百

デ
財
の
鉄
管
を
約
四
・
八
キ
・
屏
に
わ

た
っ
て
埋
め
て
い
き
ま
す
。

　
工
事
中
は
、
通
行
な
ど
に
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
し
ば
ら

く
の
間
、
ご
協
力
を
お
ね
が
い
い
た

し
ま
す
。
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奥
只
見
ダ
ム

計
画
中
の
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
は
、

奥
只
見
ダ
ム
と
堤
高
が
ほ
ぼ
同
じ
規
模
。

足
す
る
水
資
源

　
　
　
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
に
依
存

㎝“殿
繍
羅
　
雛
　

黙
難
講
隙
麟

六
十
年
の
水
需
要
量
は

　
　
二
倍
以
上
増
加
し
ま
す

　
市
で
は
四
十
七

年
か
ら
「
水
資
源

の
確
保
対
策
」
に

着
手
、
水
利
用
の

現
況
調
査
、
将
来

の
需
要
推
計
な
ど

の
水
収
支
計
算
を

行
い
四
十
八
年
に
第
二
次
水
需
給
量

調
査
報
告
書
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
で
都
市
用
水
、
工
業
用

水
、
農
業
用
水
、
流
消
雪
用
水
の
総

需
要
量
は
六
十
年
に
は
二
・
二
倍
増

加
し
、
年
間
総
量
が
二
億
七
千
万
ノ

に
達
す
る
と
想
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
だ
け
の
「
水
資
源
」
を
確
保

し
て
お
か
な
い
と
、
市
民
の
豊
か
な

生
活
、
産
業
の
順
調
な
発
展
が
図
ら

れ
な
い
と
い
う
見
通
し
で
す
。

不
足
水
量
九
千
六
百
万

㌧
は
清
津
川
ダ
ム
依
存

　
必
要
水
量
の
う
ち
市
内
の
河
川
依

存
で
十
六
％
、
地
下
水
依
存
で
二
十

％
は
確
保
で
き
ま
す
が
、
残
る
九
干

面
暫
飯
講
…

皿
水
資
源
の
確
保
を
　
｝

　
明
治
の
先
達
が
三
俣
か
ら
清
津
の
…

…
水
を
引
き
大
開
墾
を
発
想
し
て
断
念
。
一

一
以
来
い
く
度
か
導
水
開
発
計
画
は
ざ
…

…
折
し
た
。
八
十
年
た
っ
て
訪
ず
れ
た
一

い
好
機
。
何
と
し
て
も
水
資
源
を
確
保
…

…
し
て
も
ら
い
た
い
。

六
百
万
ノ
は
市
内
に
は
水
源
が
あ
り

ま
せ
ん
。
将
来
十
日
町
市
の
水
資
源

は
心
配
な
い
と
い
え
る
よ
う
に
調
達

す
る
に
は
、
建
設
省
が
調
査
を
進
め

て
い
る
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
に
依
存

し
て
確
保
を
図
る
。
こ
の
た
め
重
点

施
策
と
し
て
清
津
川
ダ
ム
建
設
促
進

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

清
津
川
ダ
ム
は
県
内
最

後
で
最
大
の
水
ガ
メ

　
清
津
川
ダ
ム
は
北
陸
地
方
建
設
局

が
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
直
轄
調
査
を

継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ダ
ム

予
定
地
は
清
津
川
鹿
飛
橋
上
流
点
で
、

構
想
規
模
は
高
さ
百
五
十
灯
、
流
域

面
積
百
九
十
三
平
方
キ
・
、
総
貯
水
量

一
億
六
千
万
ノ
と
い
う
県
内
で
最
後

最
大
の
水
ガ
メ
と
い
わ
れ
る
多
目
的

ダ
ム
で
す
。

　
懸
案
の
環
境
庁
、
文
化
庁
、
林
野
庁

の
ダ
ム
調
査
許
可
が
昨
年
末
お
り
、

現
地
で
は
横
抗
や
ボ
ー
リ
ン
グ
地
質

調
査
工
事
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

盈お∬』陰3

清津川多目的ダム略図

　　　、部疹

　　　　生潟鼠

惣．

箋
浄
き

楯
癖
植

●1●

　苗場山ろく開発第3地区は、3月開発基本

計画調査を終了しました。未こん地の山林

原野について、628㌶の内諾がまとまりまし

た。また、農用地開発は、530㌶を超え、国営

事業の採択基準に達し、農林大臣の計画承

認がだされることに内定いたしました。

　昭和42年から継続している基本計画の第

一一段階は、国・県の公共投資による開発で十

分効果をあげられるという結論になりまし

た。

全計地区を採択
　　全計班事務所開設される

　第3地区農用地開発、土地改良（全体面積

1，400㌶）の詳細な設計、積算、効果測定を

行う全体実施設計地区採択も決定し、去る

8月2日から、水沢出張所に「北陸農政局苗場

第3地区全計班事務所」が開設されました。

当面、建設部設計課の専門官ほか4名が担当

官となり、2力年の予定で実施設計に取り組

みます。今年度の国費調査費は3，000万円で

いよいよ第3地区の開発調査は第二段階に

入りました。

ダ
ム
水
没
地
域

生
活
再
建
計
画
基
本
調
査

　
に
着
手

　
一
方
清
津
川
ダ
ム
は
湯
沢
町
の
三

俣
・
八
木
沢
・
大
島
三
部
落
の
九
十

戸
と
学
校
そ
の
他
全
施
設
水
没
と
い

う
大
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
県
は
こ
の
四
月
企
画
調

整
部
に
水
資
源
班
を
新
設
、
水
没
に

伴
う
生
活
再
建
計
画
基
本
調
査
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
国
・
県
の
調
査
足
並

み
も
そ
ろ
い
清
津
川
ダ
ム
建
設
の
第

一
段
階
で
あ
る
予
備
調
査
は
い
よ
い

よ
大
詰
を
迎
え
ま
し
た
。

（15）

●
属
理
、

受
乗
京

κ

遭脅籍

／

荒
地
か
ら
広
大
な

農
地
に
生
れ
か
わ

っ
た
苗
場
山
ろ
く

開
発
第
一
地
区

　
　
　
（
津
南
町
）

討
本
市
将
来
の
水
資
源
確
保

検
に
つ
い
て
・
さ
ら
に
総
合
的

再を
な
検
討
を
す
る
た
め
、
四
月

要需
以
来
、
総
合
水
利
対
策
プ
ロ

水傾
ン
5
ト
チ
ー
ム
が
記
置
さ

↑
れ
①
現
時
点
に
お
け
豫

卜
需
要
の
見
直
し
、
②
清
津
川

ク
エ
多
目
的
ダ
ム
か
ら
の
導
水
方

騨
ン力

法
及
び
地
区
内
ダ
ム
の
建
設

次
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
研
究

　第
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
太
田
忠
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
場
第
一
）

苗
場
山
ろ
く
の
早
期
着
工
を

　
私
達
後
継
者
は
困
難
な
情
勢
に
め

げ
ず
、
専
業
農
業
者
と
し
て
農
業
の

城
を
守
っ
て
い
る
。
し
か
し
何
と
い

っ
て
も
基
盤
の
整
っ
た
農
地
が
一
定

規
模
な
い
と
農
業
は
成
立
た
な
い
。

一
日
も
早
く
着
工
し
て
ほ
し
い
。
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ズ
不ー

ッ
で

　
　
　
　
　
　
　
嬰
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
お
っ
く
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼎

野球場一面完成、信濃川スポーツ・レクリェーション広場

　
連
日
の
暑
さ
で
心
身
と
も
に
ヘ
タ
ヘ
タ
。

　
　
　
　
　
　
日
頃
の
生
活
を
考
え
て
も
、

激
達
な
ど
で
、
と
か
く
運
動
不
足
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

翻
私
た
ち
の
健
康
は
「
栄
養
」
と
・
休
養
」
そ
し
て
「
濫
」
の
三

癖
勝
つ
の
調
和
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

琳枷　
会
に
あ
な
た
も
自
分
に
あ
っ
た
運
動
を
み
つ
け
、
こ
の
夏

　
を
の
り
き
る
と
と
も
に
、
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

激

健
康
は
幸
福
の
第
一
条
件

り
・
き
多

　
　
　
　
　
　
　
　
外
に
出
る
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
機
関
の
発

　
健
康
な
か
ら
だ
、
た
く
ま
し
い
か

ら
だ
を
つ
く
る
こ
と
は
、
万
人
の
共

通
の
ね
が
い
で
す
。

　
人
間
に
と
っ
て
、
健
康
は
幸
福
の

第
一
条
件
だ
か
ら
で
す
。
健
康
な
か

ら
だ
が
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
現

代
文
明
の
も
た
ら
す
か
ず
か
ず
の
恩

恵
も
十
分
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
『
ま
た
豊
か
な
心
を
養
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

連日若い人達でにぎわう市民プール

体力づくりを

　
理
想
的
な
健
康
状
態
と
い
う
の
は
、

心
身
と
も
に
疾
病
が
な
く
自
然
環
境

や
社
会
環
境
の
変
化
に
対
し
て
適
応

力
を
も
ち
、
積
極
的
に
充
実
し
た
日

常
生
活
を
営
ん
で
い
く
意
欲
に
燃
え

た
状
態
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
理
想
的
な
健
康
状
態

は
、
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
は
あ
く
ま
で
、

毎
日
の
栄
養
と
休
養
、
そ
し
て
積
極

的
な
身
体
活
動
に
よ
っ
て
保
た
れ
、

高
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
日
本
人
の
最
近
の
死
因
を
み
て
も
、

第
一
位
の
脳
卒
中
、
第
三
位
の
心
臓

疾
患
は
、
動
脈
硬
化
に
関
連
し
た
も

の
で
、
そ
の
原
因
は
、
栄
養
の
と
り

す
ぎ
に
よ
る
血
液
中
の
脂
肪
の
増
加

と
、
運
動
不
足
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。　

こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
が
私
た

ち
の
健
康
に
と
っ
て
い
か
に
大
切
か

が
わ
か
り
ま
す
。

自
分
に
あ
っ
た
ス
ポ

ー
ツ
を

　
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
と
、
何
か
激
し

い
動
き
を
と
も
な
う
運
動
競
技
だ
け

を
想
像
し
、
ま
た
、
と
か
く
若
い
人

あ
る
い
は
特
定
の
人
た
ち
だ
け
の
も

の
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
種
目
に
も
、
そ

の
人
に
適
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

施
設
、
用
具
、
服
装
、
時
間
な
ど
を

考
慮
に
い
れ
て
自
分
に
適
し
た
も
の

を
選
び
、
日
常
生
活
の
中
に
取
り
入

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
次
の
仕
事
や
労

働
に
対
し
て
の
気
分
転
換
、
疲
労
回

復
と
し
て
必
要
な
も
の
で
す
。
自
分

の
好
き
な
興
味
の
も
て
る
ス
ポ
ー
ツ

で
健
康
な
毎
日
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

高橋秀雄
（学校町2）

町
内
早
朝
マ
ラ
ソ
ン

　
幼
稚
園
児
か
ら
相
当
の
年
配
者
ま

で
、
早
朝
の
晒
川
の
ほ
と
り
を
運
動

靴
の
音
も
軽
く
、
町
内
一
周
；
・
短

を
体
力
に
応
じ
て
一
～
三
周
の
マ
ラ

ソ
ン
。

　
子
供
た
ち
に
は
ガ
ン
バ
リ
の
利
く

健
康
な
身
心
を
、
私
た
ち
大
人
は
健

康
維
持
、
特
に
足
の
衰
え
を
防
ぐ
た

め
、
そ
し
て
町
内
親
睦
。

　
マ
ラ
ソ
ン
を
は
じ
め
て
か
ら
、
朝

食
は
う
ま
く
、
晩
酌
も
進
む
と
か
。

　
週
三
回
、
三
十
～
五
十
名
位
の
参

加
者
で
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方

か
ら
仲
間
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

上村カズエ
　（貝ノ川）

わ
が
家
の
体
力
づ

　
く
り

　
体
の
弱
い
子
供
達
を
な
ん
と
か
丈

夫
に
。
そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
、
三
年

程
前
、
家
族
み
ん
な
で
ナ
ワ
ト
ビ
、

乾
布
ま
さ
つ
な
ど
の
体
力
づ
く
り
を

は
じ
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
子
供
達
か
ら
「
昨
日
は

何
回
、
今
日
は
何
回
で
き
た
」
と
う

れ
し
そ
う
に
話
さ
れ
、
運
動
を
は
じ

め
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
、
今
年
は

早
朝
マ
ラ
ソ
ン
も
は
じ
め
ま
し
た
。

　
私
も
二
年
前
よ
り
地
区
の
マ
マ
さ

ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
参
加
し
、
暇
を

見
つ
け
て
は
家
族
で
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
お
か
げ
で
、
子
供
達
は
丈
夫
に

な
り
、
私
自
身
も
肩
こ
り
が
治
り
、

毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
家
族
ぐ
る
み
で
体
力
づ

く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

宮入健一
（妻有町東1）

自
分
の
健
康
は
自

分
で

　
市
民
の
健
康
と
体
力
の
増
進
、
明

る
い
地
域
、
仲
間
づ
く
り
、
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
者
の
底
辺
の
拡
大
。
こ
ん
な

目
標
で
私
た
ち
市
体
育
指
導
委
員
は

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
、
日
頃
各
種
ス
ポ
ー
ツ
行

事
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

婦
人
を
対
象
と
し
た
「
婦
人
体
育
教

室
」
や
、
朝
の
す
が
す
が
し
い
空
気

を
胸
い
っ
ぱ
い
吸
っ
て
の
「
お
は
よ

う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
、
そ
の
他
の
各

種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
の
指
導
が
担
当

分
野
で
す
。

　
最
近
市
内
で
も
健
康
、
体
力
づ
く

り
の
自
衛
手
段
と
し
て
ス
ポ
ー
ッ
に

親
し
む
人
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

自
己
の
健
康
管
理
は
他
人
を
頼
っ
て

は
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
の
体
力
に
合

っ
た
方
法
で
体
を
動
か
し
、
体
力
づ

く
り
の
時
間
を
生
活
の
中
に
組
み
入

れ
、
健
康
の
増
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■水難事故防止を一水遊びや魚釣りなどで、子どもを川や池などの危険な場所に近寄らせないよう注意してください・
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6月20日に行われた市民ハイキング

日頃から

楽
し
い
親
子
体
操

市役所前から出発する
お早ようサイクリング

斉木健治郎
（南鐙坂）

とお」『93帽7）

野
球
と
仕
事

　
私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
名
の
つ
く
も

の
は
何
で
も
す
き
で
す
。
現
在
は
仕

事
の
関
係
か
ら
野
球
一
本
に
し
ぼ
っ

た
形
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
四
年
前
、
会
社
の
仲
間
と
野
球
チ

ー
ム
を
作
り
、
市
内
の
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
完
敗
の

成
績
で
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
大

部
良
い
成
績
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
何
と
言
っ
て

も
、
仕
事
と
ス
ポ
ー
ツ
の
両
面
で
汗

を
流
す
こ
と
で
、
仲
間
同
志
の
団
結

と
和
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
思

亀
ウ
ソ
，
之

亀

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
信
濃
川
の
運
動
公
園

な
ど
で
思
い
っ
き
り
汗
を
流
す
と
と

も
に
、
仕
事
で
も
が
ん
ば
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

晃，

功
天
　
　
　
、
ヲ

市
の
体
力
づ
く
り
運
動

！覧

ふ

γ
イ

曹
　
ご

上村イサ子
　（土市第1）

【あと押し】

子どもが後にまわって、あと
押しをします。親は軽く抵抗
して、子どもの力に応じて、ゆ

っくり歩いてやりましよう。
ひと休みのところであと押し

雛瀞象
【ふねこぎ】

子どもが前にまわってきて、足の上にのり

手をにぎり合って、ふねこぎをします。

し
㌧箔

9
」
∂

浮
’
3

●
づ

【山登り】

手をにぎり合って、子
どもが親のひざや、腹
の上に足をふんばって
上にのぼります。親は
のぼりやすいように、

膝をまげてかまえたり・

腕で上に引き上げてや
りましょう。肩の上に
立ったら頂上ですが、

膝の上に立って平均を
とって終わりにしても
よいのです。

婦
人
体
育
教
室
に

参
加
し
て

　
常
日
頃
、
体
操
が
し
た
い
、
体
を

思
い
き
り
動
か
し
て
汗
を
流
し
て
み

た
い
、
な
ど
と
考
え
て
い
ま
し
た
ら
、

四
年
前
、
水
沢
地
区
で
婦
人
体
育
教

室
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
一
人
で
も
い
い
か
ら
と

申
し
込
み
、
以
来
四
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
お
か
げ
で
、
健
康
な
か
ら
だ
、

楽
し
い
仲
間
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
運
動
不
足
の
婦
人
の
方
、
ぜ

ひ
婦
人
体
育
教
室
で
一
緒
に
汗
を
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

小川晴輔
　（学校町1）

お
早
よ
う
サ
イ
ク

リ
ン
グ

　
六
月
二
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
お
早

よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
、
小
学
校
三

年
生
の
長
男
と
親
子
で
参
加
し
て
い

ま
す
。

　
は
じ
め
て
参
加
し
た
の
は
、
子
供

が
自
転
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

六
歳
頃
の
時
で
、
体
力
づ
く
り
に
は

楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
が
良
い
と
考
え
、
以
来
ず
っ
と
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
朝
五
時
半
、
眠
い
目
を
こ
す
り
な

が
ら
市
役
所
前
集
合
。
大
勢
の
仲
間

と
一
緒
に
ペ
ダ
ル
を
踏
む
子
供
の
顔

は
、
い
か
に
も
楽
し
そ
う
。

　
毎
週
水
曜
と
土
曜
日
に
一
週
十
キ
・

灯
を
回
っ
て
い
る
う
ち
に
、
子
供
も

大
部
体
力
が
つ
い
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
今
年
は
、
ま
た
九
月
一
日
か
ら
は

じ
ま
り
ま
す
が
、
最
後
ま
で
や
り
ぬ

こ
う
と
親
子
で
張
切
っ
て
い
ま
す
。

滝沢マツノ
　（駅通り）

楽
し
か
っ
た
市
民

ハ
イ
キ
ン
グ

　
六
月
二
十
日
快
晴
、
絶
好
の
ハ
イ

キ
ン
グ
日
和
。
自
分
の
た
め
の
お
弁

当
作
り
な
ん
て
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
。

　
娘
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
を
身

に
つ
け
、
白
い
ソ
ッ
タ
ス
を
は
き
、

鏡
の
前
に
立
っ
て
み
る
。
知
ら
な
い

人
に
は
三
十
歳
代
に
見
え
る
か
も
ね
、

な
ど
と
一
人
よ
が
り
も
い
い
と
こ
。

　
体
育
館
前
に
集
合
し
て
、
九
時
に

出
発
。
大
池
で
昼
食
、
落
之
水
を
経

て
諏
訪
神
社
に
抜
け
る
二
十
キ
。
督
の

コ
ー
ス
。

　
久
し
ぶ
り
に
、
き
わ
や
か
な
汗
を

ふ
き
な
が
ら
、
又
来
年
も
で
は
な
く

て
、
ぜ
ひ
秋
に
も
う
一
度
や
っ
て
ほ

し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、

そ
ん
な
楽
し
い
一
日
で
し
た
。渡辺嘉平

（山本第1）

ス
ポ
ー
ツ
で
健
全

な
人
間
関
係
を

　
近
頃
は
、
交
通
機
関
の
発
達
な
ど

か
ら
運
動
不
足
の
人
が
増
え
、
い
つ

の
間
に
か
私
た
ち
の
体
力
は
減
退
し

て
い
ま
す
。

　
市
の
体
育
指
導
委
員
と
し
て
二
年

目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
自
分
自
身
の

体
力
の
衰
え
を
見
る
に
つ
け
、
社
会

体
育
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
体
力
づ
く

り
、
体
と
体
を
ぶ
っ
つ
け
合
う
中
で

生
ま
れ
る
人
問
同
志
の
深
い
信
頼
関

係
。
日
常
生
活
を
楽
し
く
過
す
た
め

に
は
、
健
康
な
体
、
健
全
な
人
間
関

係
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
体
育
指
導
委
員
と

し
て
交
流
を
深
め
つ
つ
、
社
会
体
育

の
発
展
、
地
域
の
発
展
に
努
力
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

憲あ9の射驚が属いたら憲の郁分を切りとって津服籟にはり、カードをさし入れ洋隠籍の中身の衰示に・



臥
q
略

（16と」ドゴ『’3（第3種郵便物認可）昭和51年8月10日

ズ
不ー

ッ
で

　
　
　
　
　
　
　
嬰
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
お
っ
く
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼎

野球場一面完成、信濃川スポーツ・レクリェーション広場

　
連
日
の
暑
さ
で
心
身
と
も
に
ヘ
タ
ヘ
タ
。

　
　
　
　
　
　
日
頃
の
生
活
を
考
え
て
も
、

激
達
な
ど
で
、
と
か
く
運
動
不
足
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

翻
私
た
ち
の
健
康
は
「
栄
養
」
と
・
休
養
」
そ
し
て
「
濫
」
の
三

癖
勝
つ
の
調
和
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

琳枷　
会
に
あ
な
た
も
自
分
に
あ
っ
た
運
動
を
み
つ
け
、
こ
の
夏

　
を
の
り
き
る
と
と
も
に
、
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

激

健
康
は
幸
福
の
第
一
条
件

り
・
き
多

　
　
　
　
　
　
　
　
外
に
出
る
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
機
関
の
発

　
健
康
な
か
ら
だ
、
た
く
ま
し
い
か

ら
だ
を
つ
く
る
こ
と
は
、
万
人
の
共

通
の
ね
が
い
で
す
。

　
人
間
に
と
っ
て
、
健
康
は
幸
福
の

第
一
条
件
だ
か
ら
で
す
。
健
康
な
か

ら
だ
が
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
現

代
文
明
の
も
た
ら
す
か
ず
か
ず
の
恩

恵
も
十
分
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
『
ま
た
豊
か
な
心
を
養
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

連日若い人達でにぎわう市民プール

体力づくりを

　
理
想
的
な
健
康
状
態
と
い
う
の
は
、

心
身
と
も
に
疾
病
が
な
く
自
然
環
境

や
社
会
環
境
の
変
化
に
対
し
て
適
応

力
を
も
ち
、
積
極
的
に
充
実
し
た
日

常
生
活
を
営
ん
で
い
く
意
欲
に
燃
え

た
状
態
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
理
想
的
な
健
康
状
態

は
、
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
は
あ
く
ま
で
、

毎
日
の
栄
養
と
休
養
、
そ
し
て
積
極

的
な
身
体
活
動
に
よ
っ
て
保
た
れ
、

高
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
日
本
人
の
最
近
の
死
因
を
み
て
も
、

第
一
位
の
脳
卒
中
、
第
三
位
の
心
臓

疾
患
は
、
動
脈
硬
化
に
関
連
し
た
も

の
で
、
そ
の
原
因
は
、
栄
養
の
と
り

す
ぎ
に
よ
る
血
液
中
の
脂
肪
の
増
加

と
、
運
動
不
足
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。　

こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
が
私
た

ち
の
健
康
に
と
っ
て
い
か
に
大
切
か

が
わ
か
り
ま
す
。

自
分
に
あ
っ
た
ス
ポ

ー
ツ
を

　
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
と
、
何
か
激
し

い
動
き
を
と
も
な
う
運
動
競
技
だ
け

を
想
像
し
、
ま
た
、
と
か
く
若
い
人

あ
る
い
は
特
定
の
人
た
ち
だ
け
の
も

の
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
種
目
に
も
、
そ

の
人
に
適
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

施
設
、
用
具
、
服
装
、
時
間
な
ど
を

考
慮
に
い
れ
て
自
分
に
適
し
た
も
の

を
選
び
、
日
常
生
活
の
中
に
取
り
入

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
次
の
仕
事
や
労

働
に
対
し
て
の
気
分
転
換
、
疲
労
回

復
と
し
て
必
要
な
も
の
で
す
。
自
分

の
好
き
な
興
味
の
も
て
る
ス
ポ
ー
ツ

で
健
康
な
毎
日
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

高橋秀雄
（学校町2）

町
内
早
朝
マ
ラ
ソ
ン

　
幼
稚
園
児
か
ら
相
当
の
年
配
者
ま

で
、
早
朝
の
晒
川
の
ほ
と
り
を
運
動

靴
の
音
も
軽
く
、
町
内
一
周
；
・
短

を
体
力
に
応
じ
て
一
～
三
周
の
マ
ラ

ソ
ン
。

　
子
供
た
ち
に
は
ガ
ン
バ
リ
の
利
く

健
康
な
身
心
を
、
私
た
ち
大
人
は
健

康
維
持
、
特
に
足
の
衰
え
を
防
ぐ
た

め
、
そ
し
て
町
内
親
睦
。

　
マ
ラ
ソ
ン
を
は
じ
め
て
か
ら
、
朝

食
は
う
ま
く
、
晩
酌
も
進
む
と
か
。

　
週
三
回
、
三
十
～
五
十
名
位
の
参

加
者
で
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方

か
ら
仲
間
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

上村カズエ
　（貝ノ川）

わ
が
家
の
体
力
づ

　
く
り

　
体
の
弱
い
子
供
達
を
な
ん
と
か
丈

夫
に
。
そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
、
三
年

程
前
、
家
族
み
ん
な
で
ナ
ワ
ト
ビ
、

乾
布
ま
さ
つ
な
ど
の
体
力
づ
く
り
を

は
じ
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
子
供
達
か
ら
「
昨
日
は

何
回
、
今
日
は
何
回
で
き
た
」
と
う

れ
し
そ
う
に
話
さ
れ
、
運
動
を
は
じ

め
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
、
今
年
は

早
朝
マ
ラ
ソ
ン
も
は
じ
め
ま
し
た
。

　
私
も
二
年
前
よ
り
地
区
の
マ
マ
さ

ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
参
加
し
、
暇
を

見
つ
け
て
は
家
族
で
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
お
か
げ
で
、
子
供
達
は
丈
夫
に

な
り
、
私
自
身
も
肩
こ
り
が
治
り
、

毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
家
族
ぐ
る
み
で
体
力
づ

く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

宮入健一
（妻有町東1）

自
分
の
健
康
は
自

分
で

　
市
民
の
健
康
と
体
力
の
増
進
、
明

る
い
地
域
、
仲
間
づ
く
り
、
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
者
の
底
辺
の
拡
大
。
こ
ん
な

目
標
で
私
た
ち
市
体
育
指
導
委
員
は

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
、
日
頃
各
種
ス
ポ
ー
ツ
行

事
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

婦
人
を
対
象
と
し
た
「
婦
人
体
育
教

室
」
や
、
朝
の
す
が
す
が
し
い
空
気

を
胸
い
っ
ぱ
い
吸
っ
て
の
「
お
は
よ

う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
、
そ
の
他
の
各

種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
の
指
導
が
担
当

分
野
で
す
。

　
最
近
市
内
で
も
健
康
、
体
力
づ
く

り
の
自
衛
手
段
と
し
て
ス
ポ
ー
ッ
に

親
し
む
人
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

自
己
の
健
康
管
理
は
他
人
を
頼
っ
て

は
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
の
体
力
に
合

っ
た
方
法
で
体
を
動
か
し
、
体
力
づ

く
り
の
時
間
を
生
活
の
中
に
組
み
入

れ
、
健
康
の
増
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■水難事故防止を一水遊びや魚釣りなどで、子どもを川や池などの危険な場所に近寄らせないよう注意してください・

（第3種郵便物認可）田和51年8月10日

6月20日に行われた市民ハイキング

日頃から

楽
し
い
親
子
体
操

市役所前から出発する
お早ようサイクリング

斉木健治郎
（南鐙坂）

とお」『93帽7）

野
球
と
仕
事

　
私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
名
の
つ
く
も

の
は
何
で
も
す
き
で
す
。
現
在
は
仕

事
の
関
係
か
ら
野
球
一
本
に
し
ぼ
っ

た
形
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
四
年
前
、
会
社
の
仲
間
と
野
球
チ

ー
ム
を
作
り
、
市
内
の
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
完
敗
の

成
績
で
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
大

部
良
い
成
績
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
何
と
言
っ
て

も
、
仕
事
と
ス
ポ
ー
ツ
の
両
面
で
汗

を
流
す
こ
と
で
、
仲
間
同
志
の
団
結

と
和
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
思

亀
ウ
ソ
，
之

亀

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
信
濃
川
の
運
動
公
園

な
ど
で
思
い
っ
き
り
汗
を
流
す
と
と

も
に
、
仕
事
で
も
が
ん
ば
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

晃，

功
天
　
　
　
、
ヲ

市
の
体
力
づ
く
り
運
動

！覧

ふ

γ
イ

曹
　
ご

上村イサ子
　（土市第1）

【あと押し】

子どもが後にまわって、あと
押しをします。親は軽く抵抗
して、子どもの力に応じて、ゆ

っくり歩いてやりましよう。
ひと休みのところであと押し

雛瀞象
【ふねこぎ】

子どもが前にまわってきて、足の上にのり

手をにぎり合って、ふねこぎをします。

し
㌧箔

9
」
∂

浮
’
3

●
づ

【山登り】

手をにぎり合って、子
どもが親のひざや、腹
の上に足をふんばって
上にのぼります。親は
のぼりやすいように、

膝をまげてかまえたり・

腕で上に引き上げてや
りましょう。肩の上に
立ったら頂上ですが、

膝の上に立って平均を
とって終わりにしても
よいのです。

婦
人
体
育
教
室
に

参
加
し
て

　
常
日
頃
、
体
操
が
し
た
い
、
体
を

思
い
き
り
動
か
し
て
汗
を
流
し
て
み

た
い
、
な
ど
と
考
え
て
い
ま
し
た
ら
、

四
年
前
、
水
沢
地
区
で
婦
人
体
育
教

室
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
一
人
で
も
い
い
か
ら
と

申
し
込
み
、
以
来
四
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
お
か
げ
で
、
健
康
な
か
ら
だ
、

楽
し
い
仲
間
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
運
動
不
足
の
婦
人
の
方
、
ぜ

ひ
婦
人
体
育
教
室
で
一
緒
に
汗
を
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

小川晴輔
　（学校町1）

お
早
よ
う
サ
イ
ク

リ
ン
グ

　
六
月
二
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
お
早

よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
、
小
学
校
三

年
生
の
長
男
と
親
子
で
参
加
し
て
い

ま
す
。

　
は
じ
め
て
参
加
し
た
の
は
、
子
供

が
自
転
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

六
歳
頃
の
時
で
、
体
力
づ
く
り
に
は

楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
が
良
い
と
考
え
、
以
来
ず
っ
と
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
朝
五
時
半
、
眠
い
目
を
こ
す
り
な

が
ら
市
役
所
前
集
合
。
大
勢
の
仲
間

と
一
緒
に
ペ
ダ
ル
を
踏
む
子
供
の
顔

は
、
い
か
に
も
楽
し
そ
う
。

　
毎
週
水
曜
と
土
曜
日
に
一
週
十
キ
・

灯
を
回
っ
て
い
る
う
ち
に
、
子
供
も

大
部
体
力
が
つ
い
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
今
年
は
、
ま
た
九
月
一
日
か
ら
は

じ
ま
り
ま
す
が
、
最
後
ま
で
や
り
ぬ

こ
う
と
親
子
で
張
切
っ
て
い
ま
す
。

滝沢マツノ
　（駅通り）

楽
し
か
っ
た
市
民

ハ
イ
キ
ン
グ

　
六
月
二
十
日
快
晴
、
絶
好
の
ハ
イ

キ
ン
グ
日
和
。
自
分
の
た
め
の
お
弁

当
作
り
な
ん
て
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
。

　
娘
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
を
身

に
つ
け
、
白
い
ソ
ッ
タ
ス
を
は
き
、

鏡
の
前
に
立
っ
て
み
る
。
知
ら
な
い

人
に
は
三
十
歳
代
に
見
え
る
か
も
ね
、

な
ど
と
一
人
よ
が
り
も
い
い
と
こ
。

　
体
育
館
前
に
集
合
し
て
、
九
時
に

出
発
。
大
池
で
昼
食
、
落
之
水
を
経

て
諏
訪
神
社
に
抜
け
る
二
十
キ
。
督
の

コ
ー
ス
。

　
久
し
ぶ
り
に
、
き
わ
や
か
な
汗
を

ふ
き
な
が
ら
、
又
来
年
も
で
は
な
く

て
、
ぜ
ひ
秋
に
も
う
一
度
や
っ
て
ほ

し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、

そ
ん
な
楽
し
い
一
日
で
し
た
。渡辺嘉平

（山本第1）

ス
ポ
ー
ツ
で
健
全

な
人
間
関
係
を

　
近
頃
は
、
交
通
機
関
の
発
達
な
ど

か
ら
運
動
不
足
の
人
が
増
え
、
い
つ

の
間
に
か
私
た
ち
の
体
力
は
減
退
し

て
い
ま
す
。

　
市
の
体
育
指
導
委
員
と
し
て
二
年

目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
自
分
自
身
の

体
力
の
衰
え
を
見
る
に
つ
け
、
社
会

体
育
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
体
力
づ
く

り
、
体
と
体
を
ぶ
っ
つ
け
合
う
中
で

生
ま
れ
る
人
問
同
志
の
深
い
信
頼
関

係
。
日
常
生
活
を
楽
し
く
過
す
た
め

に
は
、
健
康
な
体
、
健
全
な
人
間
関

係
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
体
育
指
導
委
員
と

し
て
交
流
を
深
め
つ
つ
、
社
会
体
育

の
発
展
、
地
域
の
発
展
に
努
力
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

憲あ9の射驚が属いたら憲の郁分を切りとって津服籟にはり、カードをさし入れ洋隠籍の中身の衰示に・
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恐ろしい成人病
　昭和49年の本市の総死亡数は428人、この

うち脳卒中、ガン、心臓病などいわゆる成

人病による死亡は、約300人にもなつていま

す。成人病は社会的にも家庭的にも大事な

40歳以上の人に多く発生しています。

肝硬変

　1％　　その他
老衰

　　　　　13％
　　　自殺　　　箸

　　3勿

　4疹褥誉顛

不慮の事故

7箒殊ら・1・

　　　i2％

難

脳卒中

　31％

ガン

20％

灘鱗

日常生活での注意
①＋分な睡眠と休養をとり過労をさける1

②トィレを工夫し、便通を整える　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ③入浴はぬるめの湯で、のんびりと　　1

灘萎灘潔猷i

嚢欝欝藩i
　　　　　　　　　　　　　　　　ヂがすすむにつれ、赤ちゃんの方にどんどん1

鰭聾讐婦さんの大部分が貧血1

こ
の
前
よ
り
だ
い
ぶ
目
方
が
増
え
た
わ
ね

　
　
　
　
：
・
…
三
歳
児
検
診

妊娠中のお母さんの願いは、まず丈夫な纏協力員，庭野泰明

赤ちゃんが生まれるように、そして安産でρ
　　　　　　　　　　　　　　　　ずあり、産後もいつまでも若く美しくありた1

ll器灘灘磁1、職1
し、ものです．　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ赤ちゃんの健康　　　　　　　1
赤ちゃんは、どんな病気が多いかという1

と、1位かぜ、2位肺炎、3位皮膚疾患、41

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ位羅貌蘇警翻窃趨
ひきやすくなります。これはお母さんから1

轟奏象製魏雛ト繋講i

期菰欝驚灘濡骸i
　　　　　　　　　　　　　　　　θは、つぎのようなことにご注意ください。～

灘鵬凱醗灘i
　　　　　　　　　　　　　　　　ず　ゴザをしいて通気性をよくする。　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ③湯ざまし、果汁など水分の補給を。　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　o④ときには扇風機で静かに風を送る。ルーψ
　　　　　　　　　　　　　　　　o
　ムクーラーは25度以下にならないように。1

⑤汚れたおしめは手まめにとりかえ・おし1

　りを日光にあてるのもよい。

⑥夏の日光浴は、日ざしの強い時間をさけ、

　または木かげを選んで。

病
人
の
シ
ー
ツ
を
取
り
か
え
る
時
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
！

特
に
苦
痛
を
与
え
な
い
よ
う
に
ね

　
　
　
　
・
…
：
思
い
や
り
の
あ
る
家
庭
看
護
を

さあ思いっきり手を伸ばして・・健康体操の指導も

回パッキングに使われた魏ス和一ノレは・揮し入れの鯉纈下の榔します・温気よけになります・

睡翻1第3種郵便物認可）昭和51年8月10日醗i羅i璽難霊羅褻羅甕羅錘甕蚕甕羅錘嚢懸i羅墾羅i羅璽翻と4ぢ」『創吟‘1墜薩羅嚢羅羅攣甕轟謝個8〉

みなさんお変わりありませんか一・「保健婦さん、ほんにご苦労さまだのう」

その後おじいちゃんの具合はどうですか

　　　　一家庭訪問は病気予防の大切な仕事

血圧はどうですか、無理をしないで、食事は塩分を控えめにね

　　　　・・血圧測定など健康診断も

健
康
に
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
大
切
で
す
ね

婦活

動
の

一日

轟

　
7
月
1
4
日
、
市
の
保
健

婦
は
願
入
部
落
を
た
ず
ね

ま
し
た
．

　
山
間
部
落
に
と
っ
て
、

医
療
間
題
は
心
配
事
の
ひ

と
つ
で
す
が
、
保
健
婦
は

こ
う
し
た
住
民
の
不
安
を

少
し
で
も
解
消
で
き
れ
ば

と
、
定
期
的
に
山
間
部
落

を
巡
回
し
て
健
康
相
談
、

血
圧
測
定
な
ど
病
気
予
防

に
努
力
し
て
い
ま
す
．

成

念

強魏
食蝋［’〆

生
活
の
改
善
を

■伝染病予防は、まず手洗いの励行から一食品はなるべく加熱し、調理場は清潔に。

偽
q
略
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　昭和49年の本市の総死亡数は428人、この

うち脳卒中、ガン、心臓病などいわゆる成

人病による死亡は、約300人にもなつていま

す。成人病は社会的にも家庭的にも大事な

40歳以上の人に多く発生しています。
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　　　自殺　　　箸
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不慮の事故
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20％

灘鱗

日常生活での注意
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ll器灘灘磁1、職1
し、ものです．　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ赤ちゃんの健康　　　　　　　1
赤ちゃんは、どんな病気が多いかという1

と、1位かぜ、2位肺炎、3位皮膚疾患、41

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ位羅貌蘇警翻窃趨
ひきやすくなります。これはお母さんから1

轟奏象製魏雛ト繋講i

期菰欝驚灘濡骸i
　　　　　　　　　　　　　　　　θは、つぎのようなことにご注意ください。～

灘鵬凱醗灘i
　　　　　　　　　　　　　　　　ず　ゴザをしいて通気性をよくする。　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ③湯ざまし、果汁など水分の補給を。　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　o④ときには扇風機で静かに風を送る。ルーψ
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　ムクーラーは25度以下にならないように。1

⑤汚れたおしめは手まめにとりかえ・おし1

　りを日光にあてるのもよい。

⑥夏の日光浴は、日ざしの強い時間をさけ、

　または木かげを選んで。

病
人
の
シ
ー
ツ
を
取
り
か
え
る
時
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
！

特
に
苦
痛
を
与
え
な
い
よ
う
に
ね

　
　
　
　
・
…
：
思
い
や
り
の
あ
る
家
庭
看
護
を

さあ思いっきり手を伸ばして・・健康体操の指導も

回パッキングに使われた魏ス和一ノレは・揮し入れの鯉纈下の榔します・温気よけになります・

睡翻1第3種郵便物認可）昭和51年8月10日醗i羅i璽難霊羅褻羅甕羅錘甕蚕甕羅錘嚢懸i羅墾羅i羅璽翻と4ぢ」『創吟‘1墜薩羅嚢羅羅攣甕轟謝個8〉

みなさんお変わりありませんか一・「保健婦さん、ほんにご苦労さまだのう」

その後おじいちゃんの具合はどうですか

　　　　一家庭訪問は病気予防の大切な仕事

血圧はどうですか、無理をしないで、食事は塩分を控えめにね

　　　　・・血圧測定など健康診断も

健
康
に
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
大
切
で
す
ね

婦活

動
の

一日

轟

　
7
月
1
4
日
、
市
の
保
健

婦
は
願
入
部
落
を
た
ず
ね

ま
し
た
．

　
山
間
部
落
に
と
っ
て
、

医
療
間
題
は
心
配
事
の
ひ

と
つ
で
す
が
、
保
健
婦
は

こ
う
し
た
住
民
の
不
安
を

少
し
で
も
解
消
で
き
れ
ば

と
、
定
期
的
に
山
間
部
落

を
巡
回
し
て
健
康
相
談
、

血
圧
測
定
な
ど
病
気
予
防

に
努
力
し
て
い
ま
す
．

成

念

強魏
食蝋［’〆

生
活
の
改
善
を

■伝染病予防は、まず手洗いの励行から一食品はなるべく加熱し、調理場は清潔に。

偽
q
略
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フラワーボックスに咲き誇
る草花を、根こそぎ引き抜
く心ない市民もいるが、小
林さんのように誰れに頼ま
れた訳でもないのに、早朝
フラワーボックスに水をや
り、愛情をもって管理する
人もいる一。

感
心
な
人
達
だ

岡
村
　
隆

　
　
十
日
町
駅

　
　
首
席
助
役

　
十
日
町
の
表
玄
関
で
あ
る
駅
の
清
掃

「
三
番
ホ
ー
ム
の
花
壇
づ
く
り
、
待
合
室

の
ガ
ラ
ス
み
が
き
等
」
を
長
年
や
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
が
感
心
な
人
達
だ
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
各
自
用
具
を
持
ち

よ
り
、
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
が
、

私
た
ち
の
職
場
も
い
い
面
で
感
化
を
受

け
て
い
る
。
近
く
局
長
表
彰
を
上
申
す

る
予
定
。
ま
た
、
中
条
駅
の
清
掃
は
中

条
老
人
ク

フ
ブ
が
、
水
沢
駅
は
水
沢
老

人
会
が
無
料
奉
仕
し
て
い
る
こ
と
も
聞

い
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
人
達
に
は
感
謝
し
ま
す

が
、
や
は
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
公

共
施
設
を
汚
さ
ず
、
大
切
に
使
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

　
奉
仕
の
輪
を
広
げ
よ
う

　
上
新
田
こ
ど
も
会
は
、
遊
び
場
の
作

業
を
通
し
て
、
き
ょ
う
一
日
の
計
画
を

話
し
合
い
、
友
情
と
連
帯
の
輪
を
広
げ

て
い
る
。
願
わ
く
ば
、
こ
ん
な
奉
仕
の

輪
が
市
内
の
こ
ど
も
達
に
も
広
ま
っ
て

欲
し
い
も
の
だ
。

山
内
忠
雄

　
　
L
新
田

新保広大寺踊りを練習
　下条小学校（斉藤正夫校長・児童
364人）は、郷土芸能を守り育てよ

うと、保存会の人達の指導で、新保

広大寺踊りに励んでいます。
　消えゆく、3・るさとの踊りを守ろ

う一。こんな願いが父兄、先生、こ

どもとのふれあいをとおして、大
きく．3・くらみ、地域に踊りの輪を

広めています。保存会の人達も、こ

ども達のなかから後継者が育って
くれることに期待をかけています。

（第3種郵便物認可）昭和51年8月10日
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ボランティア活動

奉
仕
活
動
を
続
け
る

郷
愛
グ
ル
ー
プ

　
毎
月
第
一
・
第
三
日
曜
日
の
朝
、

十
日
町
駅
ホ
ー
ム
の
清
掃
や
待
合
室

の
ガ
ラ
ス
ふ
き
を
黙
々
と
や
っ
て
い

る
十
五
人
の
グ
ル
ー
プ
が
い
ま
す
。

こ
の
若
者
達
は
郷
愛
グ
ル
ー
ブ
（
根

津
健
治
会
長
）
と
い
っ
て
、
そ
の
名

の
と
お
り
、
　
「
少
し
で
も
郷
土
を
愛

そ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で

昭
和
四
十
年
に
結
成
。
織
物
関
係
の

職
場
に
働
く
二
十
歳
前
後
の
若
者
を

中
心
に
す
で
に
十
年
余
り
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
駅

の
清
掃
は
“
市
の
表
玄
関
を
き
れ
い

に
、
初
め
て
ま
ち
を
訪
れ
る
人
に
良

い
印
象
を
”
こ
ん
な
純
粋
な
気
持
が

ひ
と
つ
に
ふ
く
ら
ん
で
奉
仕
を
続
け

て
い
る
も
の
で
す
。
同
グ
ル
ー
プ
は
、

さ
ら
に
道
路
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
み
が

き
や
神
社
の
花
壇
づ
く
り
な
ど
地
域

の
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
砂
畑
真
砂
江
、
蕪
木
孝
平
、

山
本
栄
美
、
羽
鳥
明
、
善
財
孝
さ
ん

は
「
今
で
は
、
す
っ
か
り
習
慣
と
な

り
、
毎
月
第
一
・
第
三
日
曜
日
が
楽

し
み
で
す
」
と
少
し
も
誇
ら
ず
静
か

な
口
調
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

漁

P曇

腰
い
持
参
し
た
洗
荊
ス
ブ
レ
ー
を
用
い
て

…
十
日
町
駅
待
合
室
の
ガ
ラ
ス
ふ
き
を

…
す
る
郷
愛
グ
ル
ー
プ

10年前から、自分達が遊び

場にしている神社や、遊園

地の清掃を続けている上新

田こども会。

遊
び
場
の
清
掃
を
続
け
て

い
る
上
新
田
こ
ど
も
会

　
こ
の
と
こ
ろ
、
日
中
の
う
だ
る
よ

う
な
暑
さ
に
く
ら
べ
、
早
朝
は
、
心

が
洗
わ
れ
る
ほ
ど
す
が
す
が
し
い
。

「
自
分
達
の
遊
び
場
は
自
分
達
の
手

で
き
れ
い
に
し
よ
う
」
と
上
新
田
の

こ
ど
も
会
（
山
内
勝
利
君
ほ
か
二
十

四
人
の
下
条
小
学
校
児
童
た
ち
）
は
、

毎
日
曜
日
の
午
前
六
時
半
に
な
る
と

自
分
達
の
遊
び
場
の
神
社
や
遊
園
地

の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ど
も

達
が
自
発
的
に
は
じ
め
た
遊
び
場
の

清
掃
は
地
域
の
人
達
か
ら
も
喜
ば
れ

す
で
に
十
年
余
り
も
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

愛
宕
山
の
桜
を
育
て

　
て
二
十
五
年

　
市
街
地
の
東
側
丘
陵
地
に
あ
る
愛

宕
山
は
、
春
の
桜
祭
り
や
四
季
を
通

し
て
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
市
民
の

間
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

愛
宕
山
に
桜
の
木
を
植
え
、
り
っ
ぱ

な
桜
並
木
に
育
て
あ
げ
た
人
は
、
関

口
太
郎
右
衛
門
さ
ん
（
川
原
町
）
で

す
。
関
口
さ
ん
は
、
現
在
も
早
朝
の

五
時
頃
に
は
愛
宕
山
に
行
き
草
な
ぎ

や
降
雪
時
の
雪
囲
い
な
ど
無
料
奉
仕

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
桜
祭
り
の

準
備
や
後
か
た
ず
け
に
は
東
部
自
衛

団
の
方
々
も
無
料
奉
仕
し
て
く
れ
ま

す
。　

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に

　
水
を
や
る
小
林
さ
ん

　
諏
訪
神
社
参
道
に
市
の
花
「
山
つ

つ
じ
」
百
七
十
本
を
無
償
で
植
え
た

小
林
清
三
郎
さ
ん
は
、
本
町
通
り
の

商
店
街
に
並
べ
ら
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
水
や
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

同
ボ
ッ
ク
ス
の
花
は
、
町
内
の
人
た

ち
が
目
ざ
め
る
頃
、
生
々
と
よ
み
が

え
っ
て
い
ま
す
。

小林清三郎

　本町二r目

宮
本
公
園
の
清
掃
を

　
続
け
る
宮
入
さ
ん

　
早
朝
の
五
時
頃
、
宮
本
公
園
を
き

れ
い
に
す
る
と
、
諏
訪
神
社
の
清
掃

に
と
り
か
か
る
宮
入
国
治
さ
ん
（
宮

下
東
）
は
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
清

掃
を
欠
か
さ
な
い
。
こ
の
奉
仕
が
日

課
で
あ
り
、
清
掃
の
終
わ
っ
た
後
、

宮
入
さ
ん
の
一
日
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

こ
の
宮
入
さ
ん
の
無
料
奉
仕
は
五
年

前
か
ら
続
け
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の

人
達
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
欝
畿
騨
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮

1夏休みは、ちょっとの気のゆるみから、事故が起こりがち一残された期間中、子どもを非行や事故から守り、元気で新学期を迎えましょう。
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老
人
ク
ラ
ブ
も
草
取
り
奉
仕

老
人
ク
ラ
ブ
「
山
本
千
歳
会
」
（
桑
原
庄
吉
会
長
）
は
、
こ
の
ほ

ど
、
千
歳
公
園
の
草
取
り
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
千
歳

会
の
会
員
た
ち
は
、
社
会
に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
を
し
た

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
公
園
の
草
取
り
が
計
画
さ
れ
た
も
の
。

作
業
は
手
ぎ
わ
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
作
業
途
中
の
ひ
と
休
み
を
ス
ナ
ッ
プ
。

散
髪
奉
仕
で
五
年
の
付
き
合
い

　
理
容
師
二
十
五
人
の
グ
ル
ー
プ
「
ク

ラ
ブ
ス
会
」
が
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘

と
の
付
き
合
い
を
始
め
て
も
う
五
年

近
く
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
理

容
師
組
合
青
年
部
の
方
々
が
お
よ
そ

十
五
年
位
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
、
お
盆
と
正
月
前
に
こ
こ
を

訪
ね
て
老
人
達
の
散
髪
を
し
て
い
ま

す
。
散
髪
の
終
わ
っ
た
老
人
は
さ
っ

ぱ
り
と
き
れ
い
に
な
っ
て
気
持
よ
さ

そ
う
で
す
。
老
人
達
に
「
も
う
す
ぐ

ト
コ
屋
さ
ん
が
き
て
く
れ
ま
す
よ
、

と
い
う
と
み
ん
な
ニ
ッ
コ
リ
す
る
ん

で
す
ね
。
」
と
寮
母
の
滝
沢
さ
ん
は
話

クラブス会の散髪奉仕のおかげで、さ

っぱりした顔で、お盆が迎えられると

喜ぶ老人たち一。

し
て
く
れ
ま
し
た
。

願
い
し
ま
す
よ
と
い
わ
れ
る
と
つ

う
れ
し
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
」

と
高
橋
早
苗
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
と
は
り
き

っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
八
月
二
十
六
日
の
秋
祭
り

に
は
、
上
町
若
衆
の
人
達
が
祭
り
の

笛
、
太
鼓
と
演
芸
で
お
祭
り
気
分
を

盛
り
あ
げ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か

「
市
内
の
個
人
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ

な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
自
主
的
に
考

え
た
こ
と
を
持
ち
よ
っ
て
、
訪
れ
て

く
れ
ま
す
」
と
井
口
院
長
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
善
意
に
感
謝
し
て
い

ま
し
た
。

い　。　ライオンスがカーブミラー切清掃

わ　r　＿　　　　　　　　＿
れまフイオンズクラブは・〕のほど・市

るた内に設置されているカーブミラー
と散の清掃を、ひとつひとつ交通安全
つ髪の願いをこめて行いました．
い　お

こ
れ
か
ら
は
時
々

　
訪
れ
ま
す

　
こ
れ
か
ら
、
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘

と
の
付
き
合
い
を
始
め
よ
う
と
し
て

の
聯

　
　
　
　
　
　
　
板
場
ヒ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
土
市
第
二

　
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
の
寮
母
に
な
…

…
っ
て
二
十
一
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
老
人
の
世
話
を
し
な
が
ら
感
じ
る
…

｝
こ
と
は
、
老
人
達
は
、
お
金
や
食
べ
…

［
物
に
は
不
自
由
し
て
い
な
い
が
、
孤
㎜

｝
独
感
を
強
く
も
っ
て
い
ま
す
。
例
え
㎜

㎝
ば
、
精
神
的
な
こ
と
で
す
が
、
市
民
｛

…
の
方
か
ら
老
人
の
話
し
相
手
と
し
て
…

…
気
軽
に
施
設
に
寄
っ
て
欲
し
い
で
す
…

皿
ね
。

い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
ナ
ツ

メ
ロ
愛
好
会
（
根
津
高
明
会
長
）
は
、

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
去
る
七
月
十
八

日
（
日
曜
日
）
、
二
十
二
人
の
会
員

は
、
初
め
て
「
妻
有
荘
」
を
訪
れ
、

老
人
達
と
一
緒
に
声
の
続
く
限
り
歌

い
、
入
居
者
か
ら
や
ん
や
の
か
っ
さ

い
を
浴
び
ま
し
た
。
志
賀
益
蔵
さ
ん

の
「
ま
た
楽
し
い
歌
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
の
こ
と
ば
に
、
こ
れ
か

ら
は
ま
た
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
お

邪
魔
し
ま
す
と
約
束
し
ま
し
た
。

善
意
を
お
預
り
し
ま
す

ナ
ッ
メ
ロ
愛
好
会
が
妻
有
荘
を
訪

地
域
に
役
立
つ
一
員
で
あ
り
た
い

　
　
　
　
　
井
ロ
吉
清
㎜

　
　
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
院
長
　
｝

　
老
人
福
祉
施
設
の
社
会
化
が
進
ん
｝

だ
せ
い
か
、
妻
有
荘
も
開
放
的
で
明
…

る
く
な
っ
た
。
地
域
の
人
達
と
交
流
…

を
深
め
る
た
め
、
近
郷
農
家
の
畑
の
…

草
取
り
、
織
物
関
連
産
業
の
内
職
な
…

ど
の
軽
作
業
を
や
っ
て
い
る
が
、
今
㎜

後
も
老
人
に
適
し
た
作
業
等
を
や
り
、
…

地
域
に
役
立
ち
た
い
。

れ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
る
「
善
意
銀

行
」
で
し
た
。

こ
の
銀
行
は
、
昭
和

五
十
一
年
四
月
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、

み
な
さ
ん
の
善
意
を
お
預
り
し
、
必

要
に
応
じ
て
払
い
出
し
て
い
く
し
く

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
口
座
は
、
金

品
、
労
力
、
技
術
の
三
種
類
で
す
。

い
っ
て
み
れ
ば
、
み
な
さ
ん
と
、
ふ

れ
あ
い
を
求
め
て
い
る
人
と
の
つ
な

が
り
を
つ
く
る
パ
イ
プ
役
と
い
え
ま

す
。
善
意
銀
行
に
は
、
つ
ぎ
の
個
人

の
方
が
労
力
奉
仕
の
提
供
を
申
し
出

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
樋
ロ
ト
モ
イ
（
春
日
町
三
）
滝
沢

実
千
代
（
本
町
六
）
春
日
彦
太
郎
（
寿

町
四
）
村
山
知
子
（
池
ノ
平
）
小
林

正
（
稲
荷
町
四
）
。

福
祉
に
求
め
ら
れ
て
い

る
ふ
れ
あ
い
の
気
持

　
妻
有
荘
に
入
居
し
て
い
る
熊
倉
幸

平
さ
ん
は
、
お
ば
あ
さ
ん
を
亡
く
し

て
か
ら
、
福
祉
と
い
う
も
の
を
考
え

直
し
た
ん
で
す
よ
。
　
「
お
金
じ
ゃ
な

い
、
福
祉
に
は
、
精
神
的
な
も
の
が

だ
い
じ
だ
と
ね
」
。
熊
倉
幸
平
さ
ん
の

お
っ
し
ゃ
る
精
神
的
な
も
の
と
は
、

市
民
み
ん
な
の
あ
た
た
か
い
ふ
れ
あ

い
の
気
持
な
の
で
す
。

　
福
祉
に
は
、
こ
の
人
と
人
と
の
あ

た
た
か
い
つ
な
が
り
が
必
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
…
市
社
会
福
祉
大
会
に
ご
参
加
を
…
…

灘
祠
鶉
蜘
㊨
午
後
、
時
㎜

函
　　　　　　古くなったネクタイは、広げて縫い合わせると円型のクッションに。思わぬ模様が生まれます
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フラワーボックスに咲き誇
る草花を、根こそぎ引き抜
く心ない市民もいるが、小
林さんのように誰れに頼ま
れた訳でもないのに、早朝
フラワーボックスに水をや
り、愛情をもって管理する
人もいる一。

感
心
な
人
達
だ

岡
村
　
隆

　
　
十
日
町
駅

　
　
首
席
助
役

　
十
日
町
の
表
玄
関
で
あ
る
駅
の
清
掃

「
三
番
ホ
ー
ム
の
花
壇
づ
く
り
、
待
合
室

の
ガ
ラ
ス
み
が
き
等
」
を
長
年
や
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
が
感
心
な
人
達
だ
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
各
自
用
具
を
持
ち

よ
り
、
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
が
、

私
た
ち
の
職
場
も
い
い
面
で
感
化
を
受

け
て
い
る
。
近
く
局
長
表
彰
を
上
申
す

る
予
定
。
ま
た
、
中
条
駅
の
清
掃
は
中

条
老
人
ク

フ
ブ
が
、
水
沢
駅
は
水
沢
老

人
会
が
無
料
奉
仕
し
て
い
る
こ
と
も
聞

い
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
人
達
に
は
感
謝
し
ま
す

が
、
や
は
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
公

共
施
設
を
汚
さ
ず
、
大
切
に
使
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

　
奉
仕
の
輪
を
広
げ
よ
う

　
上
新
田
こ
ど
も
会
は
、
遊
び
場
の
作

業
を
通
し
て
、
き
ょ
う
一
日
の
計
画
を

話
し
合
い
、
友
情
と
連
帯
の
輪
を
広
げ

て
い
る
。
願
わ
く
ば
、
こ
ん
な
奉
仕
の

輪
が
市
内
の
こ
ど
も
達
に
も
広
ま
っ
て

欲
し
い
も
の
だ
。

山
内
忠
雄

　
　
L
新
田

新保広大寺踊りを練習
　下条小学校（斉藤正夫校長・児童
364人）は、郷土芸能を守り育てよ

うと、保存会の人達の指導で、新保

広大寺踊りに励んでいます。
　消えゆく、3・るさとの踊りを守ろ

う一。こんな願いが父兄、先生、こ

どもとのふれあいをとおして、大
きく．3・くらみ、地域に踊りの輪を

広めています。保存会の人達も、こ

ども達のなかから後継者が育って
くれることに期待をかけています。

（第3種郵便物認可）昭和51年8月10日

》鯨
商

ミ

蓄
　
～ ン

寄9

》ρ ♪＝’

端
，
ゴ

’
o

　　　　ヤ概
　　箔

　　　　♪こ・

　　　　◎象・

ボランティア活動

奉
仕
活
動
を
続
け
る

郷
愛
グ
ル
ー
プ

　
毎
月
第
一
・
第
三
日
曜
日
の
朝
、

十
日
町
駅
ホ
ー
ム
の
清
掃
や
待
合
室

の
ガ
ラ
ス
ふ
き
を
黙
々
と
や
っ
て
い

る
十
五
人
の
グ
ル
ー
プ
が
い
ま
す
。

こ
の
若
者
達
は
郷
愛
グ
ル
ー
ブ
（
根

津
健
治
会
長
）
と
い
っ
て
、
そ
の
名

の
と
お
り
、
　
「
少
し
で
も
郷
土
を
愛

そ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で

昭
和
四
十
年
に
結
成
。
織
物
関
係
の

職
場
に
働
く
二
十
歳
前
後
の
若
者
を

中
心
に
す
で
に
十
年
余
り
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
駅

の
清
掃
は
“
市
の
表
玄
関
を
き
れ
い

に
、
初
め
て
ま
ち
を
訪
れ
る
人
に
良

い
印
象
を
”
こ
ん
な
純
粋
な
気
持
が

ひ
と
つ
に
ふ
く
ら
ん
で
奉
仕
を
続
け

て
い
る
も
の
で
す
。
同
グ
ル
ー
プ
は
、

さ
ら
に
道
路
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
み
が

き
や
神
社
の
花
壇
づ
く
り
な
ど
地
域

の
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
砂
畑
真
砂
江
、
蕪
木
孝
平
、

山
本
栄
美
、
羽
鳥
明
、
善
財
孝
さ
ん

は
「
今
で
は
、
す
っ
か
り
習
慣
と
な

り
、
毎
月
第
一
・
第
三
日
曜
日
が
楽

し
み
で
す
」
と
少
し
も
誇
ら
ず
静
か

な
口
調
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

漁

P曇

腰
い
持
参
し
た
洗
荊
ス
ブ
レ
ー
を
用
い
て

…
十
日
町
駅
待
合
室
の
ガ
ラ
ス
ふ
き
を

…
す
る
郷
愛
グ
ル
ー
プ

10年前から、自分達が遊び

場にしている神社や、遊園

地の清掃を続けている上新

田こども会。

遊
び
場
の
清
掃
を
続
け
て

い
る
上
新
田
こ
ど
も
会

　
こ
の
と
こ
ろ
、
日
中
の
う
だ
る
よ

う
な
暑
さ
に
く
ら
べ
、
早
朝
は
、
心

が
洗
わ
れ
る
ほ
ど
す
が
す
が
し
い
。

「
自
分
達
の
遊
び
場
は
自
分
達
の
手

で
き
れ
い
に
し
よ
う
」
と
上
新
田
の

こ
ど
も
会
（
山
内
勝
利
君
ほ
か
二
十

四
人
の
下
条
小
学
校
児
童
た
ち
）
は
、

毎
日
曜
日
の
午
前
六
時
半
に
な
る
と

自
分
達
の
遊
び
場
の
神
社
や
遊
園
地

の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ど
も

達
が
自
発
的
に
は
じ
め
た
遊
び
場
の

清
掃
は
地
域
の
人
達
か
ら
も
喜
ば
れ

す
で
に
十
年
余
り
も
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

愛
宕
山
の
桜
を
育
て

　
て
二
十
五
年

　
市
街
地
の
東
側
丘
陵
地
に
あ
る
愛

宕
山
は
、
春
の
桜
祭
り
や
四
季
を
通

し
て
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
市
民
の

間
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

愛
宕
山
に
桜
の
木
を
植
え
、
り
っ
ぱ

な
桜
並
木
に
育
て
あ
げ
た
人
は
、
関

口
太
郎
右
衛
門
さ
ん
（
川
原
町
）
で

す
。
関
口
さ
ん
は
、
現
在
も
早
朝
の

五
時
頃
に
は
愛
宕
山
に
行
き
草
な
ぎ

や
降
雪
時
の
雪
囲
い
な
ど
無
料
奉
仕

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
桜
祭
り
の

準
備
や
後
か
た
ず
け
に
は
東
部
自
衛

団
の
方
々
も
無
料
奉
仕
し
て
く
れ
ま

す
。　

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に

　
水
を
や
る
小
林
さ
ん

　
諏
訪
神
社
参
道
に
市
の
花
「
山
つ

つ
じ
」
百
七
十
本
を
無
償
で
植
え
た

小
林
清
三
郎
さ
ん
は
、
本
町
通
り
の

商
店
街
に
並
べ
ら
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
水
や
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

同
ボ
ッ
ク
ス
の
花
は
、
町
内
の
人
た

ち
が
目
ざ
め
る
頃
、
生
々
と
よ
み
が

え
っ
て
い
ま
す
。

小林清三郎

　本町二r目

宮
本
公
園
の
清
掃
を

　
続
け
る
宮
入
さ
ん

　
早
朝
の
五
時
頃
、
宮
本
公
園
を
き

れ
い
に
す
る
と
、
諏
訪
神
社
の
清
掃

に
と
り
か
か
る
宮
入
国
治
さ
ん
（
宮

下
東
）
は
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
清

掃
を
欠
か
さ
な
い
。
こ
の
奉
仕
が
日

課
で
あ
り
、
清
掃
の
終
わ
っ
た
後
、

宮
入
さ
ん
の
一
日
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

こ
の
宮
入
さ
ん
の
無
料
奉
仕
は
五
年

前
か
ら
続
け
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の

人
達
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
欝
畿
騨
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮

1夏休みは、ちょっとの気のゆるみから、事故が起こりがち一残された期間中、子どもを非行や事故から守り、元気で新学期を迎えましょう。

“

級

｝
　
　
砂
∵

（第3種郵便物認可）昭和51年8月10日とお』げ夢豊

わ④
軸
・旛

臼ひジ

　
　
　
⑦
、

戸
5（

¶
　
　
　
　
、
○

　
．
一
畠
　
￥

　
b
∀
G

塾
質息、

21

乖
＠

隔
へ
鍛

老
人
ク
ラ
ブ
も
草
取
り
奉
仕

老
人
ク
ラ
ブ
「
山
本
千
歳
会
」
（
桑
原
庄
吉
会
長
）
は
、
こ
の
ほ

ど
、
千
歳
公
園
の
草
取
り
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
千
歳

会
の
会
員
た
ち
は
、
社
会
に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
を
し
た

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
公
園
の
草
取
り
が
計
画
さ
れ
た
も
の
。

作
業
は
手
ぎ
わ
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
作
業
途
中
の
ひ
と
休
み
を
ス
ナ
ッ
プ
。

散
髪
奉
仕
で
五
年
の
付
き
合
い

　
理
容
師
二
十
五
人
の
グ
ル
ー
プ
「
ク

ラ
ブ
ス
会
」
が
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘

と
の
付
き
合
い
を
始
め
て
も
う
五
年

近
く
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
理

容
師
組
合
青
年
部
の
方
々
が
お
よ
そ

十
五
年
位
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
、
お
盆
と
正
月
前
に
こ
こ
を

訪
ね
て
老
人
達
の
散
髪
を
し
て
い
ま

す
。
散
髪
の
終
わ
っ
た
老
人
は
さ
っ

ぱ
り
と
き
れ
い
に
な
っ
て
気
持
よ
さ

そ
う
で
す
。
老
人
達
に
「
も
う
す
ぐ

ト
コ
屋
さ
ん
が
き
て
く
れ
ま
す
よ
、

と
い
う
と
み
ん
な
ニ
ッ
コ
リ
す
る
ん

で
す
ね
。
」
と
寮
母
の
滝
沢
さ
ん
は
話

クラブス会の散髪奉仕のおかげで、さ

っぱりした顔で、お盆が迎えられると

喜ぶ老人たち一。

し
て
く
れ
ま
し
た
。

願
い
し
ま
す
よ
と
い
わ
れ
る
と
つ

う
れ
し
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
」

と
高
橋
早
苗
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
と
は
り
き

っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
八
月
二
十
六
日
の
秋
祭
り

に
は
、
上
町
若
衆
の
人
達
が
祭
り
の

笛
、
太
鼓
と
演
芸
で
お
祭
り
気
分
を

盛
り
あ
げ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か

「
市
内
の
個
人
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ

な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
自
主
的
に
考

え
た
こ
と
を
持
ち
よ
っ
て
、
訪
れ
て

く
れ
ま
す
」
と
井
口
院
長
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
善
意
に
感
謝
し
て
い

ま
し
た
。

い　。　ライオンスがカーブミラー切清掃

わ　r　＿　　　　　　　　＿
れまフイオンズクラブは・〕のほど・市

るた内に設置されているカーブミラー
と散の清掃を、ひとつひとつ交通安全
つ髪の願いをこめて行いました．
い　お

こ
れ
か
ら
は
時
々

　
訪
れ
ま
す

　
こ
れ
か
ら
、
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘

と
の
付
き
合
い
を
始
め
よ
う
と
し
て

の
聯

　
　
　
　
　
　
　
板
場
ヒ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
土
市
第
二

　
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
の
寮
母
に
な
…

…
っ
て
二
十
一
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
老
人
の
世
話
を
し
な
が
ら
感
じ
る
…

｝
こ
と
は
、
老
人
達
は
、
お
金
や
食
べ
…

［
物
に
は
不
自
由
し
て
い
な
い
が
、
孤
㎜

｝
独
感
を
強
く
も
っ
て
い
ま
す
。
例
え
㎜

㎝
ば
、
精
神
的
な
こ
と
で
す
が
、
市
民
｛

…
の
方
か
ら
老
人
の
話
し
相
手
と
し
て
…

…
気
軽
に
施
設
に
寄
っ
て
欲
し
い
で
す
…

皿
ね
。

い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
ナ
ツ

メ
ロ
愛
好
会
（
根
津
高
明
会
長
）
は
、

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
去
る
七
月
十
八

日
（
日
曜
日
）
、
二
十
二
人
の
会
員

は
、
初
め
て
「
妻
有
荘
」
を
訪
れ
、

老
人
達
と
一
緒
に
声
の
続
く
限
り
歌

い
、
入
居
者
か
ら
や
ん
や
の
か
っ
さ

い
を
浴
び
ま
し
た
。
志
賀
益
蔵
さ
ん

の
「
ま
た
楽
し
い
歌
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
の
こ
と
ば
に
、
こ
れ
か

ら
は
ま
た
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
お

邪
魔
し
ま
す
と
約
束
し
ま
し
た
。

善
意
を
お
預
り
し
ま
す

ナ
ッ
メ
ロ
愛
好
会
が
妻
有
荘
を
訪

地
域
に
役
立
つ
一
員
で
あ
り
た
い

　
　
　
　
　
井
ロ
吉
清
㎜

　
　
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
院
長
　
｝

　
老
人
福
祉
施
設
の
社
会
化
が
進
ん
｝

だ
せ
い
か
、
妻
有
荘
も
開
放
的
で
明
…

る
く
な
っ
た
。
地
域
の
人
達
と
交
流
…

を
深
め
る
た
め
、
近
郷
農
家
の
畑
の
…

草
取
り
、
織
物
関
連
産
業
の
内
職
な
…

ど
の
軽
作
業
を
や
っ
て
い
る
が
、
今
㎜

後
も
老
人
に
適
し
た
作
業
等
を
や
り
、
…

地
域
に
役
立
ち
た
い
。

れ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
る
「
善
意
銀

行
」
で
し
た
。

こ
の
銀
行
は
、
昭
和

五
十
一
年
四
月
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、

み
な
さ
ん
の
善
意
を
お
預
り
し
、
必

要
に
応
じ
て
払
い
出
し
て
い
く
し
く

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
口
座
は
、
金

品
、
労
力
、
技
術
の
三
種
類
で
す
。

い
っ
て
み
れ
ば
、
み
な
さ
ん
と
、
ふ

れ
あ
い
を
求
め
て
い
る
人
と
の
つ
な

が
り
を
つ
く
る
パ
イ
プ
役
と
い
え
ま

す
。
善
意
銀
行
に
は
、
つ
ぎ
の
個
人

の
方
が
労
力
奉
仕
の
提
供
を
申
し
出

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
樋
ロ
ト
モ
イ
（
春
日
町
三
）
滝
沢

実
千
代
（
本
町
六
）
春
日
彦
太
郎
（
寿

町
四
）
村
山
知
子
（
池
ノ
平
）
小
林

正
（
稲
荷
町
四
）
。

福
祉
に
求
め
ら
れ
て
い

る
ふ
れ
あ
い
の
気
持

　
妻
有
荘
に
入
居
し
て
い
る
熊
倉
幸

平
さ
ん
は
、
お
ば
あ
さ
ん
を
亡
く
し

て
か
ら
、
福
祉
と
い
う
も
の
を
考
え

直
し
た
ん
で
す
よ
。
　
「
お
金
じ
ゃ
な

い
、
福
祉
に
は
、
精
神
的
な
も
の
が

だ
い
じ
だ
と
ね
」
。
熊
倉
幸
平
さ
ん
の

お
っ
し
ゃ
る
精
神
的
な
も
の
と
は
、

市
民
み
ん
な
の
あ
た
た
か
い
ふ
れ
あ

い
の
気
持
な
の
で
す
。

　
福
祉
に
は
、
こ
の
人
と
人
と
の
あ

た
た
か
い
つ
な
が
り
が
必
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
…
市
社
会
福
祉
大
会
に
ご
参
加
を
…
…

灘
祠
鶉
蜘
㊨
午
後
、
時
㎜

函
　　　　　　古くなったネクタイは、広げて縫い合わせると円型のクッションに。思わぬ模様が生まれます



O
O
℃

22）とお∬夢豊

㊨劣

方

　
　
　
日
頃
、
思
っ
て
い
る
こ
と
、
感
じ
て
い

　
　
る
こ
と
を
詩
や
俳
旬
、
。
川
柳
に
ま
と
め
て

　
　
み
ま
せ
ん
か
ー
　
こ
の
欄
に
発
表
の
場
を

　
　
設
け
ま
し
た
。
企
画
財
政
課
企
画
広
報
係

　
　
（
曾
七
i
三
一
　
↓
番
）
へ
ど
し
ど
し
投
稿

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

斉木スミエ

　南鐙坂

盆
詣
り

　
腰
曲
げ
て
来
る

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
へ

　　2千年ハス
　パスの花は、仏教に結び

ついて、極楽浄土の花、冥
土の花とされている。

　ハス博士として親しまれ

た大賀一郎博士が、千葉県
検見川の草炭層の地中から
苦心の末、古代ハスの実を
発掘、発芽に成功された。
その2000年パスの一部が吉
田宝泉寺の境内に、ところ
せましと可れんな花を咲か
せている。

も
の
は
何
ん
で
も
材
料
に
し
て

夢
中
で
作
っ
て
い
る
昨
今
で
す
。

　　商店数は967店
　大型店対策などで、市内の商店は活発

な動きをみせていますが、市商工課では、

このほど昭和51年商業統計調査の結果を

まとめました。

今回の調査によると卸売業、小売業、飲

食店を合わせた市内の商店数は967店・従

業者数は4，291人、年間販売額は1，365億

9，319万円でした。

　これを昨年に比べると、卸売業、小売

業、飲食店とも商店数、従業者数は若干

の増加を示し、年間販売額については小

売業、飲食店がそれぞれ48．5％、32・5％

の伸びを示しました。しかし、総年間販

売額の80％を占める卸売業は16．0％と比

較的小幅な伸びにとどまりました。

藪食店卸売業
87店　　005店
　　　　00％
20％

　　967店
　　　000％

小売業
675店70％

小売業
商店数 従業者数 年間販売額

51　年 675店 2，532人 2，495，620

49　年 鰯 2，408 1，680，456

増減数 9 124 815，164

増減率（㈲ 1．4 5．2 48．5

飲食店
商店数 従業者数 年間販売額

51　年 187店 637人 221，790再

49　年 176 621 167，3（マ

増減数 11 16 54，423

増減率（％） 6．3 2．6 32．5

（第3種郵便物認可）昭和51年8月10日

朝
の
町

人
の
ま
ば
ら
な
朝
の
町

リ
ヤ
カ
ー
を
引
く
野
菜
売
り
の
お

ば
あ
さ
ん
。

ぺ
た
ぺ
た
、
ぺ
た
ぺ
た
黒
い
足

母
の
足
を
思
い
出
す

「
枝
豆
は
い
ら
ん
か
ね
」

も
ぎ
た
て
の
茄
子
に
キ
ュ
ウ
リ

つ
や
つ
や
と
さ
わ
や
か
な
朝
日
に

光
る
。

山田ヨキ
東枯木又

　
昨
年
二
月
、
東
枯
木
又
地
域
に
俳

句
の
グ
ル
ー
プ
が
生
れ
ま
し
た
。
私

も
仲
間
入
り
し
、
初
め
て
作
っ
て
み

ま
し
た
。
俳
句
が
こ
ん
な
に
楽
し
い

も
の
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
農

作
業
の
か
た
わ
ら
、
身
の
ま
わ
り
の

生
の
声
を
市
政
に
反
映

　
　
　
※
た
く
さ
ん
の
声
、
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
f
望
ら
に
市
民
の
み
き
ん

　
　
　
　
　
　
驚
．
物
　
の
た
－
－
ん
の
声
や
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
民

　
　
　
　
誕

斉木妾季，ん生

（落之水）長女

　
県
立
十
日
町
病
院
の
新
生
児
室
は
、

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
で
い
っ
ば
い
。

　
暑
さ
を
吹
っ
と
ば
す
か
の
よ
う
に

大
声
で
泣
い
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
も
い

ま
し
た
。

　
八
月
二
日
に
誕
生
し
た
斉
木
文
夫

さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
看
護
婦
さ
ん

ら
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
お
目
々
を

あ
け
た
り
、
つ
ぶ
っ
た
り
忙
が
し
そ

う
。　

側
で
見
守
る
お
母
さ
ん
も
、
い
か

に
も
う
れ
し
そ
う
に
目
を
細
め
て
い

ま
し
た
。

　
現
在
、
十
日
町
病
院
で
は
、
月
に

七
十
人
近
く
新
生
児
が
誕
生
し
て
お

り
、
年
間
通
せ
ば
女
の
子
が
多
い
と

の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
～
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
市
で
は
、
積
極
的
に
地
域
住
民
の

な
か
に
と
び
込
ん
で
、
市
民
の
意
見

や
要
望
を
聞
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ

た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
市
役
所
各

出
張
所
に
行
政
相
談
窓
口
を
開
設
し

住
民
の
生
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
努
力
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

市
民
相
談
窓
ロ
の
ご
利
用
を

　
こ
の
ほ
ど
、
昭
和
五
十
年
度
の
市

民
相
談
利
用
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
一
年
間
、
市
民
相
談
で
取

扱
っ
た
総
件
数
は
、
七
百
五
十
五
件

で
昨
年
よ
り
四
百
件
も
増
え
て
い
ま

す
。
内
訳
は
、
別
表
の
と
お
り
、
相

談
、
要
望
、
照
会
、
苦
情
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。
市
民
相
談
窓
口
で
は
、

最
も
多
い
道
路
関
係

　
市
政
に
関
す
る
相
談
で
最
も
多
い

も
の
は
、
市
道
関
係
で
百
三
件
と
大

幅
に
ふ
え
ま
し
た
。
つ
い
で
、
交
通

事
故
七
十
四
件
、
福
祉
関
係
四
十
三

件
、
年
金
三
十
四
件
と
続
き
境
界
確

認
、
保
育
所
入
所
、
水
道
料
金
問
題

等
意
見
、
要
望
も
多
岐
に
わ
た
り
ま

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
遺
産
相
続
、
家
庭
問

題
等
の
生
活
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
、
私
事
に
つ

い
て
の
相
談
は
、
市
が
直
接
解
決
に

あ
た
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

法
律
や
実
例
を
紹
介
し
、
当
事
者
の

話
し
合
い
で
解
決
で
き
る
よ
う
助
言

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
◎赤

糞

　
だ
れ
で
も
困
っ
て
い
る
こ
と
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
あ
る
も
の
で
す
。

　
そ
ん
な
方
は
、
お
た
よ
り
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
奮
七
⊥
一
二
一
一
番
。

な
お
、
直
接
お
出
か
け
い
た
だ
く
場

合
、
本
庁
及
び
出
張
所
等
の
市
民
相

談
窓
ロ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

㈲
　
　
　
　
灰
は
収
集
し
て
く

　
　
　
　
れ
な
い
の
か
…

　
間
私
の
家
の
前
に
あ
る
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
車
が
過
ぎ
去
っ

た
後
、
灰
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
一
個
の
袋
だ
け
残
さ
れ
た
ー
。

灰
等
は
収
集
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
市
民
）

　
答
早
速
、
衛
生
施
設
組
合
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
不
燃
物
と
可

燃
物
を
分
け
て
収
集
す
る
分
別
収
集

を
や
っ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
、
そ
の

日
は
可
燃
物
の
収
集
日
で
あ
っ
た
の

で
、
収
集
し
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
灰
は
、
不
燃
物
の
収
集
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
夏
は
水
分
の

多
い
ご
み
が
多
く
出
さ
れ
ま
す
が
、

十
分
水
切
り
を
し
て
か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
収
集
後
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃

な
ど
町
内
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

8月の草花
蟹r作業鉢植え春花壇用一年草の

タネまき、花壇や鉢植えの潅水・

秋植え球根の植えつけ準備・ダ

　リアとサルビアの切りもどし、

小ギクの玉づくりの最終摘心・

ポインセチアのさし芽と鉢上げ、

ハイドランジアの手入れ、ハボ

1タンの移植と害虫駆除、夏花壇

1の手入れ

－台風の季節です一一一備えを万全に。

ごご　ひ　
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色
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成
し
ま
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し
た
。
し
っ
か
り
し
た
公
害
発
　
㎜

　
　
　
　
　
生
防
止
対
策
は
、
市
民
に
対
す
㎜

　
　
　
　
　
る
将
釆
に
向
っ
て
の
衛
生
思
想
㎜

帥
　
　
　
　
　
の
確
立
が
最
も
大
切
と
考
え
ま
㎜

　
　
　
　
　
す
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㎜

曝諭
掃
舞

　
　
　
　
　
　
こ
ど
も
達
の
遊
び
場
が
近
く

　
　
　
　
　
　
に
な
い
た
め
、
遊
び
場
に
不
自

　
　
　
　
　
　
由
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
小

　
　
　
　
　
　
学
生
が
夏
休
み
等
で
交
通
公
園

．

繍
　
　
　
　
　
に
行
く
場
合
、
保
護
者
同
伴
以
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
外
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
れ
は
、
安
全
面
か
ら
の
措
置
で
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
や
む
を
得
な
い
が
、
近
く
に
遊
び
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
場
が
確
保
さ
れ
る
な
ら
こ
ど
も
㎜

闘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
達
が
ど
ん
な
に
か
喜
ぶ
こ
と
で
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
し
よ
ケ
D
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
そ
の
面
で
、
十
日
町
公
園
の
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
早
期
完
成
を
望
み
ま
す
。
降
雪
…

　
　
　
　
肖
時
、
本
町
通
り
は
除
雪
さ
れ
て
…

　
　
　
　
　
　
い
て
も
、
裏
通
り
は
、
圧
雪
の
　
㎜

　
　
　
　
　
た
め
、
道
路
の
接
続
部
は
、
段
㎜

　
　
　
　
　
差
が
い
ち
じ
る
し
く
、
老
人
や
㎜

　
　
　
　
　
　
こ
ど
も
の
通
行
に
キ
ケ
ン
で
す
。

嬉喋．

Q
慕

J
c
青
年
の
船
に
参
加
し
コ

私
は
、
J
C
団
員
、
外
国
の
招
聰
青
年
ら
と
去
る
六
月
七

日
、
青
年
の
船
に
乗
船
し
、
目
的
地
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
香
港

を
み
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
青
年
の
船
と
い
う
団
体
生
活

を
と
お
し
て
、
感
じ
た
こ
と
を
若
干
述
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
、
協
調
性
、
積
極
性
、
時
間
の
厳
守
等
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
日
本
を
離
れ
た
と
こ
ろ

で
、
日
本
の
若
者
が
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
国
を
愛
す
る
に
は
、
近
隣
を
愛
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
人
間
は
ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
い
い
か
ら
、
希
望
や
目

的
を
持
ち
、
求
め
る
心
と
正
し
い
信
念
に
基
づ
き
、
目
標
達

成
に
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
「
失
敗
を
恐
れ
ず
努
力
し
よ
う
」
と
い
う
言
葉
を
信
じ

て
い
ま
す
。
青
少
年
の
み
な
さ
ん
、
地
域
活
動
や
団
体
活
動

　
”
今
の
若
者
は
4
と
い
わ
れ
る
昨
今
で
す
が
、
市
政
に

つ
い
て
、
市
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
若
者
は
た
く
さ

ん
い
ま
す
ー
。
自
分
達
の
住
む
地
域
社
会
が
か
か
え
て
い
る

間
題
等
を
市
を
ま
じ
え
て
、
研
究
、
討
議
す
る
こ
と
に
よ
り
、

現
在
の
十
日
町
、
ひ
い
て
は
明
日
の
十
日
町
市
発
展
の
一
端

を
担
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
…
と
い
う
発
想
か
ら
、
昨
年
の

十
一
月
、
若
者
だ
け
の
手
で
行
わ
れ
た
青
年
識
会
i
。
は
じ

め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
の
間
題
提
起
が
だ
さ

れ
ま
し
た
。
青
年
議
会
を
主
催
し
た
青
少
年
連
絡
協
議
会
（
会

長
丸
山
実
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
青
年
議
会
の
記
録
を
発
行
し
、

今
後
の
継
続
発
展
の
方
途
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
年
議
員
と
し
て
、
発
言

し
た
お
二
人
か
ら
、
十
日

町
市
発
展
の
感
想
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
政
に
望
む
こ
と

　
青
年
議
会
を
と
お
し
て

気
づ
い
た
こ
と
は
、
私
が

質
問
す
る
場
合
で
も
、
自

分
の
周
囲
の
生
活
共
同
体

（
町
内
、
部
落
等
）
は
、

あ
る
程
度
人
間
性
ま
で
理

艦一灘欝防除は
1いもち病菌は、出穂後20日まで侵人します。穂首

いもち病防除でとどめをさしてください。穂首い

もち病の防除はいまが適期です。（市防除協議会）

　　　　穂首いもち病防除旬間

匿1騎欝捌燭婁翻
　1　農　　薬iヒノザン粉剤　　また墜　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　カスフブサイド粉剤
　　　　　　　　　　　　　し 　　　　 じ　　 　　　 　　

壱麟鵬オーム暮らしの圏

　衣服はリフォームしましょう。寿命がのびるば

かりでなく、最後まで使えます。たとえば和服の

場合、いたんだ部分を除いて、寝具、座ぶとん、

風呂敷、袋物、腰ひもなどに十分役立ちます。

　　　すすぎの効果は最初の3分

　洗たく機のすすぎは、ためすすぎなら3分を2回、

流しっぱなしなら3分から5分。水が澄んだら終わ

りのサイン。これ以Lすすいでも、あまり効果は

なく、泡が残っていても布地はいためません。洗

たく用水は、家庭でいちばん多く使われ、全使閑

量の％。すすぎのムダをなくしましょう・

　つぎの日程で昭和町2、3、4r目、泉町が交通規箒

になりますので、ご協力ください。

　8月25日　午後1時～午後11時まで

　8月26日　午前10時～午後11時まで

　8月27日　　午前10時～午後10時まで

な
ど
に
参
加
し
、
自
分
を
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
必
ず
、
何
か
つ
か
む

＼
豪
で
き
る
で
し
ょ
主

　
虫
歯
の
な
い
母
子
を
表
彰

　
市
で
は
、
去
る
七
月
二
十
九
日
母

子
と
も
に
虫
歯
の
な
か
っ
た
、
一
組
の

方
を
表
彰
し
ま
し
た
。
昨
年
の
三
歳

児
検
診
者
ヒ
百
五
十
人
中
六
百
六
十

五
人
が
虫
歯
で
し
た
。
虫
歯
の
な
い

八
十
五
人
の
こ
ど
も
の
お
母
さ
ん
を

金
子
弥
生
・
朱
蔓
ち
ゃ
ん
（
上
川
町
）

解
で
き
る
も
の
の
、
市
の
中
心
部
か

ら
一
歩
離
れ
た
部
落
の
人
達
の
心
理

状
態
を
つ
か
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
、

過
疎
、
農
業
の
あ
り
方
、
冬
季
医
療

　
　
　
　
　
　
夫
田

　
　
　
　
　
　
道
新

　
　
　
　
　
　
　
“
軒

　
　
　
　
　
　
．
　
」
五

　
　
　
　
　
　
　
田

問
題
、
公
害
対
策
問
題
等
の
話
も
関

連
性
が
な
い
も
の
に
終
わ
り
が
ち
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
い
っ
た

人
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
り
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

と
も
す
る
と
、
閉
鎖
的
に
な
り
が
ち

な
市
艮
性
で
す
が
、
市
民
ひ
と
り
ひ

と
り
が
話
し
合
い
の
機
会
を
み
つ
け
、

ま
た
、
市
政
に
た
ず
さ
わ
る
人
達
も
、

そ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
す
す
ん
で
つ

く
り
だ
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
、
市
政
を
積
極
的
に
考
え

て
い
く
ひ
と
り
に
な
り
た
い
と
考
え

ま
す
。わ

石
　
び
・
骨
劇
歪

㊤
　
　
　
　
　
　
　
ウ
3

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
田

　
　
　
　
　
　
　
シ
噺

　
　
　
　
　
　
　
藤
師

　
　
　
　
　
　
　
近
四

暑
い
季
節
に
家
庭
で
喜
ば
れ
る
料

理
は
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
、
市
報
七
月
号
の
企
画
「
わ
が

家
の
自
慢
料
理
」
に
出
て
い
た
庭
野

春
枝
さ
ん
の
「
春
雨
の
冷
し
鉢
」
の

記
事
を
読
み
、
早
速
実
行
し
て
み
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
感
じ
た
こ
と
を
若

調
べ
た
と
こ
ろ
、
母
子
と
も
虫
歯
の

な
い
人
は
、
わ
ず
か
に
二
組
で
し
た
。

金
子
弥
生
・
朱
実
ち
ゃ
ん
（
上
川

町
）
土
江
幸
チ
・
良
子
ち
ゃ
ん
（
峠
）

“
農
業
年
金
〃
第
囎
号

　
　
　
　
　
　
　
平

　
　
　
　
　
　
　
　
沢

　
　
　
　
　
　
　
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
黒

　
　
　
　
　
　
　
沢
、

　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
　
　
　
　
　
　
宮
，

　
市
の
農
業
委
員
会
の
勧
め
で
、
最

初
は
、
半
信
半
疑
で
掛
け
て
い
た
が
、

こ
の
ほ
ど
経
営
移
譲
の
手
続
を
し
た

と
こ
ろ
、
経
営
移
譲
年
金
が
い
よ
い

よ
貰
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
市
内
で
十
人
該
当
者
が
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
人
達
は
、
農
業
者
年

金
第
一
号
と
い
う
こ
と
で
す
。
年
金

額
は
二
十
万
円
ち
ょ
っ
と
で
す
が
、

「
加
入
し
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
家

内
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
市
民
一
体
で
明
日
の

　
十
日
町
を
考
え
よ
う

　
十
日
町
の
実
態
を
調
べ
、
市
当
局

と
討
論
し
た
青
年
議
会
を
機
会
に
今

ま
で
の
私
と
は
違
っ
た
十
日
町
の
見

方
、
考
え
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
の
身
の
囲
り
に

も
問
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

の
問
題
を
ひ
と
り
で
考
え
る
の
で
は

な
く
、
み
ん
な
で
解
決
策
を
話
し
合

う
機
会
が
で
き
ゐ
ら
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
京
平

　
　
　
　
　
　
　
身
中

　
　
　
　
　
　
鷲
尾

　
　
　
　
　
　
躍

　
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
い
も
の
で
す

が
、
こ
の
ま
ち
を
良
く
も
悪
く
も
で

き
る
の
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
考
え

方
次
第
だ
と
思
い
ま
す
ー
。
な
ぜ
か

こ
の
ご
ろ
こ
の
ま
ち
に
一
生
住
み
た

　
い
と
田
心
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
も
ま
ち
の
経
済
、
市
政
、

干
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
春
雨
の
冷

し
鉢
は
、
手
近
に
あ
る
材
料
で
簡
単

　
に
作
れ
て
、
見
た
目
も
き
れ
い
に
で

き
ま
し
た
。
主
人
か
ら
も
、
サ
ラ
ッ

と
し
た
舌
ざ
わ
り
で
ゴ
マ
油
の
香
り

が
食
欲
を
誘
う
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

バ
テ
気
昧
の
夏
の
お
惣
菜
と
し
て
、

　
わ
が
家
の
料
理
の
中
に
加
え
さ
せ
て

　
い
た
だ
く
つ
も
り
で
す
。

　
－
わ
が
家
の
自
慢
料
理
を
ご
紹
介
く

　
だ
さ
い
。
豪
華
で
難
か
し
い
料
理
よ
り
も
，

　
日
頃
こ
家
庭
で
食
べ
る
も
の
の
中
か
ら
、

　
簡
単
に
作
れ
て
、
家
族
や
来
客
か
ら
喜
ば

　
れ
る
科
理
を
お
待
ち
し
ま
す
。
連
絡
は
、

　
市
几
又
所
企
画
財
政
課
企
画
広
報
係
｛
曾
ヒ

　
ー
　
．
．
．
爵
｝
へ
）

ま
お
ま
ろ
尼

声．

薪
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
ー
を
か
つ
い
で

ま
ち
を
歩
い
て
み
た
。

そ
の
声
は
…
…

※
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
広
場
の
造
成
は
着
々
と
進
み
、

間
も
な
く
野
球
場
が
一
部
完
成
す

る
と
の
こ
と
。
い
ま
ま
で
施
設
の

不
足
等
か
ら
、
プ
レ
ー
で
き
な
か

っ
た
人
達
も
、
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
市
民
の
間
で
ス
ポ
ー
ツ
熱
が

益
々
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
（
三
十
歳
・
会
社
員
）

※
ご
み
の
出
し
方
が
悪
い
と
聞
い

て
い
る
が
、
私
の
町
内
で
は
、
ご

み
当
番
を
き
め
て
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
き
れ
い
に
し
て
い
る
。

や
っ
て
み
て
は
。

　
　
　
　
（
五
十
歳
・
主
婦
）

※
老
人
い
こ
い
の
家
の
機
能
を
備

え
た
公
民
館
の
建
設
は
、
年
々
進

め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
茶
の
間

と
し
て
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

郷
土
の
文
化
遺
産
を
展
示
す
る
郷

土
資
料
館
の
早
期
建
設
を
お
願
い

し
た
い
。
　
（
四
十
三
歳
・
商
業
）

福
祉
な
ど
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
自
分

の
立
場
を
み
つ
め
て
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
と
に
か
く
、
市
民
一
体
で

明
日
の
十
日
町
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
青
年
議
会
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、

私
に
は
、
こ
れ
か
ら
が
始
ま
り
で
す
。

わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん

　
　
　
田
村
明
蔓
（
．
二
歳
）

　
　
　
父
・
豪
司
（
昭
和
町
一

お
父
さ
ん
の
や
さ
し
い
と
こ
ろ
が

す
き
で
す
。
で
も
、
お
酒
の
ん
だ
と
き

と
き
ど
き
、
き
ら
い
に
な
り
ま
す
。

国■Dお儒顧のパフ纏・なんど城って使い2すが・初あとも携翻の靴み力勲して便利に鰍鶴



O
O
℃

22）とお∬夢豊

㊨劣

方

　
　
　
日
頃
、
思
っ
て
い
る
こ
と
、
感
じ
て
い

　
　
る
こ
と
を
詩
や
俳
旬
、
。
川
柳
に
ま
と
め
て

　
　
み
ま
せ
ん
か
ー
　
こ
の
欄
に
発
表
の
場
を

　
　
設
け
ま
し
た
。
企
画
財
政
課
企
画
広
報
係

　
　
（
曾
七
i
三
一
　
↓
番
）
へ
ど
し
ど
し
投
稿

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

斉木スミエ

　南鐙坂

盆
詣
り

　
腰
曲
げ
て
来
る

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
へ

　　2千年ハス
　パスの花は、仏教に結び

ついて、極楽浄土の花、冥
土の花とされている。

　ハス博士として親しまれ

た大賀一郎博士が、千葉県
検見川の草炭層の地中から
苦心の末、古代ハスの実を
発掘、発芽に成功された。
その2000年パスの一部が吉
田宝泉寺の境内に、ところ
せましと可れんな花を咲か
せている。

も
の
は
何
ん
で
も
材
料
に
し
て

夢
中
で
作
っ
て
い
る
昨
今
で
す
。

　　商店数は967店
　大型店対策などで、市内の商店は活発

な動きをみせていますが、市商工課では、

このほど昭和51年商業統計調査の結果を

まとめました。

今回の調査によると卸売業、小売業、飲

食店を合わせた市内の商店数は967店・従

業者数は4，291人、年間販売額は1，365億

9，319万円でした。

　これを昨年に比べると、卸売業、小売

業、飲食店とも商店数、従業者数は若干

の増加を示し、年間販売額については小

売業、飲食店がそれぞれ48．5％、32・5％

の伸びを示しました。しかし、総年間販

売額の80％を占める卸売業は16．0％と比

較的小幅な伸びにとどまりました。

藪食店卸売業
87店　　005店
　　　　00％
20％

　　967店
　　　000％

小売業
675店70％

小売業
商店数 従業者数 年間販売額

51　年 675店 2，532人 2，495，620

49　年 鰯 2，408 1，680，456

増減数 9 124 815，164

増減率（㈲ 1．4 5．2 48．5

飲食店
商店数 従業者数 年間販売額

51　年 187店 637人 221，790再

49　年 176 621 167，3（マ

増減数 11 16 54，423

増減率（％） 6．3 2．6 32．5

（第3種郵便物認可）昭和51年8月10日

朝
の
町

人
の
ま
ば
ら
な
朝
の
町

リ
ヤ
カ
ー
を
引
く
野
菜
売
り
の
お

ば
あ
さ
ん
。

ぺ
た
ぺ
た
、
ぺ
た
ぺ
た
黒
い
足

母
の
足
を
思
い
出
す

「
枝
豆
は
い
ら
ん
か
ね
」

も
ぎ
た
て
の
茄
子
に
キ
ュ
ウ
リ

つ
や
つ
や
と
さ
わ
や
か
な
朝
日
に

光
る
。

山田ヨキ
東枯木又

　
昨
年
二
月
、
東
枯
木
又
地
域
に
俳

句
の
グ
ル
ー
プ
が
生
れ
ま
し
た
。
私

も
仲
間
入
り
し
、
初
め
て
作
っ
て
み

ま
し
た
。
俳
句
が
こ
ん
な
に
楽
し
い

も
の
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
農

作
業
の
か
た
わ
ら
、
身
の
ま
わ
り
の

生
の
声
を
市
政
に
反
映

　
　
　
※
た
く
さ
ん
の
声
、
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
f
望
ら
に
市
民
の
み
き
ん

　
　
　
　
　
　
驚
．
物
　
の
た
－
－
ん
の
声
や
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
民

　
　
　
　
誕

斉木妾季，ん生

（落之水）長女

　
県
立
十
日
町
病
院
の
新
生
児
室
は
、

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
で
い
っ
ば
い
。

　
暑
さ
を
吹
っ
と
ば
す
か
の
よ
う
に

大
声
で
泣
い
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
も
い

ま
し
た
。

　
八
月
二
日
に
誕
生
し
た
斉
木
文
夫

さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
看
護
婦
さ
ん

ら
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
お
目
々
を

あ
け
た
り
、
つ
ぶ
っ
た
り
忙
が
し
そ

う
。　

側
で
見
守
る
お
母
さ
ん
も
、
い
か

に
も
う
れ
し
そ
う
に
目
を
細
め
て
い

ま
し
た
。

　
現
在
、
十
日
町
病
院
で
は
、
月
に

七
十
人
近
く
新
生
児
が
誕
生
し
て
お

り
、
年
間
通
せ
ば
女
の
子
が
多
い
と

の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
～
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
市
で
は
、
積
極
的
に
地
域
住
民
の

な
か
に
と
び
込
ん
で
、
市
民
の
意
見

や
要
望
を
聞
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ

た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
市
役
所
各

出
張
所
に
行
政
相
談
窓
口
を
開
設
し

住
民
の
生
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
努
力
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

市
民
相
談
窓
ロ
の
ご
利
用
を

　
こ
の
ほ
ど
、
昭
和
五
十
年
度
の
市

民
相
談
利
用
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
一
年
間
、
市
民
相
談
で
取

扱
っ
た
総
件
数
は
、
七
百
五
十
五
件

で
昨
年
よ
り
四
百
件
も
増
え
て
い
ま

す
。
内
訳
は
、
別
表
の
と
お
り
、
相

談
、
要
望
、
照
会
、
苦
情
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。
市
民
相
談
窓
口
で
は
、

最
も
多
い
道
路
関
係

　
市
政
に
関
す
る
相
談
で
最
も
多
い

も
の
は
、
市
道
関
係
で
百
三
件
と
大

幅
に
ふ
え
ま
し
た
。
つ
い
で
、
交
通

事
故
七
十
四
件
、
福
祉
関
係
四
十
三

件
、
年
金
三
十
四
件
と
続
き
境
界
確

認
、
保
育
所
入
所
、
水
道
料
金
問
題

等
意
見
、
要
望
も
多
岐
に
わ
た
り
ま

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
遺
産
相
続
、
家
庭
問

題
等
の
生
活
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
、
私
事
に
つ

い
て
の
相
談
は
、
市
が
直
接
解
決
に

あ
た
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

法
律
や
実
例
を
紹
介
し
、
当
事
者
の

話
し
合
い
で
解
決
で
き
る
よ
う
助
言

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
◎赤

糞

　
だ
れ
で
も
困
っ
て
い
る
こ
と
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
あ
る
も
の
で
す
。

　
そ
ん
な
方
は
、
お
た
よ
り
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
奮
七
⊥
一
二
一
一
番
。

な
お
、
直
接
お
出
か
け
い
た
だ
く
場

合
、
本
庁
及
び
出
張
所
等
の
市
民
相

談
窓
ロ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

㈲
　
　
　
　
灰
は
収
集
し
て
く

　
　
　
　
れ
な
い
の
か
…

　
間
私
の
家
の
前
に
あ
る
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
車
が
過
ぎ
去
っ

た
後
、
灰
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
一
個
の
袋
だ
け
残
さ
れ
た
ー
。

灰
等
は
収
集
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
市
民
）

　
答
早
速
、
衛
生
施
設
組
合
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
不
燃
物
と
可

燃
物
を
分
け
て
収
集
す
る
分
別
収
集

を
や
っ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
、
そ
の

日
は
可
燃
物
の
収
集
日
で
あ
っ
た
の

で
、
収
集
し
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
灰
は
、
不
燃
物
の
収
集
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
夏
は
水
分
の

多
い
ご
み
が
多
く
出
さ
れ
ま
す
が
、

十
分
水
切
り
を
し
て
か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
収
集
後
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃

な
ど
町
内
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

8月の草花
蟹r作業鉢植え春花壇用一年草の

タネまき、花壇や鉢植えの潅水・

秋植え球根の植えつけ準備・ダ

　リアとサルビアの切りもどし、

小ギクの玉づくりの最終摘心・

ポインセチアのさし芽と鉢上げ、

ハイドランジアの手入れ、ハボ

1タンの移植と害虫駆除、夏花壇

1の手入れ

－台風の季節です一一一備えを万全に。

ごご　ひ　
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が
必
要
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計
画
に
伴
い
、
仮
称
十
日
町
染
㎜

　
　
　
　
　
色
団
地
協
同
組
合
を
結
成
し
ま
㎜

　
　
　
　
　
し
た
。
し
っ
か
り
し
た
公
害
発
　
㎜

　
　
　
　
　
生
防
止
対
策
は
、
市
民
に
対
す
㎜

　
　
　
　
　
る
将
釆
に
向
っ
て
の
衛
生
思
想
㎜

帥
　
　
　
　
　
の
確
立
が
最
も
大
切
と
考
え
ま
㎜

　
　
　
　
　
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

曝諭
掃
舞

　
　
　
　
　
　
こ
ど
も
達
の
遊
び
場
が
近
く

　
　
　
　
　
　
に
な
い
た
め
、
遊
び
場
に
不
自

　
　
　
　
　
　
由
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
小

　
　
　
　
　
　
学
生
が
夏
休
み
等
で
交
通
公
園

．

繍
　
　
　
　
　
に
行
く
場
合
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同
伴
以
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
外
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
れ
は
、
安
全
面
か
ら
の
措
置
で
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
や
む
を
得
な
い
が
、
近
く
に
遊
び
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
場
が
確
保
さ
れ
る
な
ら
こ
ど
も
㎜

闘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
達
が
ど
ん
な
に
か
喜
ぶ
こ
と
で
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
し
よ
ケ
D
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
そ
の
面
で
、
十
日
町
公
園
の
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
早
期
完
成
を
望
み
ま
す
。
降
雪
…

　
　
　
　
肖
時
、
本
町
通
り
は
除
雪
さ
れ
て
…

　
　
　
　
　
　
い
て
も
、
裏
通
り
は
、
圧
雪
の
　
㎜

　
　
　
　
　
た
め
、
道
路
の
接
続
部
は
、
段
㎜

　
　
　
　
　
差
が
い
ち
じ
る
し
く
、
老
人
や
㎜

　
　
　
　
　
　
こ
ど
も
の
通
行
に
キ
ケ
ン
で
す
。

嬉喋．

Q
慕

J
c
青
年
の
船
に
参
加
し
コ

私
は
、
J
C
団
員
、
外
国
の
招
聰
青
年
ら
と
去
る
六
月
七

日
、
青
年
の
船
に
乗
船
し
、
目
的
地
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
香
港

を
み
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
青
年
の
船
と
い
う
団
体
生
活

を
と
お
し
て
、
感
じ
た
こ
と
を
若
干
述
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
、
協
調
性
、
積
極
性
、
時
間
の
厳
守
等
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
日
本
を
離
れ
た
と
こ
ろ

で
、
日
本
の
若
者
が
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
国
を
愛
す
る
に
は
、
近
隣
を
愛
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
人
間
は
ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
い
い
か
ら
、
希
望
や
目

的
を
持
ち
、
求
め
る
心
と
正
し
い
信
念
に
基
づ
き
、
目
標
達

成
に
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
「
失
敗
を
恐
れ
ず
努
力
し
よ
う
」
と
い
う
言
葉
を
信
じ

て
い
ま
す
。
青
少
年
の
み
な
さ
ん
、
地
域
活
動
や
団
体
活
動

　
”
今
の
若
者
は
4
と
い
わ
れ
る
昨
今
で
す
が
、
市
政
に

つ
い
て
、
市
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
若
者
は
た
く
さ

ん
い
ま
す
ー
。
自
分
達
の
住
む
地
域
社
会
が
か
か
え
て
い
る

間
題
等
を
市
を
ま
じ
え
て
、
研
究
、
討
議
す
る
こ
と
に
よ
り
、

現
在
の
十
日
町
、
ひ
い
て
は
明
日
の
十
日
町
市
発
展
の
一
端

を
担
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
…
と
い
う
発
想
か
ら
、
昨
年
の

十
一
月
、
若
者
だ
け
の
手
で
行
わ
れ
た
青
年
識
会
i
。
は
じ

め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
の
間
題
提
起
が
だ
さ

れ
ま
し
た
。
青
年
議
会
を
主
催
し
た
青
少
年
連
絡
協
議
会
（
会

長
丸
山
実
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
青
年
議
会
の
記
録
を
発
行
し
、

今
後
の
継
続
発
展
の
方
途
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
年
議
員
と
し
て
、
発
言

し
た
お
二
人
か
ら
、
十
日

町
市
発
展
の
感
想
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
政
に
望
む
こ
と

　
青
年
議
会
を
と
お
し
て

気
づ
い
た
こ
と
は
、
私
が

質
問
す
る
場
合
で
も
、
自

分
の
周
囲
の
生
活
共
同
体

（
町
内
、
部
落
等
）
は
、

あ
る
程
度
人
間
性
ま
で
理

艦一灘欝防除は
1いもち病菌は、出穂後20日まで侵人します。穂首

いもち病防除でとどめをさしてください。穂首い

もち病の防除はいまが適期です。（市防除協議会）

　　　　穂首いもち病防除旬間

匿1騎欝捌燭婁翻
　1　農　　薬iヒノザン粉剤　　また墜　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　カスフブサイド粉剤
　　　　　　　　　　　　　し 　　　　 じ　　 　　　 　　

壱麟鵬オーム暮らしの圏

　衣服はリフォームしましょう。寿命がのびるば

かりでなく、最後まで使えます。たとえば和服の

場合、いたんだ部分を除いて、寝具、座ぶとん、

風呂敷、袋物、腰ひもなどに十分役立ちます。

　　　すすぎの効果は最初の3分

　洗たく機のすすぎは、ためすすぎなら3分を2回、

流しっぱなしなら3分から5分。水が澄んだら終わ

りのサイン。これ以Lすすいでも、あまり効果は

なく、泡が残っていても布地はいためません。洗

たく用水は、家庭でいちばん多く使われ、全使閑

量の％。すすぎのムダをなくしましょう・

　つぎの日程で昭和町2、3、4r目、泉町が交通規箒

になりますので、ご協力ください。

　8月25日　午後1時～午後11時まで

　8月26日　午前10時～午後11時まで

　8月27日　　午前10時～午後10時まで

な
ど
に
参
加
し
、
自
分
を
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
必
ず
、
何
か
つ
か
む

＼
豪
で
き
る
で
し
ょ
主

　
虫
歯
の
な
い
母
子
を
表
彰

　
市
で
は
、
去
る
七
月
二
十
九
日
母

子
と
も
に
虫
歯
の
な
か
っ
た
、
一
組
の

方
を
表
彰
し
ま
し
た
。
昨
年
の
三
歳

児
検
診
者
ヒ
百
五
十
人
中
六
百
六
十

五
人
が
虫
歯
で
し
た
。
虫
歯
の
な
い

八
十
五
人
の
こ
ど
も
の
お
母
さ
ん
を

金
子
弥
生
・
朱
蔓
ち
ゃ
ん
（
上
川
町
）

解
で
き
る
も
の
の
、
市
の
中
心
部
か

ら
一
歩
離
れ
た
部
落
の
人
達
の
心
理

状
態
を
つ
か
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
、

過
疎
、
農
業
の
あ
り
方
、
冬
季
医
療

　
　
　
　
　
　
夫
田

　
　
　
　
　
　
道
新

　
　
　
　
　
　
　
“
軒

　
　
　
　
　
　
．
　
」
五

　
　
　
　
　
　
　
田

問
題
、
公
害
対
策
問
題
等
の
話
も
関

連
性
が
な
い
も
の
に
終
わ
り
が
ち
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
い
っ
た

人
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
り
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

と
も
す
る
と
、
閉
鎖
的
に
な
り
が
ち

な
市
艮
性
で
す
が
、
市
民
ひ
と
り
ひ

と
り
が
話
し
合
い
の
機
会
を
み
つ
け
、

ま
た
、
市
政
に
た
ず
さ
わ
る
人
達
も
、

そ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
す
す
ん
で
つ

く
り
だ
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
、
市
政
を
積
極
的
に
考
え

て
い
く
ひ
と
り
に
な
り
た
い
と
考
え

ま
す
。わ

石
　
び
・
骨
劇
歪

㊤
　
　
　
　
　
　
　
ウ
3

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
田

　
　
　
　
　
　
　
シ
噺

　
　
　
　
　
　
　
藤
師

　
　
　
　
　
　
　
近
四

暑
い
季
節
に
家
庭
で
喜
ば
れ
る
料

理
は
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
、
市
報
七
月
号
の
企
画
「
わ
が

家
の
自
慢
料
理
」
に
出
て
い
た
庭
野

春
枝
さ
ん
の
「
春
雨
の
冷
し
鉢
」
の

記
事
を
読
み
、
早
速
実
行
し
て
み
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
感
じ
た
こ
と
を
若

調
べ
た
と
こ
ろ
、
母
子
と
も
虫
歯
の

な
い
人
は
、
わ
ず
か
に
二
組
で
し
た
。

金
子
弥
生
・
朱
実
ち
ゃ
ん
（
上
川

町
）
土
江
幸
チ
・
良
子
ち
ゃ
ん
（
峠
）

“
農
業
年
金
〃
第
囎
号

　
　
　
　
　
　
　
平

　
　
　
　
　
　
　
　
沢

　
　
　
　
　
　
　
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
黒

　
　
　
　
　
　
　
沢
、

　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
　
　
　
　
　
　
宮
，

　
市
の
農
業
委
員
会
の
勧
め
で
、
最

初
は
、
半
信
半
疑
で
掛
け
て
い
た
が
、

こ
の
ほ
ど
経
営
移
譲
の
手
続
を
し
た

と
こ
ろ
、
経
営
移
譲
年
金
が
い
よ
い

よ
貰
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
市
内
で
十
人
該
当
者
が
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
人
達
は
、
農
業
者
年

金
第
一
号
と
い
う
こ
と
で
す
。
年
金

額
は
二
十
万
円
ち
ょ
っ
と
で
す
が
、

「
加
入
し
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
家

内
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
市
民
一
体
で
明
日
の

　
十
日
町
を
考
え
よ
う

　
十
日
町
の
実
態
を
調
べ
、
市
当
局

と
討
論
し
た
青
年
議
会
を
機
会
に
今

ま
で
の
私
と
は
違
っ
た
十
日
町
の
見

方
、
考
え
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
の
身
の
囲
り
に

も
問
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

の
問
題
を
ひ
と
り
で
考
え
る
の
で
は

な
く
、
み
ん
な
で
解
決
策
を
話
し
合

う
機
会
が
で
き
ゐ
ら
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
京
平

　
　
　
　
　
　
　
身
中

　
　
　
　
　
　
鷲
尾

　
　
　
　
　
　
躍

　
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
い
も
の
で
す

が
、
こ
の
ま
ち
を
良
く
も
悪
く
も
で

き
る
の
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
考
え

方
次
第
だ
と
思
い
ま
す
ー
。
な
ぜ
か

こ
の
ご
ろ
こ
の
ま
ち
に
一
生
住
み
た

　
い
と
田
心
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
も
ま
ち
の
経
済
、
市
政
、

干
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
春
雨
の
冷

し
鉢
は
、
手
近
に
あ
る
材
料
で
簡
単

　
に
作
れ
て
、
見
た
目
も
き
れ
い
に
で

き
ま
し
た
。
主
人
か
ら
も
、
サ
ラ
ッ

と
し
た
舌
ざ
わ
り
で
ゴ
マ
油
の
香
り

が
食
欲
を
誘
う
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

バ
テ
気
昧
の
夏
の
お
惣
菜
と
し
て
、

　
わ
が
家
の
料
理
の
中
に
加
え
さ
せ
て

　
い
た
だ
く
つ
も
り
で
す
。

　
－
わ
が
家
の
自
慢
料
理
を
ご
紹
介
く

　
だ
さ
い
。
豪
華
で
難
か
し
い
料
理
よ
り
も
，

　
日
頃
こ
家
庭
で
食
べ
る
も
の
の
中
か
ら
、

　
簡
単
に
作
れ
て
、
家
族
や
来
客
か
ら
喜
ば

　
れ
る
科
理
を
お
待
ち
し
ま
す
。
連
絡
は
、

　
市
几
又
所
企
画
財
政
課
企
画
広
報
係
｛
曾
ヒ

　
ー
　
．
．
．
爵
｝
へ
）

ま
お
ま
ろ
尼

声．

薪
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
ー
を
か
つ
い
で

ま
ち
を
歩
い
て
み
た
。

そ
の
声
は
…
…

※
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
広
場
の
造
成
は
着
々
と
進
み
、

間
も
な
く
野
球
場
が
一
部
完
成
す

る
と
の
こ
と
。
い
ま
ま
で
施
設
の

不
足
等
か
ら
、
プ
レ
ー
で
き
な
か

っ
た
人
達
も
、
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
市
民
の
間
で
ス
ポ
ー
ツ
熱
が

益
々
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
（
三
十
歳
・
会
社
員
）

※
ご
み
の
出
し
方
が
悪
い
と
聞
い

て
い
る
が
、
私
の
町
内
で
は
、
ご

み
当
番
を
き
め
て
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
き
れ
い
に
し
て
い
る
。

や
っ
て
み
て
は
。

　
　
　
　
（
五
十
歳
・
主
婦
）

※
老
人
い
こ
い
の
家
の
機
能
を
備

え
た
公
民
館
の
建
設
は
、
年
々
進

め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
茶
の
間

と
し
て
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

郷
土
の
文
化
遺
産
を
展
示
す
る
郷

土
資
料
館
の
早
期
建
設
を
お
願
い

し
た
い
。
　
（
四
十
三
歳
・
商
業
）

福
祉
な
ど
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
自
分

の
立
場
を
み
つ
め
て
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
と
に
か
く
、
市
民
一
体
で

明
日
の
十
日
町
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
青
年
議
会
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、

私
に
は
、
こ
れ
か
ら
が
始
ま
り
で
す
。

わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん

　
　
　
田
村
明
蔓
（
．
二
歳
）

　
　
　
父
・
豪
司
（
昭
和
町
一

お
父
さ
ん
の
や
さ
し
い
と
こ
ろ
が

す
き
で
す
。
で
も
、
お
酒
の
ん
だ
と
き

と
き
ど
き
、
き
ら
い
に
な
り
ま
す
。

国■Dお儒顧のパフ纏・なんど城って使い2すが・初あとも携翻の靴み力勲して便利に鰍鶴



、

4今

妻
有
地
方
、
中
魚
・
十
日
町
、
は
民
話

の
宝
庫
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

し
か
し
、
民
話
を
こ
ど
も
達
に
聞
か

せ
て
く
れ
る
お
年
寄
り
も
年
々
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。
今
月
は
夏
に
ち
な

ん
だ
民
話
の
ひ
と
つ
を
イ
ラ
ス
ト
で

あ
ら
わ
し
て
み
ま
し
た
。

『
服
の
溝
涼
剤
と
し
て
、
親
子
で
話

し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

専修職業訓練校と十日町試
験場の現状をリポート……

　　　　　　　　2・5
公害施設も真剣に……染色
団地と公共下水道

　　　　　　　　6・7
5万市民の家計簿

　　　　　　　　8・11
親しまれた昔の遊び

　　　　　　　　12・13
ゆっくり走ろう越後路を

　　　　　　　　　　14
不足する水資源

　　　　　　　　　　15
スポーツで夏をのγ）きる

　　　　　　　　16・17
保健婦活動の一日

　　　　　　　　18・19
あたたかい気持のふれあい
　　　　　　　　20・21
八月のうた

　　　　　　　　22・23
お知らせのペーン
』　　　　　　　　　　　　24

累摯莞

戦
壱
墓

　
　
　
　
　
　
－
江
道
の
巻
ー

　
汀
道
の
部
落
L
佐
治
衛
門
～
い
、
「
、

男
が
住
ん
で
い
た
、
お
盆
が
近
づ
い

た
～
い
う
の
〔
．
．
一
文
の
お
カ
ネ
も
な

い
。
そ
こ
で
、
佐
治
衛
門
は
、
裏
山

の
天
狗
松
を
住
み
ん
に
し
て
い
る
天

狗
を
だ
ま
し
て
カ
ネ
し
）
け
を
し
よ

つ
と
考
え
た
。
天
狗
松
の
下
へ
や
ハ
．

じ
藷
た
佐
治
衛
門
は
、
「
天
狗
さ
よ
、

い
た
か
え
。
イ

フ
声
」
つ
は
、
い
い

宝
物
を
持
〕
r
き
た
が
ノ
、
一
、
』
～
い

い
な
が
ら
、
懐
中
か
h
取
リ
ペ
し
た

ツ
ボ
し
サ
で
コ
ロ
を
入
れ
、
カ
ラ
カ

7
ご
ふ
』
－
㌔
、
「
弍
、
卜
、
．
が
出
た
」

と
い
い
し
ま
に
、
H
、
イ
」
目
を
す
か

し
て
の
ぞ
く
ま
ね
を
し
な
が
ら
、
「
越

後
の
国
が
び
と
め
に
見
え
る
。
広
い

も
ん
だ
ナ
ア
」
と
感
心
し
て
み
せ
た

　
佐
治
衛
門
び
～
．
（
も
面
自
ξ
，
』

”
で
i
「
，
一
を
引
．
f
い
．
r
㌧
る
の
ぐ

．
大
狗
さ
乳
ほ
不
思
議
し
愚
　
．
－
　
松

の
木
h
㌧
あ
り
ぐ
き
r
、
「
お
ね
」
も

み
サ
て
く
れ
」
～
い
う
と
、
佐
治
衛
門

は
、
「
、
軌
れ
は
日
本
中
が
び
～
目
に
見

ス
る
宝
物
で
、
め
〕
た
に
見
せ
ら
れ

な
い
」
～
い
，
六
。
天
狗
さ
ま
は
、
佐

治
衛
門
の
宝
物
が
ほ
し
く
τ
た
ま
ら

ず
「
ど
）
だ
イ
し
の
宝
物
と
、
と
り

か
ス
よ
㍉
じ
ゃ
な
い
力
」
～
い
い
だ

　
佐
治
衛
門
が

天
狗
さ
ま
の
宝
物

は
な
ん
で
す
か
」
と
き
く
～
、
天
狗

は
「
カ
ク
レ
ミ
ノ
と
カ
ク
レ
ガ
サ
だ
」

～
い
。
，
た
。
そ
こ
で
、
、
．
人
は
、
宝
物

を
～
り
か
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き

佐
治
衛
門
は
、
な
に
げ
な

く
「
天
狗
さ
よ
は
、
な
に
が
一
番
き
ら

い
で
す
か
」
～
れ
ず
ね
る
と
天
狗
は
、

薮
の
、
ー
バ
ノ
が
．
番
盛
ら
い
ぺ
。

L
㌧
し
ろ
e
お
前
は
、
な
L
が
碁
り
い

ノ
」
～
き
し
人
の
e
、
佐
治
衛
門
ほ
、

わ
ポ
～
「
．
不
勺
モ
王
と
小
判
パ
声
ら

い
だ
」
と
答
λ
た
、
、

　
．
大
狗
詳
ま
は
、
．
大
狗
松
の
ヒ
戸
、

何
日
も
サ
イ
コ
ロ
を
す
か
し
ζ
み
た

が
、
な
ん
に
も
見
ス
な
い
。
よ
）
や

く
佐
治
衛
門
」
マ
7
戸
れ
た
、
」
吉
に

気
が
ー

い
た
天
狗
さ
ま
は
、
力
・
ノ
カ

・
，
L
怒
）
て
佐
治
衛
門
の
家
へ
お
し

ち
け
．
（
声
た
。
佐
治
衛
門
は
、
そ
ろ

乏
ろ
天
狗
様
が
怒
）
て
く
る
頃
だ
と

家
の
玄
関
口
や
窓
に
f
バ
7
を
よ
さ

つ
け
⊂
ま
っ
て
い
た
。
、
天
狗
さ
ま
は
、

佐
治
衛
門
の
家
へ
ど
な
リ
、

も
う
と

し
た
け
ど
、
だ
い
さ
ら
い
な
イ
バ
ラ

が
あ
る
の
で
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、

地
団
駄
ふ
ん
で
く
や
し
が
）
た
。
佐

治
衛
門
が
ボ
タ
モ
チ
と
小
判
が
き
ら

い
だ
’
し
、
た
「
汁
を
思
い
出
す
～
、

今
度
は
、
．
．
升
ボ
9
ー
ヂ
～
小
判
を

山
の
よ
㍉
」
持
、
c
や
〕
〔
き
た

そ
し
r
、
「
佐
治
衛
門
、
思
い
知
、
人

か
一
ぜ
い
い
な
が
ら
、
．
小
勺
モ
チ
と

小
判
を
窓
か
ら
ピ
ん
ど
ん
と
投
げ
こ

ん
ギ
。
佐
治
衛
門
が
、
わ
ざ
と
「
お
っ

か
な
い
！
あ
）
か
な
い
！
」
と
泣
き

ま
ね
を
し
て
い
る
と
、
天
狗
さ
ま
は
、

よ
す
ま
ず
得
意
に
な
つ
⊂
、
ボ
勺
モ

ヂ
～
小
判
を
残
ら
ず
投
げ
こ
ん
で
仇

討
が
で
き
た
と
、
大
い
ば
り
で
帰
っ

r
い
　
た
、
あ
か
げ
で
佐
治
衛
門
は
、

い
い
あ
盆
昏
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

ノ
ウ
ナ
。

「
つ
ま
り
の
民
話
」
集
大
成
版
か
ら

抜
す
い
。

　
な
お
、
紙
面
の
都
合
で
、
本
文
の
一

部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
．
き
ま
し
た
。

、
O
℃

24と6」『93（第3種郵便物認可）紹剰51年8月10日

軽
自
動
車
税
の
申
告
は
期
限
内
に

　
軽
自
動
車
を
所
有
、
廃
車
、
名
義

変
更
し
た
と
き
は
、
つ
ぎ
の
期
日
ま

で
に
軽
自
動
車
税
の
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
を
業
者
が
代

行
す
る
場
合
も
、
必
ず
期
限
内
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
■
軽
自
動
車
を
所
有
し
た
と
き
は
、

そ
の
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
。

　
■
廃
車
ま
た
は
売
却
し
た
と
き
は
、

そ
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
。

　
■
名
義
変
更
、
住
所
変
更
等
し
た

と
き
は
、
十
五
日
以
内
に
申
告
し
て

醗
爆

繍
…
　
　
轡

盤
灘
…
齢

彦
〃
灸
％
懸

く
だ
さ
い
。

仙
田
地
区
の
電
話
は
ダ
イ
ヤ
ル
に

　
↑
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
電
話

の
自
動
化
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
仙
田
地
区
の
電
話
は
、
九
月
八
日

午
後
二
時
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
切
り

替
わ
る
こ
と
に
伴
い
、
電
話
番
号
が

つ
ぎ
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

市
外
局
番
は
　
O
二
五
七
六
、
電
話

番
号
は
、
市
内
局
番
九
が
つ
い
て
、
千

手
局
九
ー
×
×
×
x
と
な
り
ま
す
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集

　
日
本
損
保
協
会
は
、
秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
用
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
品

の
大
き
さ
は
、
B
2
判
で
ポ
ス
タ
ー

カ
ラ
ー
仕
上
げ
（
四
色
以
内
）
と
し
、

文
字
は
「
火
災
は
人
災
防
ぐ
は
あ
な

た
！
」
　
「
消
防
庁
日
本
損
害
保
険
協

会
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
之
。
く

わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
地
域
消
防

本
部
（
曾
七
－
一
五
五
五
番
）
へ
お

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

16ミ，」映写技術者講習会

日　時　8月29日（日）午前9時～午後

　　　　　　　　　　3時半

　　　　8月30日1月〉午前9時～正午

場　所　十日町地域視聴覚ライブラリー

　　　q一日町小学校内曾7一（M93番「

申込み　ハカキに氏名、男・女、年齢、住

　　　　所．電話番号、勤務先を記入の

　　　　うえ、　十日圃丁市学校田丁　晋’日

　　　　町地域視聴覚ライブフリーへ

　　　　1先着25名まで受付1、

　　　　受講を許可された方には、連

　　　　絡します。

陸・海・空自衛官募集中

　いま自衛隊は災害救難等に活躍して

います。，＆願される方は市役所〔曾7－

311Dまたは自衛隊新潟地庁連絡部長

岡出張所へ。

灘糊
とおり実施します、

　受験手続き／希望者は9月11日まで

　　に、所定の書類と手数料（1，000円1

　　を添えて県総務部地庁課行政書士

　　試験係（〒951新潟市学校町1番町）

　　へ。くわしくは同係へ。

　試験日時／10目1日午前10時から。

　場所／新潟県中小企業会館

　　　　〔新潟市唄岸町1丁目）

検察審査会のご活用を
　「交通事故、詐欺その他の犯罪で被

害を受けたのに、検察官が犯人を裁判

にかけなかったのは、ふにむちない」

「選挙違反や汚職等で重大事件だ）た

のに、検察官が起訴しなか一）たのは納

得できない」。

　こんな不満をお持ちの方は、お気軽

に下記の検察審査会事務局にご相談く

ださい。相談や審査の申し立てに費用

はいっさいかかりません。

　　長岡検察審査会事務局
　　　1長岡市信濃町2裁判所内）

わ
　
　
　
あ
な
た
も
一
緒
に

　
　
　
う
た
い
ま
せ
ん
か

　
市
民
合
唱
団
（
上
野
敏
会
長
）
で

は
、
さ
ら
に
内
容
を
充
実
す
る
た
め
、

一
般
市
民
の
積
極
的
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
毎
週

水
曜
日
夜
七
時
か
ら
市
民
会
館
で
受

け
つ
け
て
い
ま
す
。
市
報
五
月
号
の

記
事
を
読
み
、
入
会
し
た
大
島
正
・

岡
村
敏
子
さ
ん
は
「
練
習
日
が
楽
し

み
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

子
宮
癌
検
診
の
日
程

　
毎
年
実
施
し
て
い
る
子
宮
癌
検
診

を
、
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で

該
当
者
は
、
検
診
日
時
等
間
違
い
な

く
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　
該
当
者
　
市
内
に
在
住
す
る
満
二

十
五
歳
以
上
の
人
、
嘱
託
員
を
通
し

て
検
診
申
し
込
み
し
た
人
。

　
お
願
い
　
こ
の
検
診
は
申
込
者
に

個
人
通
知
を
し
ま
す
。
個
人
通
知
書

を
必
ず
持
参
の
上
、
通
知
書
に
記
載

の
日
時
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
検
診

料
は
百
二
十
円
で
す
。

　
結
果
　
検
診
結
果
は
、
異
常
の
な

い
方
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

聯
十商裡列鞄團

ぽ
く
の
ろ
ち
τ
は

　
弊
も
寓
袋
乞
が

　
～
つ
《
ヱ
い
・
τ

“
2
せ
ん

．
，
蕪
翻

口
［
　
、

園

ρ
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8
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8
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ム
双 市 △

君

館 民 場

中
条
地

新
座
、

水
沢
地

士
口
田
地

川
治
地

下
条
地
区

十
日
町

日
町 対

叉
四
新
日
座
町
’
を四

大
井
田
地
区

区 区 只
八
山
箇
本
を
’
除干

ノミ

薗
地
区
、
川
治

地
区
ハ
、
本
町
通

地
区
（
本
町
通

象

除日 い歳 地 り り 地

い町
た新
地田
区’

）

た町
地
区
寿
町
）

（
寿山
■
腔
簾
み町
）

よ
り
西
側
）

よ
り
東
側
）

区

去
耳
も
逆
ろ
τ
し
た

夏
係
謹
降

ど
こ
へ
も
い
く
二
と

か
で
き
よ
せ
ん

勢

猛
計
、
％

　
　
　
　
　
　
ぬ

「
口
⊇
．

【

画

働
墨
…

　
▽
今
月
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、

211．44k㎡（7月1日現在11，922／面積

欝猿艦欝
鳥・葬

毎
琴

、
ろ
2

　
畜
牟
）

》

ま
と
め
ま
し
た
。

　
▽
経
済
は
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
。

物
の
使
い
捨
て
か
ら
再
利
用
へ
と
急
転
し

て
い
る
世
相
ー
。
昔
の
主
な
遊
び
を
イ
ラ

ス
ト
で
再
現
し
て
み
ま
し
た
。
こ
ど
も
の

遊
び
は
、
創
造
性
と
協
調
性
を
育
て
る
大

切
な
領
域
。
み
な
さ
ん
が
こ
ど
も
の
頃
遊

ん
で
思
い
出
に
残
る
昔
の
遊
ぴ
を
親
子
、

で
や
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
▽
前
号
の
わ
が
家
の
自
慢
料
理
を
家
庭

で
実
際
に
作
っ
て
み
て
の
批
評
を
寄
せ
ら

れ
た
主
婦
の
方
、
市
報
へ
の
注
文
な
ど
、

紙
媒
体
の
重
要
性
と
こ
わ
さ
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
と
っ
た
次
第
で
す
。
今
月
号
か
ら

市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
よ
り
求
め
る

意
味
で
俳
句
、
詩
、
民
話
欄
を
設
け
ま
し

た
。
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
次

号
は
、
九
月
七
日
予
定
さ
れ
て
い
る
県
下

防
災
訓
練
の
模
様
な
ど
予
定
し
て
い
ま
す
。

女25，805）／世帯数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
修
職

業
訓
練
校
と
十
日
町
試
験
場
の
現
状
を
リ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
主
産
業
で
あ
る
繊
物
の
中
堅
技
術
者
と

な
る
訓
練
校
の
入
校
生
が
年
々
減
少
し
て

い
る
現
実
1
。
最
近
、
都
会
に
就
職
し
て

い
る
若
者
が
ふ
る
さ
と
の
企
業
へ
転
職
す

る
い
わ
ゆ
る
U
タ
ー
ン
傾
向
か
ら
、
こ
う

し
た
U
タ
ー
ン
希
望
者
へ
の
指
針
と
市
民

の
み
な
さ
ん
へ
の
問
題
提
起
と
い
う
意
味

合
い
か
ら
、
お
盆
帰
省
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

ね
ら
っ
て
の
企
画
で
し
た
が
い
か
が
で
し

た
か
。
一
方
、
統
合
問
題
で
揺
れ
動
い
て

い
る
十
日
町
試
験
場
i
。

　
新
製
品
の
開
発
、
繊
継
試
験
、
技
術
相

談
な
ど
同
施
設
々
備
を
利
用
し
て
い
る
織

物
産
地
に
と
っ
て
重
要
問
題
で
す
。
む
し

ろ
内
容
の
充
実
を
と
訴
え
る
市
民
の
声
を

50，417人（男24，612■市勢／人ロ

謬

澱

莚
．
灘
■
璽
－

．
と
墜
で
保
存
『
）
戸
＆
く
だ
さ
㌧

ビル火災消火避難救助訓練

去る9月7日、総合防災訓練のひとつとして行われた

ビル火災消火避難救助訓練（本町通り商店街、

膨
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